
武

蔵

屋

本

考
朋
治
廿
二
年
東
京
稗
田
の
書
尊
武
蔵
屋
が
浮
瑠
璃
本
出
阪
の
大
成
を
企
て
、
明

治
廿
九
年
に
迄
及
ん
で
捏
折
し
た
。
こ
れ
が
明
沿
に
於
け
る
淫
瑠
璃
本
硫
刻
の

先
瓢
を
な
す
も
の
で
あ
る
0

故
人
の
古
本
・
蒐
集
癖
は
偶
々
此
の
武
蔵
屋
本
に
逢

策
し
、
捜
衆
七
年
の
久
し
き
に
一
旦
つ
て
終
に
完
本
の
喜
び
を
得
た
が
、
共
の
間

武
蔵
屋
本
に
縞
綿
せ
る
一
切
の
事
情
を
究
明
し
て
、
細
緻
極
リ
な
き
研
究
を
完

成
し
、
武
蔵
屋
本
考
の
一
篇
を
脱
稿
し
た
0

此
の
研
究
は
如
何
に
放
人
が
古
本
・

を
愛
着
し
た
か
を
最
も
如
寅
に
表
朋
す
る
も
の
で
あ
リ
、
装
禎
中
印
刷
の
微
差

を
も
布
く
せ
ず
に
検
討
し
た
一
章
の
如
き
は
寧
ろ
驚
嘆
に
値
す
る
も
の
が
あ

る
0

故
人
と
し
て
は
恐
ら
く
此
の
一
篇
に
推
敲
を
加
（
た
上
褻
表
す
る
積
り
で

あ
っ
た
ら
う
が
、
そ
れ
を
果
さ
ず
し
て
逝
い
た
事
が
今
更
な
が
ら
惜
ま
れ
る
。





L
、

A
 

武

蔵

屋

本

考（
明
治
十
四
・
五
年
）

近
松
の
作
品
で
、
活
版
に
酬
刻
さ
れ
た
も
の
は
、
藤
井
紫
影
の
朝
日
新
聞
社
本
、
高
野
、
黒
木
の
春
陽
堂

本
を
は
じ
め
と
し
て
、
荀
く
も
全
集
と
銘
打
っ
た
も
の
、
又
は
そ
れ
に
近
い
も
の
丈
で
も
十
数
種
を
敷
へ
ら

ま
ね
ば
叢
害
の
髄
を
為
さ
す
、

一
と
頃
績
出
し
た
日
本
文
藝
全
集
と
い
っ
た
や
う
な
袈
書
に
は
、
必
す
一
巻
又
は
敷
巻
の
近
松
物
を
挿

．
 

一
篇
又
は
敷
篇
の
註
繹
書
、
中
に
は
士
君
子
の
手
に
さ
る
べ
く
も
な
い
三
文

版
式
の
片
々
た
る
個
害
も
勘
く
な
く
、
こ
れ
等
大
小
共
に
一
部
を
一
種
に
数
へ
る
と
、
近
松
院
本
の
詞
布
が

活
字
化
さ
肛
た
版
種
は
、
無
慮
百
種
に
逹
し
、
世
の
如
何
な
る
流
打
作
家
も
こ
れ
に
比
肩
す
る
も
の
は
あ
ろ

第

一

期

院

本

翻

刻

の

初

期 （
昭
和
十
二
年
十
一
月
二
十
一

El
稿
）



日
本
古
典
の
醜
刻
は
、

容
を
知
る
べ
く
も
無
き
に
至
っ
た
の
で
あ
ら
う
。

れ
ら
れ
て
、
こ
の
ま
ど
政
迎
し
た
ら
、

一
篇
叉
一
篇
、
空
し
く
紙
魚
の
股
中
に
葬
ら
れ
去
つ
て
、
後
に
は
内

よ
い
。
近
松
以
後
の
院
本
は
、
或
ろ
作
者
叉
は
或
る
作
品
の
酬
刻
べ
れ
た
版
種
こ
そ
近
松
に
如
か
ざ
れ
、
篇

数
か
多
い
丈
に
、
そ
の
絶
祉
は
汗
牛
充
棟
と
い
ふ
べ
き
で
、
洵
に
偉
観
を
極
t
る。

語
り
物
と
し
て
引
綾
き
舞
豪
や
高
座
に
生
命
を
持
つ
て
ゐ
る
一
部
の
浮
瑠
璃
を
除
い
て
、

こ
れ
等
近
松
以

下
の
作
品
が
、
特
川
の
中
期
以
後
、
明
治
の
初
年
に
武
る
迄
に
取
扱
は
れ
た
朕
態
を
案
す
る
に
、
砂
に
近
松

物
は
柏
川
時
代
に
於
て
、
既
に
劇
と
し
て
ゞ
な
く
、
讀
物
と
し
て
鑑
賞
さ
れ
た
こ
と
は
、
敷
種
の
開
版
が
次

か
ら
次
へ
と
行
は
れ
て
ゐ
る
こ
と
で
も
判
か
る
の
で
あ
る
が
、

こ
れ
等
古
刻
の
院
本
も
、
次
第
に
泄
人
に
忘

こ
の
湮
滅
の
危
機
か
ら
救
つ
て
、
新
に
文
藝
の
一
部
門
と
し
て
、
復
活
し
た
と
云
は
ん
よ
り
も
、
全
く
別

箇
の
生
命
を
創
造
し
た
と
も
云
ふ
べ
き
、
院
本
活
字
化
の
事
業
は
、
劃
期
的
な
功
絞
を
遺
し
た
も
の
と
云
ふ

べ
き
で
あ
る
。

一
般
に
明
治
十
四
年
に
創
ま
ろ
と
云
は
る
4

か
、
院
本
の
麟
刻
も
そ
の
御
多
分
に

四



一
四
•

I
 O•I 

1

1

ハ

一
四
•IO• 

―
四

一
四
・
九
•
一
六

一
四
•
八
・

一
四
•
七
・

國
性
爺
合
戦
）

時
代
批
話
劇
種
本
（
四
）

武

蔵

屋

本

同 同

湿
れ
て
ゐ
な
い
。
筆
者
の
知
る
限
り
に
於
て
こ
の
仕
事
の
ト
ッ
プ
を
切
っ
た
と
思
は
る
4

武
蔵
屋
本
の
『
傾

城
反
魂
香
」
が
、
こ
の
年
の
四
月
十
四
日
に
出
て
ゐ
る
の
を
切
つ
掛
け
に
、
堰
が
切
ら
れ
た
や
う
に
、
敷
種

一
四
•
四
・
一
四

一
四
•
四
・
ニ
五

丸

屋

善

七

（
俵
名
手
本
忠
臣
蔵
、
妹
背
山
婦
女
庭
訓
、
近
頃
河
原
達
引
、
稽
本
太
功
記
、
花
上
野
春
石
碑
．

（三）
（
こ
）

武

蔵

屋

本

芦
屋
道
湾
大
内
鑑

百
日
曾
我

生
窓
朝
顔
日
記

ふ
さ
ひ

齋
藤
太
郎
左
衛
門
（
太
平
記
暉
鎧
）

か
ふ
キ
の
た
ね
心
ん

時
代
批
話
劇
種
本
(
-
)

傾
城
反
魂
香

や
ま
と
文
範
第
一
集

の
酬
刻
本
が
こ
の
年
に
刊
行
さ
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

曾
我
會
精
山

五

．
 



一
四
・
―
ニ
・

尤
も
十
四
年
の
武
蔵
屋
本
三
巻
に
は
疑
問
か
あ
る
。
こ
の
年
代
に
武
蔵
屋
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、

こ
の
三
本
は
あ
る
と
し
て
も
、
そ
れ
は
丸
善
の
出
版
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
が
、
前
に
記
し
た
反
魂
香
、
百
日

曾
我
、
柱
暦
の
そ
れ
ぞ
れ
の
翌
い
日
付
は
、
執
れ
も
後
日
の
そ
れ
ぞ
れ
の
篇
の
再
版
以
下
の
奥
付
刊
記
に
依

つ
て
の
み
知
ら
る
4

も
の
で
あ
っ
て
、
筆
者
は
多
年
七
れ
を
探
求
し
て
ゐ
乍
ら
、
未
だ
そ
の
所
謂
初
版
の
一

巻
足
た
に
寓
目
し
た
こ
と
は
無
い
。
こ
の
三
篇
は
『
近
松
著
作
全
書
』
第
一
巻
の
三
篇
と
全
く
同
一
内
容
で

あ
っ
て
、
刊
行
の
日
付
か
ら
云
へ
ば
、
先
づ
三
篇
を
順
次
に
庄
し
、
最
後
の
「
柱
暦
』
が
出
る
の
を
侯
つ
て

以
上
が
明
治
十
四
年
の
産
物
で
あ
っ
た
。

七

時
代
世
話
劇
種
本
（
六
）

心
中
天
網
島

白
日
曾
我
．
患
八
卦
柱
唐
、
傾
城
反
魂
香

一
四
・
―

-
・
1
0

丸

屋

善

七

一
四
・
―
一
・

一
四
・
一
―

・
¥
0

時
代
世
話
劇
種
本
（
五
）

近
訟
著
作
全
害
第
一
巻

武

蔵

屋

本

患

八

卦

柱

暦

八

本
朝
廿
四
孝
（
上
下
）

． 
ノ・ヽ，



七

そ
れ
と
同
日
付
で
、
三
篇
を
合
怨
し
て
重
刊
し
た
如
く
見
ゆ
る
が
、
著
作
全
害
に
は
逝
し
頁
が
附
せ
ら
れ
て

ゐ
て
、
既
刊
の
三
疱
を
箪
に
合
綴
し
た
も
の
と
は
恩
は
れ
中
、
全
書
の
排
列
は
百
日
曾
我
、
柱
暦
、
反
魂
香

の
順
で
あ
る
の
に
、
所
謂
祠
版
日
附
に
よ
る
順
位
は
、
反
魂
香
、
百
日
合
我
、
柱
暦
と
な
っ
て
、

い
黙
か
ら
見
て
も
、
別
版
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
ゐ
る
。
斯
く
同
一
預
行
者
に
よ
っ
て
、
時
を
同
う
す
る
同

一
内
容
の
出
版
物
が
、
態
々
版
を
改
め
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
云
ふ
こ
と
は
解
し
難
い
こ
と
で
あ
ろ
の
で
、
十

四
年
の
分
冊
は
質
在
し
な
い
の
で
は
無
い
か
と
の
擬
問
が
持
た
れ
ぬ
で
は
な
い
。
帥
、
三
篇
の
再
版
以
下
の

刊
記
に
消
ふ
臨
の
各
篇
の
切
版
と
は
、
質
は
『
著
作
全
害
』
第
一
宅
を
指
す
の
で
は
無
い
か
と
は
、
先
づ
考

へ
ら
る
と
院
で
あ
る
。
し
か
し
乍
ら
、
そ
れ
に
し
て
は
、
所
謂
三
巻
の
初
版
の
日
付
か
匿
々
で
、
そ
の
こ
巻

迄
の
日
付
か
著
作
全
書
の
日
付
と
一
致
し
な
い
こ
と
か
説
明
さ
れ
ぬ
。

『
反
魂
香
」
初
版
日
付
(
-
四
、
四
、
一
四
）
を
、
そ
の
再
版
日
付
（
二
四
、
四
、
一
四
）
と
が
正
し
く

1
年

の
距
り
で
あ
る
こ
と
、
及
び
『
面
日
曾
我
．
ー
初
版
日
付
(
-
四

‘
1
0、
一
四
）
か
『
反
魂
香
』
初
版
（
一

四
、
四
、
一
四
）
と
、

T
度
半
年
の
距
り
で
あ
る
こ
と
か
、
作
腐
の
あ
と
が
あ
っ
て
、

こ
れ
等
初
版
の
日
付

一
致
し
な



は
再
版
を
出
す
に
賞
つ
て
架
空
に
捏
っ
ち
上
げ
ら
れ
た
も
の
で
は
な
い
か
と
の
疑
問
を
助
く
る
。

十
四
年
本
が
賓
在
す
る
や
否
は
、
院
本
醜
刻
史
の
第
一
頁
の
記
述
を
左
右
す
る
重
要
な
事
項
で
あ
り
、
後

年
の
武
蔵
屋
本
の
意
義
の
一
半
も
、
そ
れ
に
よ
っ
て
動
か
さ
る

4

の
で
あ
る
か
ら
、
何
と
か
し
て
〗
県
相
を
閑

明
し
度
い
の
で
あ
る
が
、
明
確
な
否
定
の
資
料
が
出
て
来
な
い
限
り
は
、
少
時
明
示
さ
れ
て
ゐ
る
初
版
日
付

を
認
容
し
て
、
後
考
を
侯
つ
外
は
な
い
。

今
―
つ
分
ら
な
い
も
の
に
「
釘
町
叫
釘
船
」
が
あ
る
。
「
近
松
語
彙
」
に
は
こ
の
書
を
「
明
治
十
六
年
刊
」
と
し

て
ゐ
る
。
半
紙
二
つ
折
、
和
装
の
こ
の
叢
書
廿
ヒ
篇
、
百
廿
巻
（
日
本
叢
書
目
録
に
よ
る
）
中
に
は
、
「
兼
好

法
師
物
見
車
」
「
碁
盤
太
手
記
」
「
鎗
植
三
重
帷
ざ
の
三
篇
の
近
松
物
を
酬
刻
し
た
一
巻
を
含
む
の
で
あ
る
か
、

こ
の
巻
に
は
奥
附
を
鋏
き
、
表
紙
、
題
策
等
に
も
何
等
明
示
、
暗
示
す
る
虞
が
な
い
の
で
、
正
確
な
刊
行
の

期
日
を
知
る
由
が
な
い
。
（
我
自
刊
我
書
に
は
最
終
葉
の
左
下
の
隅
を
小
さ
く
匠
切
つ
て
、
他
単
な
刊
記
を
附

し
て
あ
る
の
が
普
通
で
あ
る
が
、

目
録
」
に
よ
る
と
、

こ
の
一
巻
の
他
に
も
こ
れ
を
鋏
い
て
ゐ
る
巻
が
勘
く
な
い
。
）
「
日
本
叢
害

こ
の
廿
七
篇
、
百
廿
巻
は
．
「
明
治
十
三
年
よ
り
十
七
年
」
と
あ
る
の
で
、
或
は
こ
の
近

八



こ
の
三
篇
、

九

一
巻
は
、
前
記
の
敷
書
よ
り
早
い
刊
行
で
あ
る
か
も
知
れ
ぬ
が
、
俵
令
そ
う
で
あ
る
と
し
て

も
，
刊
記
が
無
い
以
上
、
記
録
保
持
者
た
る
功
を
譲
る
外
は
な
い
。
惜
し
む
べ
き
こ
と
で
あ
る
。

一
巻
は
、
後
に
明
治
廿
二
年
一
月
十
八
日
、
「
戯
曲
近
松
集
」
と
題
し
て
、
同
じ
書
店
か
ら
、

四
六
版
ボ
ー
ル
紙
表
紙
の
、
粗
末
な
版
と
な
っ
て
重
刊
さ
れ
て
ゐ
る
が
、
そ
の
刊
記
も
前
版
に
獨
れ
て
ゐ

や
ま
と
文
範
」
三
巻
及
び
追
刊
の
二
巻
は
、
編
輯
兼
出
版
人
と
し
て
、
束
京
府
士
族
、
小
野
田
孝
吾
（
芝

匝
三
田
四
國
町
廿
六
番
地
、
第
二
巻
以
下
は
、
芝
匝
西
應
寺
町
五
十
一
番
地
）
の
名
が
あ
り
、
そ
れ
に
併
ベ

て
賣
捌
書
騨
と
し
て
、
巻
に
よ
り
四
五
、
又
は
じ
八
の
東
京
、
大
阪
、
名
古
屋
の
書
店
名
を
列
記
し
た
中
に
、

丸
屋
普
七
及
び
大
阪
丸
善
支
店
の
名
が
あ
る
。
三
巻
は
各
六
篇
。
追
刊
二
巻
は
各
一
篇
の
浮
瑠
璃
を
、
酬
刻

し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
中
に
一
篇
の
近
松
物
「
國
姓
爺
合
戦
「

l

を
含
ん
で
ゐ
る
。
四
六
版
、
黙
の
ク
ロ
ー
ス

装
禎
（
追
刊
二
巻
は
紙
表
紙
）
が
そ
の
厚
味
と
共
に
後
の
帝
國
文
庫
に
傍
駕
た
ろ
も
の
が
あ
る
が
、
|
五
六

年
後
の
帝
文
が
一
巻
五
十
錢
（
後
に
六
十
錢
、
更
に
七
十
五
錢
）
で
あ
る
の
に
封
し
て
、
定
債
各
巻
二
圃

な
い
。

松
物
の
一
二
篇
、



（
追
巻
は
金
舟
五
錢
）
は
裳
時
と
し
て
は
競
く
べ
き
高
債
で
あ
っ
た
と
思
は
る
＼
。
編
著
者
小
野
田
孝
吾
に

就
て
は
筆
者
は
知
る
虞
は
無
い
が
｀

る
べ
き

e
あ
る
。

こ
の
年
代
に
於
て
二
十
篇
の
院
本
を
校
訂
、
酬
刻
し
た
事
等
は
記
憶
さ

「
時
代
世
話
劇
種
本
」
は
歌
舞
伎
新
報
社
の
刊
行
す
る
臨
で
あ
っ
て
、
後
に
記
す
歳
の
や
う
に
翌
明
治
十
五

年
に
亘
つ
て
綬
刊
さ
れ
た
、
二
十
篇
、
二
十
六
巻
の
酬
刻
、
涌
瑠
刷
本
で
あ
る
。
牛
紙
二
折
版
、
役
者
の
似
顔

で
節
中
の
主
要
人
物
を
描
い
た
錦
維
風
の
美
し
い
表
紙
、
少
数
の
拝
聾
と
共
に
甕
工
は
芳
幾
で
あ
る
。
醜
刻

さ
れ
た
二
十
篇
中
、
「
や
ま
と
文
範
」
の
同
じ
二
十
篇
と
重
複
す
る
も
の
九
篇
に
逹
す
る
が
、
「
や
ま
と
文
範
」

が
先
に
出
て
、
「
劇
種
本
」
が
後
に
な
っ
て
ゐ
る
も
の
は
こ
の
中
の
四
篇
で
、
ー
劇
種
本
」
が
先
に
出
た
も
の
か

五
篇
で
あ
る
。
「
曾
我
會
精
山
L

「
心
中
天
網
嶋
し
「
嬰
生
隅
田
川
」
「
信
州
川
中
嶋
合
戦
」
の
四
篇
の
近
松
物
を
取

扱
つ
て
ゐ
る
の
も
有
意
葬
で
あ
っ
て
、
こ
の
菜
書
の
功
談
は
「
や
ま
と
文
範
L

に
劣
ら
ぬ
も
の
が
あ
る
。

証
松
著
作
全
書
」
は
書
名
か
ら
云
つ
て
、
大
規
模
な
計
甕
の
出
版
物
で
あ
っ
た
ら
し
く
思
は
る
4

か
、
後

に
記
す
如
く
第
二
巻
迄
出
し
て
已
ん
た
。
四
六
版
、
恨
綴
ぢ
、
第
一
巻
は
卵
黄
色
、
第
二
巻
は
暗
絲
色
の
表

1
0
 



五． 
． 
ー~

ノ‘

一
五
•
-
.
―1ハ

一
五
．

9

-

・
九
ー
一
六

同 同

（
九
）

（
八
）

ひ
ら
か
な
盛
衰
記
（
上
下
）

伊
賀
越
乗
掛
合
猜
（
上
下
）

時
代
批
話
劇
種
本
（
七
）

越
て
明
治
十
五
年
に
は
左
の
謡
巻
が
出
て
ゐ
ろ
。

園
｝
と
は
、
各
巻
五
十
錢
の
謂
で
あ
ら
う
。

小
野
道
風
青
柳
硯
（
上
下
）

紙
で
あ
る
。
何
人
の
手
に
な
っ
た
も
の
で
あ
る
か
、
丸
善
で
こ
れ
を
刊
行
し
た
網
絆
が
ど
う
で
あ
る
か
は
、

筆
者
の
最
も
知
ら
ん
と
欲
す
る
虚
で
あ
る
が
、
奥
附
に
は
簡
輩
に
「
編
輯
兼
出
版
人
丸
屋
善
七
」
と
あ
る
の

み
で
、
全
く
明
か
で
な
い
。
（
丸
屋
善
七
失
踪
届
）
別
に
考
證
す
る
如
く
「
丸
屋
菩
ヒ
」
と
は
、
横
濱
の
丸
屋

善
八
、
大
阪
の
店
蔵
、
京
都
の
善
吉
等
と
共
に
、
架
空
の
店
名
で
あ
っ
て
、
さ
う
し
た
名
の
質
在
人
か
あ
っ

た
繹
で
は
な
い
か
ら
、
こ
の
仕
事
に
、
手
を
下
し
た
人
は
別
に
あ
る
筈
で
あ
る
。

こ
の
二
巻
の
奥
附
に
は
定

債
を
記
載
し
て
な
い
が
、
明
治
十
五
．
六
年
の
丸
普
書
店
の
書
籍
目
鋒
を
見
る
と
「
二
冊
一

OOL
と
あ
る
。

そ
れ
と
並
ん
で
記
載
さ
れ
て
ゐ
る

r
や
ま
と
文
範
」
の
「
三
冊
六
園
L

と
い
ふ
記
し
方
か
ら
見
て
、
「
二
冊
一



（
本
朝
三
國
誌
、
重
井
筒
、
短
山
姥
）

一
五
•
四
・
ニ
九

一
五
•
三
•1
0
 

一
五
•
三
•
一
三

一
五
•
四
•
四

一
五
•
四•
-
0

一
五
•
四
•1
0
 

一
五
•
四
•1
0
 

時
代
批
話
劇
種
本

(
1
0
)

や
ま
と
文
範
第
二
集

（
一
三
）

近
松
著
作
全
書
第
二
巻

同

（
一
五
）

同

（
一
四
）

同

（
一
四
）

時
代
批
話
劇
種
本

近
江
源
氏
先
陣
館

鎌
倉
三
代
記

一
谷
蠍
軍
記

祇
園
祭
證
信
仰
記

道
中
双
六
）

（
奥
州
安
器
原
、
首
原
偲
投
手
習
鑑
、

一
谷
漱
軍
記
、
本
朝
廿
四
孝
、
生
窮
朝
顔
話
、
伊
賀
越

近
頃
河
原
逹
引

一
五
•
-
•
一
六

一
五
•
―
こ
六

同 同

（

一

―

-

)

(

-

―

)

 

双
子
隅
田
川 伽

羅
先
代
萩
（
上
下
）



（
平
仮
名
盛
衰
記
、
北
條
時
頼
記
、
三
日
太
平
記
、
蝶
花
形
名
歌
嶋
台
、
奄
山
櫂
現
誓
助
銀
、

太
手
記
忠
臣
講
繹
）

一
五
．
―
ニ
・
―
―

斯
の
如
く
，

け
て
ゐ
る
）
。

こ
の
年
の
所
産
は
饗
く
前
年
よ
り
の
横
綾
事
業
で
あ
っ
て
、
新
し
い
計
甕
は
何
物
も
為
さ
れ

て
ゐ
な
い
つ
（
劇
種
本
は
そ
の
番
琥
一
四
、

こ
の
十
五
年
の
、
執
れ
も
四
月
廿
九
日
附
に
な
つ
て
ゐ
る
武
蔵
屋
本
の
「
心
中
璽
井
筒
」
「
本
朝
三
國
誌
」

「
娠
山
姥
」
の
三
巻
が
あ
る
。
こ
の
三
篇
の
再
版
以
下
の
刊
記
は
、
執
れ
も
こ
れ
を
夫
れ
ぞ
れ
の
初
版
と
し

一
五
•
-
i
•

一
六

一
五
・
九
・
ニ
六

一
五
・
九
•
四

一
五
•
五
・
ニ
四

や
ま
と
文
範
、
第
三
集

時
代
抵
話
劇
種
本

同 同

(

1

1

0

)

 

（
一
九
）

（
一
八
）

時
代
世
話
劇
種
本
・

一
六
、

妹
背
山
姉
女
庭
訓

彦
山
櫂
現
哲
助
鉱

俵
名
手
本
忠
臣
蔵
（
上
下
）

一
五
を
重
複
し
た
為
め
、

（
一
五
）

一
七
を
飛
ば
し
て
、

信
州
川
中
嶋
合
戦

一
八
に
綬



て
ゐ
る
の
で
あ
る
が
、

こ
れ
は
同
一
日
附
の
「
近
松
著
作
全
害
」
第
二
巻
の
差
本
を
、
後
日
に
な
つ
て
、
分

冊
改
装
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
新
に
版
行
さ
れ
た
も
の
で
も
た
く
、
こ
の
日
附
に
上
市
さ
れ
た
も
の
で
も
た

こ
の
三
巻
の
装
禎
は
、
向
イ
鳳
凰
丸
紋
散
ら
し
の
武
蔵
屋
本
仕
立
に
な
っ
て
ゐ
る
が
、
題
策
は
貼
附
け
ら

が
見
ゆ
る
。
武
蔵
屋
本
版
歴
の
中
に
こ
の
二
篇
の
合
巻
は
見
賞
ら
ぬ
か
ら
、
そ
う
し
た
組
合
せ
の
版
を
準
備

中
に
何
等
か
の
都
合
で
中
止
さ
れ
、
た
め
に
生
じ
た
不
用
の
表
紙
が
、
こ
の
三
巻
の
改
装
に
流
用
さ
れ
た
も

の
と
見
る
べ
き
で
あ
る
。
7

十
二
段
」
の
初
版
が
輩
本
で
出
た
の
は
、
廿
二
年
十
一
月
で
あ
っ
て
、
「
鎗
櫂
三
重

帷
子
」
の
方
は
、
4

ス
つ
と
遅
れ
て
、
そ
の
祠
版
（
「
壽
門
松
と
合
巻
）
は
廿
四
年
十
月
に
出
て
ゐ
る
か
ら
、

翠
る
に
こ
の
二
篇
合
巻
の
計
轡
＇
、
「
鎗
横
三
」
の
校
訂
に
疑
義
を
生
じ
た
か
何
か
で
、

こ
れ
を
後
廻
し
に

し
て
、
取
り
敢
へ
中
ー
十
二
段

l

を
単
行
し
た
と
い
ふ
の
が
．
そ
の
経
緯
で
あ
ら
う
。
郎
、

こ
の
不
用
表
紙

が
出
来
た
の
は
、
「
十
二
段
」
初
版
の
廿
二
年
十
一
月
の
直
前
で
あ
り
、
そ
れ
が
流
用
さ
れ
て
、
改
装
本
が
作

れ
て
ゐ
て
．
張
紙
の
下
を
透
か
す
と
「
鎗
櫂
三
重
帷
子
」

「
+
＝
一
段
」
の
文
字
か
二
行
に
記
さ
れ
て
ゐ
る
の

い。

一
四



と
あ
る
か
ら
｀

こ
の
改
装
本
が
出
来
た
の
は
、
廿
二
年
十
二
月
初
め
頃
で
あ
っ
た
の
で
あ
ら
う
。

こ
の
三
巻
の
改
装
本
に
も
前
後
二
版
あ
る
や
う
で
あ
る
。
そ
の
一
種
は
奥
付
が
「
編
輯
兼
出
版
人
、
東
京

府
手
民
、
丸
屋
苦
七
、
日
本
橋
通
三
丁
目
十
四
番
地
」
と
、
極
め
て
簡
箪
で
、
そ
れ
は
「
著
作
全
書
」
の
奥
付

晶

知

誓

翡

全

一

冊

麟

讐

麟

0
本
朝
三
國
誌

定
債
七
錢

全

一

冊

郵

税

二

錢

定
憤
七
錢

郵
税
二
錢

0
娠

山

姥

全

一

冊

近
松
著
作
全
書
第
二
巻
分
本

付
に
は
、

ら
れ
た
の
は
、
そ
の
直
後
で
あ
ら
う
と
恩
は
る
＼
。
更
に
、
そ
の

Ir二
年
十
一
月
の
「
十
二
段
」
の
後
付
に

は
「
近
松
著
作
全
害
」
第
一
、
二
巻
の
廣
告
が
出
て
居
り
、
翌
月
の
十
二
月
十
三
日
付
「
日
本
振
柚
始
j

後

十
五
年
五
月
猿
兌

十
五
年
五
月
獲
兌

十
五
年
五
月
装
兌

一
五



'ヽ

の
記
載
と
全
く
同
種
の
も
の
で
あ
る
が
、
他
の
一
種
は
．
編
輯
兼
出
版
人
丸
屋
普
七
の
次
に

7

賣
捌
所
、
叢

喜
、
帥
田
匿
宮
本
町
五
番
地
」
と
附
加
さ
れ
、
及
び
出
版
日
付
の
下
に
「
定
憤
七
錢
L

と
前
版
に
無
い
記

載
が
あ
る
。
「
著
作
全
書
」
と
同
じ
鶴
裁
の
奥
付
版
が
こ
の
時
出
た
も
の
で
あ
っ
て
、
叢
害
閣
の
名
が
あ
る
分

は
後
に
出
た
も
の
で
あ
ら
う
。
（
前
版
の
奥
付
に
は
「
著
作
全
書
」
の
分
と
同
じ
二
重
の
枠
が
取
っ
て
あ
る
が
、

後
版
に
は
そ
れ
が
無
い
）
唯
、
三
巻
の
う
ち
「
銅
山
姥
」
の
一
巻
は
、
原
版
の
奥
付
か
、
本
文
最
終
頁
の
裏

面
に
刷
ら
れ
て
ゐ
る
の
で
，
原
奥
付
が
そ
の
ま
4

改
装
本
の
奥
付
と
な
っ
て
ゐ
る
の
で
、
前
後
版
が
あ
っ
て

も
見
分
け
が
つ
か
ぬ
繹
で
あ
る
。
表
紙
の
貼
付
題
策
に
は
一
一
版
共
に
題
名
の
下
に
「
近
松
門
左
術
門
作
」
と

並
べ
て
「
武
蔵
屋
蔵
版
」
と
あ
る
の
で
、
奥
付
の
「
出
版
人
丸
屋
菩
七
」
、
及
び
後
版
に
あ
る
「
賣
捌
所
叢
書

閣
」
と
あ
る
の
と
矛
盾
し
て
、
改
装
本
で
あ
る
痕
跡
を
逍
し
て
ゐ
る
。
「
三
國
誌
」
と
「
重
井
筒
」
と
の
奥
付
は

新
に
作
っ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
表
紙
を
同
様
に
「
武
蔵
屋
蔵
版
」
と
す
る
こ
と
は
自
由
で
あ
っ
た
筈
で
あ

る
が
、
唯
原
版
の
奥
付
を
そ
の
ま
4

用
ひ
ね
ば
な
ら
ぬ
「
錮
山
姥
」
が
あ
っ
た
の
で
、
他
の
二
巻
も
こ
れ
に

倣
は
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
ら
う
。
改
装
本
の
表
紙
は
前
後
二
版
と
も
上
記
の
「
鎗
柚
三
重
帷
子
、
十

一
六



i 

二
段
」
の
流
用
で
あ
り
、
貼
付
さ
れ
た
題
袋
も
同
筆
同
版
で
あ
る
と
見
ゆ
る
。

や
ま
と
文
範

の
1

一
本
が
出
て
ゐ
る
の
み
で
あ
る
。
「
や
ま
と
文
範
」
は
前
出
の
三
巻
が
、
各
巻
数
篇
を
載
す
る
叢
書
の
形
で

あ
る
の
に
、
追
刊
の
こ
の
二
巻
は
各
巻
一
篇
づ
4

の
薄
い
も
の
と
な
り
、
装
禎
も
前
三
巻
が
ク
ロ
ー
ス
表
紙

で
あ
る
の
に
後
の
二
巻
は
紙
表
紙
の
粗
末
な
も
の
に
菱
つ
て
ゐ
る
。

浮
瑠
璃
本
酬
刻
史
は
、

逍
し
、
裁
然
と
そ
の
第
一
期
を
匝
劃
し
て
ゐ
る
。
活
版
と
い
ふ
新
来
の
利
器
に
よ
っ
て
、
こ
の
古
典
の
一
部

門
を
讀
害
界
に
復
活
、
普
及
せ
し
め
や
う
と
し
た
企
霊
は
敷
書
の
綾
出
に
よ
つ
て
、
春
水
到
り
、
百
花
開
く

の
観
が
あ
っ
た
が
、
賓
は
時
代
に
先
行
す
る
に
過
ぎ
て
、
嘗
時
の
讀
書
人
は
未
だ
之
を
挿
取
す
る
力
を
持
つ

て
居
な
か
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
明
治
二
十
二
年
十
二
月
十
五
日
登
行
の
「
貴
女
の
友
」
に
、

一
六
•
五
・
ニ
五

二
ハ
・
ー
ニ
・
ニ
七

同

明
治
十
六
年
に
入
る
と
、
僅
に

伽
羅
先
代
萩

壇
浦
兜
軍
記

一
七

こ
4

に
至
っ
て
ば
っ
た
り
と
中
断
し
て
、
そ
の
あ
と
に
五
年
に
亘
る
空
白
の
頁
を



だ
他
に
も
無
い
と
は
云
へ
た
い
。

っ
た
。
所
謂
武
蔵
屋
本
の
刊
行
は
こ
の
時
に
始
ま
る
の
で
あ
る
。

せ
り
。

第

二

期

巽
に
丸
善
近
松
著
作
全
害
と
題
し
、
同
氏
（
近
松
）
の
著
作
に
係
る
院
本
を
酬
刻
し
、
逐
次
之
を
装
行
せ

ん
と
計
饗
せ
ら
れ
た
り
し
も
、
時
期
未
だ
到
ら
ざ
り
し
を
以
て
、
僅
に
六
種
を
上
梓
せ
し
の
み
に
て
中
止

と
あ
る
。
こ
れ
は
後
に
記
さ
ん
と
す
る
武
蔵
屋
本
創
刊
の
際
の
紹
介
文
の
一
節
で
あ
る
が
、
時
勢
は
正
し
く

そ
の
通
り
で
あ
っ
た
。

（
武
蔵
屋
本
時
代
）

久
し
い
中
断
期
間
の
あ
と
、
院
本
醜
刻
の
第
二
期
の
幕
は
、
「
天
智
天
皇
」
ニ
―
―
-
•

I
O
・
1
)、
「
＋
二
段
，
一

（
ニ
ニ
・
―
-
•
九
）
コ
目
本
振
袖
始
」
（
ニ
ニ
・
―
ニ
・
一
三
）
を
以
て
、
武
蔵
屋
本
に
よ
つ
て
明
け
ら
る

4

に
至

細
か
い
こ
と
を
云
へ
ば
、
武
蔵
屋
本
に
先
立
つ
て
、
左
記
の
二
本
が
出
て
ゐ
る
。
斯
う
し
た
も
の
は
、
ま

一
八



/ "ii 

二
―
·
―
二
•
1
0
 

ニ
ニ
・
一
・
一
八

米
倉
末
吉
校
、
巖
々
堂
装
行

我
自
刊
我
書
屋
褻
行

一
九

前
者
は
三
五
版
位
の
ボ
ー
ル
紙
表
紙
の
小
本
で
、
こ
の
院
本
の
上
の
巻
の
み
を
載
せ
、
巻
末
に
中
、
下
巻

綾
刊
の
豫
告
が
あ
る
が
、
寅
現
し
た
か
否
か
不
明
。
後
者
は
前
に
記
し
た
我
自
刊
我
書
の
改
版
で
あ
る
。

こ
の
時
代
は
、
之
を
武
蔵
屋
本
に
就
て
云
へ
ば
、
廿
二
年
の
上
記
の
三
本
に
綾
い
て
、
廿
三
年
か
ら
廿
五

年
に
至
る
三
年
間
に
、

こ
の
叢
書
の
大
部
分
に
嘗
る
三
十
敷
巻
．
四
十
敷
篇
の
初
版
が
綾
刊
さ
れ
、
各
篇
が

盛
に
重
版
さ
れ
、
質
際
は
一
編
の
み
で
夭
折
し
た
が
別
働
脈
と
し
て
「
新
編
や
ま
と
文
範
L

の
大
規
模
な
計

饗
が
立
て
ら
る
4

等
、
華
や
か
な
活
躍
を
し
た
全
盛
期
を
為
し
、
以
下
衰
兆
を
示
し
て
，
廿
六
、
七
年
に
は

初
版
も
の
僅
に
一
巻
づ
＼
廿
八
年
に
は
二
巻
、
三
篇
、
廿
九
年
一
月
「
天
鼓
、
吉
岡
染
L

の
合
巻
一
巻
を
名

残
と
し
て
姿
を
消
し
て
ゐ
る
。

こ
の
第
二
期
は
武
蔵
屋
本
の
獨
撞
場
と
い
ふ
べ
き
で
、
前
期
の
「
や
ま
と
文
範
L
「
時
代
世
話
劇
種
本
L

と

云
ふ
如
き
重
味
の
あ
る
本
は
出
て
ゐ
た
い
か
ら
、
武
蔵
屋
本
の
盛
衰
が
郁
ち
第
二
期
の
全
部
で
あ
る
と
し
て

呻

臀

芯

い

反

魂

香

戯

曲

近

松

集

I 

;I 



慶
へ
た
い
。
唯
こ
の
時
代
の
著
し
い
特
色
と
し
て
注
目
を
惹
く
の
は
、
武
蔵
屋
本
模
倣
の
績
出
で
あ
っ

て
、
武
蔵
屋
本
の
隆
盛
を
取
り
ま
く
應
援
隊
の
や
う
た
賑
か
さ
を
見
せ
て
ゐ
る
。
模
倣
本
は
執
れ
も
武
蔵
屋

本
と
同
じ
ゃ
う
に
、
四
六
版
、
恨
綴
ぢ
、
三
五
十
頁
を
以
て
一
巻
と
す
る
小
冊
子
型
で
あ
っ
て
、
装
禎
は
岡

案
の
意
匠
こ
そ
異
な
れ
、
感
じ
に
於
て
見
ま
が
ふ
ば
か
り
似
せ
て
ゐ
る
も
の
が
多
く
、
中
に
は
向
イ
鳳
凰
丸

散
ら
し
の
、
武
蔵
屋
本
に
終
語
一
貫
し
た
表
紙
を
、
そ
つ
く
り
買
似
し
た
も
の
す
ら
あ
る
。
し
か
し
乍
ら
一

生
懸
命
箕
似
す
る
こ
と
に
努
め
て
も
、
模
倣
者
は
終
に
模
倣
者
で
あ
っ
て
、
何
虚
と
は
な
し
に
、
品
格
に
於

て
将
似
し
切
れ
な
い
何
物
か
ゞ
あ
る
こ
と
は
嘗
然
で
あ
る
。
武
蔵
屋
本
は
、
灌
洒
た
る
装
禎
の
上
の
み
か
ら

云
つ
て
も
、
愛
撫
す
る
に
足
る
美
本
で
あ
る
。

模
倣
本
の
一
般
を
學
げ
て
見
る
と
、
次
の
や
う
な
も
の
で
あ
る
。

文
學
資
料
（
三
々
文
房
版
）

天
狗
百
集
と
題
す
。
綾
刊
の
有
無
不
明
で
あ
る
が
、

温
故
堂
版

「
天
智
天
皇
L

二
三
•
1
0
 

一
巻
切
り
か
。

二

0



新
刊
天
狗
百
集
と
題
す
。

鐘
美
堂
版

我
自
刊
我
書
後
版
の
残
本
を
分
冊
改
装
し
た
も
の
。

薫
志
堂
版

-
（
五
）
葬
経
新
高
館
」
（
二
四
・
九
）

文
學
材
料

「
（
六
）
繹
迦
如
来
誕
生
會
」
（
二
四
•
四
）

「
（
一
）
天
鼓
」
（
二
四
・
ニ
）

（
二
四
•
三
）

ぶ
末
好
法
師
物
見
車
」

（
以
上
二
四
•
四
)

「
（
四
）
酒
呑
童
子
枕
言
葉
」
（
二
四
•
六
）

7

（
三
）
平
家
女
護
嶋L（
二
四
•
三
）

「
碁
盤
太
平
記
L

「
艶
容
女
舞
衣
L

（
二
四
．
―
ニ
・
一
六
）
以
下
、

曇

「
（
五
）
杷
狩
剣
本
地
L
（
二
四
•
四
）

「
（
八
）
学
常
盤
」
（
二
五
•
七
）

（
文
學
書
院
、
第
四
巻
よ
り
晩
鎮
閣
版
）

「
(
-
）
女
殺
油
地
獄
」
（
二
四
•
三
）
（
こ
の
巻
の
み
「
文
皐
叢
書

L

と
題
す
）

「
（
三
）
嵯
峨
天
皇
甘
露
雨
L
（
二
四
•
五
）

「
鎗
櫂
三
重
帷
子
」

「
（
二
）
相
模
入
道
千
疋
犬
」

十
八
巻
の
書
目
あ
り
。
多
分
そ
れ
丈
は
畠
た
も
の
た
る
べ



名
作
三
十
六
佳
撰
（
金
櫻
堂
版
）

＇ 

く
、
百
集
の
名
か
ら
見
て
、
も
つ
と
大
規
模
な
計
饗
が
あ
っ
た
も
の
で
は
な
い
か
と
思
は
る
4

が
、
績

中
村
芳
松
版

「
天
網
嶋
」
（
二
五
・
ニ
）

大
阪
の
出
版
物
で
あ
っ
て
、
綾
刊
の
有
無
不
明
。
表
紙
の
向
イ
鳳
凰
丸
迄
も
刻
明
に
武
蔵
屋
本
を
模
し

た
の
は
こ
の
版
で
あ
る
。
唯
武
蔵
屋
本
は
題
筏
が
正
し
い
長
方
形
で
あ
る
の
が
、
こ
の
版
は
上
下
に
上

向
き
に
併
行
し
た
丸
味
を
持
た
せ
、
上
部
に
釘
穴
を
見
す
る
小
さ
い
丸
を
描
き
、
右
と
下
の
緑
に
厚
味

を
見
せ
て
聯
の
形
に
な
っ
て
ゐ
る
丈
が
異
つ
て
ゐ
る
。

明
活
廿
三
年
か
ら
廿
六
年
に
か
け
て
、
三
十
六
翁
三
十
七
篇
を
出
し
、
引
績
き
浮
瑠
璃
全
書
と
題
し

て
、
廿
六
年
か
ら
七
年
頃
、
三
巻
、
三
篇
を
追
加
し
て
、
三
十
九
巻
、
四
十
篇
と
な
っ
て
ゐ
る
。
後
、

明
浩
四
十
三
年
頃
、
大
阪
中
川
玉
成
堂
か
ら
．
「
浮
瑠
璃
丸
本
全
書
」
と
改
題
し
て
、
内
容
は
そ
つ
く
り

刊
の
有
無
不
明
。

「
源
氏
烏
帽
子
折
」
（
二
五
•
四
）「壽
の
門
松
」
（
二
五
•
五
）



其
儘
で
、
非
常
に
俗
悪
な
表
紙
を
持
っ
た
叢
書
と
な
つ
て
出
て
ゐ
る
も
の
が
あ
る
。

斯
う
し
た
模
倣
本
中
に
は
。
模
倣
者
流
の
常
と
は
云
へ
特
に
イ
ン
チ
キ
さ
加
減
の
甚
し
い
も
の
が
あ
る
。

温
故
堂
の
「
天
智
天
皇
」
と
、
鐘
美
堂
の
「
烏
帽
子
折
」
と
、
中
村
芳
松
の
「
天
の
網
嶋
」
「
烏
帽
子
折
」
と

は
そ
つ
く
り
武
蔵
屋
本
の
そ
れ
ぞ
れ
の
巻
を
、
其
儘
印
刷
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
頁
付
か
ら
｀
各
頁
の
配
字
、

句
貼
、
漢
字
と
俵
名
の
使
ひ
方
等
寸
分
の
差
も
た
い
、
薫
志
堂
の
三
本
は
，
髄
裁
か
ら
云
つ
て
武
蔵
屋
模
倣

本
に
敷
へ
た
が
、
内
容
は
我
自
刊
我
書
屋
の
「
戯
曲
近
訟
集
」
（
二
十
二
年
一
月
改
版
の
四
六
版
）
を
同
様
に

共
儘
底
本
に
し
た
も
の
で
．
特
に
滑
稽
た
こ
と
に
は
、
我
自
刊
我
本
は
三
篇
一
巻
で
、
逝
し
頁
が
付
い
て
ゐ

る
の
を
、
薫
志
堂
本
は
三
巻
に
分
け
乍
ら
、
そ
の
ま
4

印
刷
し
た
の
で
、
後
の
二
巻
は
途
中
か
ら
の
半
端
な

頁
が
付
け
ら
れ
て
ゐ
る
。
イ
ン
チ
キ
も
こ
と
迄
徹
底
す
れ
ば
寧
ろ
愛
嬌
が
あ
る
。
試
に
武
蔵
屋
本
の
方
が
後

に
出
て
ゐ
る
「
油
地
獄
」
を
文
學
材
料
本
に
、
r
天
鼓
L

を
文
學
資
料
本
に
比
べ
て
見
る
と
，
そ
れ
を
種
本
に

用
ひ
な
か
っ
た
證
撮
も
な
い
が
、
流
石
に
そ
の
ま
上
印
刷
す
る
や
う
な
無
恥
な
真
似
は
し
て
ゐ
た
い
。

中
村
芳
松
版
三
本
の
う
ち
、
「
壽
の
門
松
」
は
、
こ
れ
も
前
年
に
出
た
武
蔵
屋
本
の
そ
の
篇
が
あ
る
に
拘
ら



べ
き
功
努
が
な
い
と
し
な
い
。

す
、
用
字
、
配
字
が
全
く
異
つ
て
ゐ
る
。
前
二
本
は
武
蔵
屋
本
を
そ
の
ま
4

印
刷
し
、
表
紙
の
意
匠
迄
剰

窯
し
た
手
法
か
ら
云
つ
て
．

こ
の
巻
に
限
つ
て
古
刻
の
原
板
か
ら
酬
刻
す
る
や
う
な
良
心
的
な
態
度
が
あ

る
繹
が
無
い
の
に
、
序
に
目
の
前
に
あ
る
武
蔵
屋
本
を
種
本
に
し
な
か
っ
た
の
は
何
故
で
あ
ら
う
か
。
何

れ
は
手
近
に
底
本
が
あ
る
の
で
あ
ら
う
が
、
筆
者
の
知
る
限
り
で
は
、
武
蔵
屋
本
以
外
に
こ
の
版
の
前

に
こ
の
篇
が
酬
刻
さ
れ
た
も
の
は
無
い
筈
で
あ
る
。
中
村
版
の
種
本
が
何
で
あ
る
か
な
ど
は
ど
う
で
も
い

4

こ
と
で
あ
る
が
、
何
等
か
の
見
お
と
し
た
酬
刻
院
本
が
あ
る
の
で
は
無
い
か
と
い
ふ
意
味
で
、
柳
か
氣

に
な
る
の
で
あ
る
。

斯
う
し
た
模
倣
者
の
間
に
在
つ
て
、
文
學
資
料
本
と
文
學
材
料
本
と
が
、
武
蔵
屋
本
其
他
の
前
出
本
と
、

及
び
相
互
間
の
重
複
を
避
け
て
、
新
し
い
資
料
を
提
供
し
て
ゐ
る
の
は
敬
意
を
表
す
べ
き
で
あ
る
。
「
三
十

六
佳
撰
」
の
篇
目
は
、
や
ま
と
文
範
（
十
四
篇
）
、
時
代
世
話
劇
種
本
（
＋
篇
）
新
編
大
和
文
範
（
二
篇
）
等

の
前
出
本
が
あ
っ
て
、
新
に
寄
典
す
る
虞
は
、
十
三
篇
の
み
で
あ
る
如
く
で
あ
る
が
、
そ
れ
だ
け
で
も
稲
す

ニ
四



第
一
―
―
期

（
帝
國
文
庫
痰
刊
）

明
治
廿
六
年
．
博
文
館
の
帝
國
文
庫
が
創
刊
さ
れ
た
。
こ
の
叢
害
の
正
編
五
十
巻
（
明
治
二
六
ー
三

0
)
、

綾
編
五
十
巻
（
明
治
三
ニ
ー
三
六
）
、
合
計
一
百
怨
は
、
徳
川
期
文
藝
の
全
領
域
に
亘
っ
た
厖
然
た
る
集
大
成

で
あ
っ
て
、
そ
の
規
模
の
雄
大
な
る
、
絢
爛
目
を
奪
ふ
も
の
が
あ
る
。
徳
川
文
藝
復
興
の
波
に
乗
っ
た
か
ら

斯
の
如
き
大
事
業
は
完
成
さ
れ
た
の
で
は
あ
る
が
、
同
時
に
斯
の
叢
書
の
出
現
が
、

た
の
で
も
あ
っ
た
。

帝
文
、
綾
帝
文
中
に
あ
る
浮
瑠
璃
集
は
、
左
記
の
十
一
巻
、
百
八
十
一
篇
で
あ
る
。

忠
臣
蔵
浮
瑠
瑚
集

近
松
時
代
洋
瑠
璃
集

浮
瑠
璃
名
作
集

近
松
泄
話
浮
瑠
璃
集

（
正
三
八
）

（
正
四
二
）

（
正
四
七
）

（
正
五

0
)

二
0

一
三
篇

―
-
•
六
•
四

0
•
l
-
•
六

二
九
・
ニ
・
七

二
九
•
八
・
ニ0

二
五

―
つ
の
時
代
を
創
造
し



紀
海
昔
浮
瑠
璃
集

竹
田
出
雲
浮
瑠
璃
集

江
戸
作
者
浮
瑠
璃
集

綾
近
松
浮
瑠
璃
集

近
松
半
二
浮
瑠
璃
集

並
木
宗
輔
浮
瑠
璃
集

文
耕
堂
浮
瑠
璃
集

の
は
一
奇
で
あ
る
。

（
綾
―
二
）

（
綾
一
三
）

（
綾
一
四
）

（
綾
二
七
）

院
本
酬
刻
の
第
三
期
は
、
帝
文
中
の
最
初
の
浮
瑠
璃
集
「
忠
臣
蔵
浮
瑠
璃
集
」
が
出
た
明
治
廿
九
年
に
始
ま

る
も
の
と
す
べ
き
で
あ
る
。
第
二
期
の
主
人
公
武
蔵
屋
本
が
、

新
時
代
の
主
人
公
が
登
場
し
て
ゐ
る
の
は
，
時
勢
と
し
て
は
偶
然
で
は
な
い
が
、
斯
＜
的
確
に
界
を
接
し
た

こ
の
時
武
蔵
屋
本
は
「
賣
れ
る
こ
と
は
賣
れ
た
が
、
費
用
も
か
4

っ
た
の
で
、
結
局
は
損
失
に
畢
っ
た
」

（
綾
一
九
）

一
四

一
四

一
四 三

三
二
•
一
•
1
0
 

三
ニ
・
ニ
・
ニ

0

三
二
•
四
・
ニ
五

弓
ニ
・
ニ
・
ニ
八

三
三
．
―
-
•
-
四

こ
の
年
の
一
月
に
退
場
し
て
、
そ
の
二
月
に

（
綾
九
）

―
-
•
八
・
ニ
八

（
綾

六）

一
四
篇

―
-
•
六
•
-
―

1
0

二
六



と
、
内
田
魯
庵
氏
が
云
つ
て
る
や
う
に
、
も
と
／
＼
豊
富
な
資
力
と
、
周
到
な
用
意
と
を
以
て
為
さ
れ
た
仕

事
で
な
か
っ
た
の
で
．
力
既
に
盛
き
て
、
さ
な
き
だ
に
衰
亡
の
運
命
に
臨
ん
で
ゐ
た
の
で
あ
る
が
、
帝
文
の

出
現
が
、
そ
の
顔
勢
に
拍
車
を
か
け
、
或
は
、
挽
同
、
再
起
の
機
會
を
奪
つ
て
、
結
局
は
と
ゞ
め
を
刺
し
た

の
で
あ
っ
た
。
斯
く
武
蔵
屋
の
事
業
は
晩
年
振
は
中
し
て
、
末
路
憐
む
べ
き
も
の
が
あ
る
が
、
大
局
か
ら
見

れ
ば
、
彼
に
典
へ
ら
れ
た
使
命
は
、
帝
國
文
庫
が
新
時
代
に
君
臨
す
る
迄
の
ー
基
礎
工
事
を
す
れ
ば
足
り
た

の
で
あ
っ
て
、

初

版

害

目

こ
の
意
味
に
於
て
、
彼
は
立
派
に
そ
の
任
務
を
果
し
た
の
で
あ
っ
た
。

武
蔵
屋
本
書
目

二
七

院
本
活
字
化
の
歴
史
は
、
更
に
綾
い
て
、
次
第
に
學
問
的
な
特
色
を
持
つ
敷
期
の
時
代
を
敷
へ
得
る
の
で

あ
る
が
，
今
は
そ
れ
に
瞬
れ
た
い
。
筆
者
の
語
ら
ん
と
欲
す
る
臨
は
、
今
は
忘
れ
ら
れ
ん
と
し
て
ゐ
る
武
蔵

は

や

し

だ

み

ぢ

屋
本
と
、
こ
の
意
義
あ
る
仕
事
を
為
し
た
先
覺
者
早
矢
仕
民
治
に
就
て
ゞ
あ
る
。



武
蔵
屋
本
刊
行
の
道
程
に
は
、
例
へ
ば
、
箪
本
が
重
版
の
際
合
巻
と
な
り
、
後
再
び
輩
本
と
な
っ
て
ゐ
る

如
き
．
合
巻
の
組
合
せ
が
数
次
愛
つ
て
ゐ
る
如
き
、
そ
の
他
不
規
則
な
菱
蓬
が
あ
っ
て
、
直
線
的
に
書
目
の

全
貌
を
描
く
こ
と
は
出
来
な
い
。
今
日
に
於
て
、
重
版
の
全
部
に
目
を
通
す
こ
と
は
望
め
な
い
こ
と
で
あ
っ

て
、
現
本
を
見
ら
れ
な
い
も
の
は
、
諸
巻
の
後
付
に
あ
る
書
目
に
よ
っ
て
補
ふ
外
は
な
い
が
、
そ
の
目
録
が

頗
る
正
鵠
を
鋏
く
記
述
を
含
ん
で
ゐ
る
の
で
、
寅
在
す
る
や
否
が
明
か
で
な
い
組
合
せ
の
合
巻
目
、
又
は
箪

本
目
が
懃
く
な
い
。
目
録
に
も
現
は
れ
た
い
全
く
筆
者
が
知
ら
ぬ
巻
目
が
存
在
す
る
こ
と
も
亦
無
い
と
は
云

へ
な
い
。
薮
に
は
先
づ
各
篇
の
初
版
を
拾
つ
て
、
直
系
的
な
害
目
を
睾
げ
て
見
る
。

十
四
年
の
三
本
は
、
前
に
記
し
た
や
う
に
、
在
否
を
疑
は
る
4

問
題
の
版
で
あ
る
と
同
時
に
、
あ
b
と
し

て
も
、
そ
れ
は
丸
善
の
出
版
で
あ
り
、
十
五
年
の
三
本
は
、
「
近
松
著
作
全
書
」
の
改
装
に
過
ぎ
す
し
て
、

加
之
、
改
装
本
が
上
市
さ
れ
た
の
は
明
治
廿
二
年
末
と
推
定
さ
る
4
時
期
で
あ
つ
て
、
そ
の
刊
記
に
示
す

日
付
で
は
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、

こ
の
六
巻
を
書
目
の
胃
頭
に
措
く
こ
と
は
妥
常
で
た
い
。
し
か
し
乍
ら
、

叢
書
閣
は
も
と
／
＼
丸
普
か
ら
派
生
し
た
分
身
で
あ
る
こ
と
、
後
年
の
武
蔵
屋
本
が
、
そ
れ
等
の
版
歴
を

ニ
八



日

本

振

袖

始

＋ 

段

天

智

天

皇

ニ
ニ
•
1
0
•
一

ニ
ニ
・
―
-
•
九

ニ
ニ
・
―
ニ
・
一
三

錮

山

姥

一
五
•
四
・
ニ
九

心

中

重

井

筒

一
五
•
四
・
ニ
九

懸

八

卦

柱

暦

本

朝

三

國

誌

百

日

曾

我

る
。

踏
襲
す
る
形
式
を
執
つ
て
ゐ
る
の
を
無
脱
す
る
こ
と
が
出
来
ぬ
こ
と
な
ど
の
理
由
に
よ
つ
て
、
萩
に
は
恨

り
に
目
録
に
加
へ
て
、
狭
錐
に
於
け
る
各
篇
の
初
版
に
相
嘗
す
る
再
版
の
日
付
を
併
記
す
る
こ
と
に
．
す

傾

城

反

魂

香

一
四
•
四
・
一
四

一
四
•

1
 O• 

―四

一
四
·
―
-
•
1
0
 

一
五
•
四
・
ニ
九

（同 （同 （同 （同 （同

ニ
―
―
-
•
1
 O• 

―一）

（
再
版
二
四
•
四
•
一
四
）

二
三
・
ニ
•
四
）

二
三
•
三
・
一
四
）

二
三
•
五
•
三0
)

二
三
•

1
 O• 

―
一
）

二
九



曾

我

會

稽

山

曾

根

崎

心

中

心
中
二
枚
稽
双
紙

博
多
小
女
郎
浪
枕

（
 

心

中

天

網

嶋

冨
源
氏
烏
帽
子
折

r-、
心双

中生

宵隅

庚田

申Jll

國

性

爺

合

戦

最
明
寺
殿
百
人
上
藤

（

今

宮

心

中

----、
伊蝉

逹

染

手

網丸

吉

野

都

女

楠

闘

八

州

繋

馬

出

泄

景

清

ニ
四
•
l
l
-
•
じ

ニ
四
•
二
•
九

二
三
・
三
・
ニ
七

二
三
•
四
•
五

二
三
•
1
0
•四

二
三
・
―

-
・
-
0

ニ
四
•
一
・
ニ
〇

ニ
四
•
三
・
ニ
五

ニ
四
•
五
•
一
―

ニ
―
―
-
•
八
•
こ
八

同 近
松
叢
書

第
二
冊

第
一
冊

。



雲
女
五
枚
蒻
子
板

堀

川

波

の

鼓

心

中

萬

年

草

（

世

織

曾

我

夕
霧
阿
波
鳴
渡

（

冥

途

の

飛

脚

（
鎗
櫂
三
重
帷
子

壽

の

門

松

心
中
匁
は
氷
の
朔
日

后
十
年
忌
歌
念
佛

生

玉

心

中

妥

殺

油

地

獄

（

卯

月

の

紅

葉

薩

摩

歌

長

町

女

腹

切

ご
淀
鯉
出
世
瀧
徳

天

神

記

傾

城

酒

呑

窟

子

信
州
川
中
嶋
合
戦

二
五
•
-
―
-
•
九

二
五
•
四
•
一

二
五
•
六
•
八

同同同

第
十
一
冊

第
十
二
冊

第
十
三
冊

ニ
四
•
七
・

ニ
四
•
五
•
一
四

ニ
四
•
九
•
1
0
 

ニ
四
•
1
0
・ニ―

ニ
四
•
1
0
•三
一

ニ
四
・
―
一
・
ニ
九

二
五
・
一
・
一
八

二
五
•
一
・
ニ
九

同 同 同 同 同 同 同

第
十
冊

第
九
冊

第
八
冊

第
七
冊

第
六
冊

第
五
冊

戯
曲
叢
書
第
四
冊

第
三
冊



敷
は
こ
の
五
十
六
篇
を
以
て
盛
く
る
。

百
合
若
大
臣
野
守
鏡

（

卯

月

の

潤

色

（

麟

畔

二

輝

麟

一

心

五

戒

魂

國
性
爺
後
日
合
戦

善
光
寺
御
堂
供
養

唐
船
噺
今
國
性
爺

ご
右
大
勝
鎌
倉
賓
記

津

國

女

夫

池

天

鼓

（

傾

城

吉

岡

染

ニ
八
•
1
0
・
ニ
六

同 同

第
廿
二
冊

第
廿
一
冊

ニ
八
・
三
・
ニ

二
九
•
一
•
1
0
 

武
蔵
屋
本
中
の
近
松
物
は
、
初
版
で
敷
へ
て
以
上
の
三
十
八
巻
、
合
巻
組
合
せ
の
愛
遷
は
あ
っ
て
も
、
篇

「
曾
根
崎
．
二
枚
籟
双
紙
、
博
多
小
女
郎
」
の
一
巻
か
ら
、
「
近
松
叢
書
」
と
銘
打
つ
て
，
叢
害
番
琥
を
附
す

る
に
至
っ
た
の
は
、
こ
の
時
、
別
働
除
と
し
て
、
「
新
編
や
ま
と
文
範
L

を
綾
刊
し
、
近
松
以
外
の
作
品
を
集

同

第
二
十
冊

二
六
•
四
•
一
四

二
六
・
九
・
ニ
―

二
七
•
四
・
一
七

同同同

第
十
七
冊

第
十
八
冊

第
十
九
冊

二
五
•
七
•
一
九

二
五
・
―
-
•
四

同 戯
曲
叢
書

第
十
六
冊

第
十
四
冊



め
る
計
董
が
立
っ
た
の
で
、
そ
れ
と
併
行
す
る
意
味
で
、
武
蔵
屋
本
を
「
近
松
叢
書
」
と
し
た
の
で
あ
る
。

然
る
に
、
「
新
編
や
ま
と
文
範
」
は
、
志
が
大
き
か
っ
た
の
に
似
す
，
僅
に
一
巻
を
出
し
た
の
み
で
、
挫
折
し

た
の
で
、
近
松
以
外
は
再
び
武
蔵
屋
本
に
挿
む
よ
り
仕
方
が
無
く
な
り
、
そ
の
第
四
冊
目
の
「
堀
川
波
の
鼓
、

心
中
萬
年
草
、
世
横
曾
我
」
か
ら
、
番
琥
は
そ
の
ま
4

第
四
冊
を
襲
う
て
、
「
戯
曲
叢
書
」
と
改
題
し
て
、
最

後
に
至
っ
た
。
上
巻
に
叢
書
第
十
五
冊
が
脱
け
て
ゐ
る
の
は
、
紀
海
昔
の
「
八
百
屋
お
七
‘
三
世
二
河
白
道
」

の
一
巻
が
そ
こ
に
挿
ま
つ
て
ゐ
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
あ
と
に
も
「
井
筒
屋
源
六
懇
寒
晒
、
男
色
加
茂
侍
」

が
あ
る
が
、
こ
れ
は
誤
つ
て
「
今
國
性
爺
、
鎌
倉
賞
記
L

と
叢
書
第
廿
冊
の
番
琥
を
重
複
し
た
。
武
蔵
屋
本

重
版
の
全
部
を
知
る
こ
と
の
困
難
で
あ
る
こ
と
は
前
述
の
如
く
で
あ
る
。
絃
に
は
筆
者
の
寓
目
し
た
確
宜

な
る
も
の
と
、
後
版
の
刊
記
に
よ
り
確
賓
と
認
め
ら
る
さ
も
の
＼
み
を
學
げ
て
、
後
考
を
侯
つ
。

重

版

の
非
近
松
物
に
就
て
は
後
に
述
べ
る
。



初

版

疑
問
本

武
蔵
屋
本
に
は
、
誤
つ
て
他
の
巻
の
奥
付
を
付
せ
ら
れ
て
ゐ
る
も
の
が
多
く
、
稀
に
は
奥
付
を
峡
く
も
の

も
あ
る
。
こ
れ
等
は
多
く
版
歴
か
ら
除
か
れ
て
無
籟
本
と
な
つ
て
ゐ
る
の
で
、
稜
行
日
付
の
推
定
さ
る
4
も

一
次
版
、
二
次
版
と
名
づ
け
て
、
刊
記
に
明
記
せ
る
初
版
、

て
、
技
に
は
簡
箪
に
そ
の
害
目
を
學
げ
る
。

再
版
と
匝
分
す

る
。
同
版
に
甲
、
乙
等
が
あ
る
の
は
．
同
版
の
名
竺
一
度
以
上
版
行
し
た
も
の
が
あ
る
ら
し
く
、
装
禎
が
異

つ
て
ゐ
る
も
の
が
あ
る
の
で
あ
る
。
奥
付
誤
付
本
、
同
版
異
装
本
等
に
就
て
は
、
後
に
解
諒
す
る
こ
と
4

し

装
禎
の
「
地
」
は
表
紙
の
地
色
．
「
紋
」
は
向
イ
鳳
凰
丸
の
紋
様
、
「
字
」
は
題
策
の
文
字
、

i

答
」
は
そ
の
題

策
の
色
で
あ
る
。
特
に
記
さ
ぬ
も
の
は
、
紋
様
と
題
策
と
は
白
抜
、
題
字
は
黒
色
で
あ
る
。

合
巻
で
最
後
迄
組
合
せ
が
同
一
で
あ
る
場
合
は
、
合
巻
と
し
て
の
版
歴
を
掲
げ
、
中
途
で
組
合
せ
か
愛
遷

し
て
ゐ
る
も
の
は
、
篇
別
に
記
載
し
て
、
版
毎
に
相
手
方
の
篇
名
を
括
弧
し
て
示
す
。

傾

城

反

魂

香

一
四
•
四
•
一
四

の
は
、
そ
の
順
位
に
よ
り
、

四



再

版
初

版

懸

八

卦

柱

暦

疑
問
本

二
七
•
四
の
書
目
に
「
六
版
近
刊
」
と
あ
り
。

五

版

（
同
）
薄
黄
慕
（
字
）
甲
里
、
乙
赤

四

版
版

ニ
四
•
四
•
一
四

一
四
•

1
 O• 

―
四

二
三
・
ニ
•
四

二
三
•
五
•
五

ニ
四
•
三
•
一
七

二
五
•
四
・
ニ
三

一
四
・
―
-
•
1
0
 

二
三
•
三
•
一
四

（
地
）
薄
緑

（
同
）
薄
紫

（
地
）
灰
色

（
同
）
焦
茶

（
地
）
崩
黄
（
字
）
赤

再

版

初

版

百

日

曾

我
版

再

版

二
六
．
―
＿
・

（
同
）
同

疑
問
本

五



姫

山

姥

六 五 四

版
（
謳
山
姥
）

版
（
錮
山
姥
）

版
（
伊
逹
染
）

版
（
伊
逹
染
）

版
（
伊
逹
染
）

二
五
•
八
•
一
九

再
重

井

筒

二
三
•

1
 

O・ 
―― 

ニ
八
•
1
0
・ニ

0

（
同
）
崩
黄

（
同
）
同

（
同
）
同

ニ
四
・
ニ
・
？

二
五
・
ニ
・
ニ
四

（
同
）
肉
色

（
同
）
焦
茶

初

版

一
五
•
四
・
ニ
九

（
地
）
改
装
本
、
題
答
貼
付
、
梢
小
形

•-
ノ‘

版

二
五
．
―
こ
・
ニ
五

（
同
）
同

五

版

二
五
•
i
-
l
•
五

（
同
）
同

（
同
）
同

四

版

ニ
四
•
四
•
1
0
 

（
同
）
同

（
同
）
同

版

二
三
．
―
一
・
ニ
ー

（
地
）
薄
緑
（
字
）
赤

一六



初

版

天

智

天

皇

五

版

二
七
•
二
＿
・

四

版
版 版

（
重
井
筒
）

版
（
重
井
筒
）

本

朝

三

國

誌

一
五
•
四
・
ニ
九

二
三
•

1
 O• 

――
 

ニ
四
・
ニ
・
？

二
七
•
三
•
七

二
三
•
五
•
三0

ニ
四
•
三
•
一
三

二
五
•
四
•
一
九

ニ
ニ
•10• 

1
 

再

版
初

版

一
五
•
四
・
ニ
九

四
版
（
輩
）

再 初

版

（
同
）
卵
黄

（
同
）
同

（
同
）
混
黄

（
地
）
改
装
本

（
同
）
崩
黄

（
同
）
同
、
（
策
）
黒
（
字
）
白

（
地
）
混
黄 （

地
）
改
装
本

（
同
）
焦
茶

一七



＋ 
初

版

ニ
ニ
•
-
l
-
•

日

本

振

袖

始

五

版

ニ
四
•
六
・
ニ
五

四

版
版

二
三
•
六
・
ニ
〇

I I 

I 

（
同
）
甲
黄
、
乙
青
（
策
）
甲
白
、
乙
赤
（
字
）
甲
黒
、
乙
白

（
同
）
同

（
同
）
同
（
荼
）
黒
（
字
）
白

再

版
籾

版
五

版

四

版
版

再

版

ニ
―
―
-
•
一
•

1
 

1

七

段 二
三
•
一
・
一
五

二
三
•
五
•
一
五

ニ
四
•
四
・
ニ
―
―
―

二
九
・
ニ
・
ニ
五

ニ
ニ
•
一
―
•
九

二
三
・
―
ニ
・
九

（
地
）
薄
桃
色

（
同
）
同

（
地
）
黄

（
同
）
灰
色
（
紋
）
白
（
策
）
白
（
字
）
里
、

（
同
）
同

（
地
）
淡
納
戸

（
同
）
灰
色

一八



， 
ノ‘

版

五

版

四

版
版

再

版

初

版

出

批

景

四

版

第
四
次
本

再

版

ニ
四
•
-
l
-
•六

版
（
振
袖
始
）

二
三
•
三
・
ニ
七

二
三
．
―
-
•
-
五

ニ
四
•
七
・
ニ

二
五
•
四
•
一
九

二
九
・
ニ
・
ニ
―
―
―

清

ニ
八
•
1
0
•八

二
七
•
-
l
•

九

二
五
・
九
•
一
六

―
―
―
―
-
•
八

•
1一
五

（
同
）
硬
麻
色
（
字
）
戸

（
同
）
同

（
同
）
同

（
同
）
焦
茶

（
同
）
黄
色
、
隅
田
川
再
版
奥
付
誤
付

甲
、
濃
褐
色
、

（
同
）
乙
、
淡
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
色
｀

但
文
字
別
筆

（
地
）
混
黄

（
同
）
萌
黄

（
同
）
薄
茶
、
第
五
版
と
あ
り
、
三
、
四
版
の
日
付
も
誤

（
地
）
黄

九



外
な
し
。

版

二
九
・
＿
＿
・
ニ
七

再

版

ニ
四
•
六
•
一
七

（
同
）
同

初

版

二
三
•
八
．1
-
八

四

版

合
同
）
水
色
、
再
、
三
版
を
抜
か
し
て
、
再
版
と
あ
り

版

二
五
•
―
・
ニ
六

再

版

初

版

二
三
•
四
•
五

ニ
四
•
一
・
ニ

二
七
•
三
・
ニ
ニ

吉

野

都

女

楠

（
同
）
橙
色

（
地
）
混
黄

（
同
）
鶯
色

三
版
奥
付
に
、
再
版
印
刷
二
四
•
-
•
六
、
褻
行
二
四
•
-
•
八
と
あ
り
．
現
本
と
異
る
。
現
本
を
信
す
る

伊

逹

染

手

綱

闘

八

州

繋

馬

（
同
）
同

（
地
）
薄
茶

四
0



再

版
初

版

今

宮

版

再

版
初

版
五

版

四

版

（
最
明
寺
）

（
最
明
寺
）

心,‘ 
版

再

版

中
（
重
井
筒
）

（
重
井
筒
）

（
重
井
筒
）

（
伊
逹
染
）

（
伊
逹
染
）

（
烏
帽
子
折
）

蝶

丸
（
蝉
丸
）

初

版

（
輝
丸
）

ニ
四
•
三
•
三

二
五
・
ニ
・
ニ
四

ニ
八
•
1
0
・ニ

0

二
三
•
1
0
•四

ニ
四
•
三
•
三

二
五
•
九
・
ニ

二
三
・
ニ
•

1
0
 

ニ
四
•
五
•
一
―

二
五
•
八
•
一
九

二
三
•
1
0
•四

（
地
）
肉
色

（
同
）
肉
色

（
同
）
崩
黄

（
地
）
肉
色

（
同
）
？

（
地
）
鶯
色

（
同
）
薄
混
黄

（
同
）
同

（
同
）
焦
茶

（
同
）
同

四



再

版

初

版

國

性

爺

合

戦

四

版
版

再

版
初

版

最
明
寺
殿
百
人
上
藤

版

（
最
明
寺
）

二
五
•
四
・
ニ0

二
五
•
七
・
？

ニ
八
•
1
0
・
ニ
五

二
三
・
―
-
•
1
0
 

ニ
四
•
五
•
一
―

二
五
•
四
・
ニ0

ニ
四
•
一
・
ニ0

ニ
四
•

1
 O• 

―五

（
輩
本
）

（
今
宮
）

（
今
宮
）

（
今
宮
）

第
五
次
版

第
四
次
版

（
潤
色
）

（
潤
色
）

二
六
•
-
l
-
•八

（
同
）
同

（
地
）
薄
茶

（
同
）
同
、
再
｀
三
版
を
脱
し
て
、
再
版
と
あ
り

（
地
）
鶯
色

（
同
）
藩
浚
黄

（
同
）
混
黄
（
字
）
赤

（
同
）
甲
濃
黄
題
策
貼
付
本
、
乙
薄
黄
同

（
同
）
同
、

奥
付
鋏
、
附
記
文
の
日
付
に
よ
る
、

開
杯
は
今
宮
心
中
の
題
目
の
み
あ
り
、

（
地
）
浅
黄
（
字
）
赤

四



再

版

初

版

心

中

天

網

嶋

版

再

版

初

版

（
隅
田
川
）

心

中

宵

庚

申

再

版

（
輩
本
）

初

版

（
宵
庚
申
・
）

双

生

隅

田

川

第
四
次
版

第
三
次
版

二
七
•
四
・

二
七
・
ニ
・
九

（
天
網
嶋
）

（
天
網
嶋
）

（
烏
帽
子
折
）

（
宵
庚
申
）

ニ
四
•
三
•
七

二
五
•
三
•
一
三

二
六
•
三
・
？

ニ
四
・
ニ
・
九

二
七
・
ニ
・
九

二
五
•
三
•
一
三

ニ
四
•
ニ
・
九

（
地
）
白
（
策
）
黒
（
字
）
白

（
同
）
淡
緑
．
「
酒
呑
窟
子
」
再
奥
付
誤
付

（
地
）
白
（
答
）
黒
（
字
）
白

（
同
）
甲
緑
、
乙
黄

（
同
）
薄
黄

「
善
光
寺
」
後
付
に
よ
る

（
地
）
草
色

（
同
）
薄
黄

四
三

．
 

（
地
）
水
色
、
「
隅
田
川
L

再
奥
付
誤
付



曾

我

會

稽

山

第
四
次
版

版

二
七
•
四
・
ニ
―

二
五
•
九
・
ニ
六

再

版

（
宵
庚
申
）

源
氏
烏
帽
子
折

（
天
網
嶋
）

ニ
四
•
三
•
七

二
五
・
九
・
ニ

ニ
四
•
三
・
ニ
五

二
五
•
三
•
一
五

（
地
）
萌
黄

疇

（
同
）
崩
黄

「
紅
葉
、
薩
摩
歌
」
及
び
「
川
中
嶋
」
に
誤
付
の

奥
付
に
よ
る

（
同
）
同
、

（
同
）
同
、
「
酒
呑
童
子
L

再
、
奥
付
誤
付

初

版

（
地
）
茶

9 、
博心曾
多中
小二 根

女枚崎
郎槍
浪双 心

枕紙中

再

版

（
蝉
丸
）

（
同
）
黄

初

版
版

二
六
•
―
ニ
・
？

「
善
光
寺
」
後
付
に
よ
る

四
四



再

版

二
五
•
八
•
五

初

版

再

版
堀

川

波

の

鼓

(

心

中

萬

年

m ニ
八
・
ー
＿
・
ニ
九

第
二
次
版

第
三
次
版

初

版

雲
女
五
枚
蒻
子
板

版

再

版
初

版

ニ
四
•
五
•
一
―

ニ
八
•
1―
-
•
一
五

ニ
四
•
五
•
一
五

二
七
・
ニ
・
？

二
九
・
ニ
・
ニ
五

（
批
構
曾
我
）

二
六
•
四
•
一
五

（
同
）
白
、
「
隅
田
川
品
丹
、
奥
付
誤
付

（
地
）
薄
桃
色

（
同
）
崩
黄

（
同
）
白
（
答
）
二
重
枠
に
て
園
ふ

（
地
）
薄
水
色

（
同
）
同
、
善
光
寺
再
、
奥
付
誤
付
、
貼
付
本

（
同
）
薄
橙
色

ニ
四
•
七
•
一
三

（
地
）
灰
色

（
同
）
薄
水
色

四
五



A
鎗
横
三
重
帷
子

版

再

版
初

版

（
堀
川
、
萬
年
草
）

^
3
 

諸
巻
の
後
付
に
、
こ
の
篇
の
輩
本
目
頻
出
す
る
も
、
在
否
明
か
な
ら
す
。

合
本
「
近
松
時
代
浮
瑠
璃
」
第
三
、
四
巻
（
共
に
二
九
・
ニ
・
ニ
六
）
、
「
吉
野
都
女
楠
」
第
三
版
（
二
九
・
ニ
・

ニ
し
）
の
後
付
害
目
に
「
泄
描
曾
我
、
金
手
法
門
評
」
の
合
巻
目
が
あ
る
。

冥

途

の

飛

脚

/
夕
霧
阿
波
鳴
渡

初

版

二
六
•
八
・

第
三
次
版

ニ
四
・
九
•1
0
 

二
五
•
四
・
ニ
七

世

横

會

我

二
五
·
I
O
•？
 

ニ
四
·
七
•
一
三

（
地
）
薄
桃
色

（
同
）
鼠
色

（
地
）
薄
水
色
、
「
紅
葉
、
薩
摩
歌
品
丹
、
奥
付
誤
付

（
地
）
灰
色

（
同
）
淡
褐
色
、
國
性
爺
後
日
初
版
（
二
次
本
）
奥
付
誤
付

四
六



初

版

,,....--.._ 
女生

殺

油

地

獄
ニ
四
・
―
一
・
ニ
九

玉

J 心

第
三
次
本

中

版

ニ
八
•

1
 O• 

二
七
•
l
-
•

八

再

版

二
五
•
四
・
ニ
八

初

版

． 

（
同
）
桃
色
、
國
性
爺
三
次
本
の
誤
付

（
同
）
三
版
奥
付
刊
記
に
よ
る

ニ
四
•
1
0
•三
一

心
中
匁
は
氷
の
卵
日

五
十
年
忌
歌
念
佛

（
 

再

版
初

版

二
五
•

1
 O• 

?
 

ニ
四
•

1
 O• 

ヽ

吋

の

門

松

（
地
）
薄
茶

「
善
光
寺
」
後
付
に
よ
る

（
地
）
灰
色
甲
、

（
同
）
茶
色

（
地
）
薄
水
色

乙
、
貼
付
本

四
七



再

版

第
二
次
版

初

版

第
四
次
版

再

版

第
二
次
版 摩

二
五
•
八
・
？

ニ
八
•
l
-
•
?

二
五
•
1
0・
ニ
九

二
五
•
一
•
一
八

二
五
・
九
・
？

二
五
•
1
0
•三

長

町

女

腹

切

淀
鯉
出
世
瀧
徳

（
 

二
五
•
一
・
ニ
九

二
五
・
―
-
•
1
0
 

初

版

,---, 
薩 卯

月

の

紅

葉歌

再

版

（
同
）
薄
茶

（
地
）
藤
茶

（
同
）
黄
、
「
曾
根
崎
外
二
」
三
版
奥
付
誤
付

（
同
）
水
色

（
同
）
橙
色
．
「
善
光
寺
L
再
、
奥
付
誤
付
、
貼
付
本

甲
、
淡
卵
黄

乙
、
淡
水
色

（地）
面
）
淡
卵
黄
＂
「
伊
逹
染
四
、
重
井
筒
五
」
奥
付
誤
付

（
地
）
緑

四
八



再

版

第
二
次
版

第
三
次
版

初

版

ニ
八
•
1
0・
ニ
七

ニ
同
缶
朋
黄

二
五
•
六
•
八

信
州
川
中
嶋
合
戦

再

版

（
紋
）
赤
（
答
）
白
（
黒
の
二
重
枠
）

初

版

二
五
•
四
・

＇ 

（

地

委

雷

再

版

（
同
）
白
、
貼
付
本

．
 

初

版

二
五
•
三
•
九

ニ
八
・
―
一
・
ニ
九

傾
城
酒
呑
童
子二

七
•
四
・
ニ
―

二
五
・
九
・
？

二
五
・
―

-
・
1
0

（
地
）
甲
緑
茶
、
乙
薄
茶

（
同
）
混
黄
、
「
曾
根
崎
外
二
」
三
版
奥
付
誤
付
、
貼
付
本

（
同
）
黄
、
「
女
腹
切
、
淀
鯉
」
再
版
、
奥
付
誤
付
、
貼
付
本

天

紳

記

（
地
）
緑

四
九



初

版

（

遊

君

三

世

相

碁

盤

太

平

記

再

版

初

版

面
合
若
大
臣
野
守
鏡

第
二
次
版

五
橿
の
初
版
、
異
本
あ
り
最
も
珍

（
百
合
若
）

第
三
次
版
（
百
合
若
）

（
今
宮
五
次
）

卯

月

の

潤

色
（
潤
色
）

初

版

（
潤
色
）

（
地
）
卵
黄

二
五
．
―
一
・
？

ニ
八
．
鳥
〇
・
ニ
九

二
五
・
七
•
一
九

二
五
•
七
•
一
九

二
五
•
一
一
・7

・

第
二
次
版
（
今
富
第
一
次
本
四
次
）

二
五
・
―
-
•
四

二
五
•
七
・
？

（
同
）
同

（
同
）
灰
色
、

r
女
腹
切
、
淀
鯉
再
版
奥
付
誤
付

灰
色
、
四
種
の
異
本
あ
り
、
「
百
合

若
」
初
版
参
照

（地）
同
、
表
紙
に
は
「
今
宮
」
の
み
の
題

名
あ
り
奥
付
鋏

（同）
（
同
）
同
、
奥
付
誤
付
本

（
地
）
灰
色
（
答
）
甲
黒
枠
（
紋
）
甲
乙
黒
、
丙

T
戌
白

五
〇



再

版
初

版

善
光
寺
御
堂
供
養

再

版

第
四
次
版

第
三
次
版

初

版

第
一
次
版

國
性
爺
後
日
合
載

再

版
初

版

二
七
・
ニ
・
？

二
七
•
四
・
？

二
七
•
四
•
一
七

ニ
八
．
―
一
・
ニ
九

ニ
八
•
1
0・
ニ
七

二
六
•
九
・

二
六
•
八
・
？

二
九
•
-
＿
•

二
｛
ハ
•
四
•
一
四

心

五

戒

魂

（
地
）
薄
緑

（
同
）
薄
黄

（
地
）
白
．
（
策
）
二
重
枠
、
奥
付
誤
付
｀

（
同
）
赤
茶
（
同
）
白
抜
、

（
同
）
白
、
（
同
）
二
重
枠
、
奥
付
誤
付
、

（
同
）
白
、
（
同
)
;
苦
光
寺
」
祁

（
同
）
白
｀
（
同
）
二
重
枠

（
地
）
薄
桃
色

（
同
）
薄
浅
責
｀
貼
付
本

五



重
版
は
上
記
の
外
に
も
、

本
は
、
「
世
讃
曾
我
・
金
手
法
問
評
」
及
び
ー
百
合
若
大
臣
野
守
鏡
」
の
二
種
が
あ
る
の
み
で
あ
ら
う
。

初

版

,,.-... 
傾 天

城

吉

岡

染

初

版

初

版

二
九
•
一
•
1
0
 

鼓
ニ
八
•
1
0
・ニ六

津

國

女

夫

池
ニ
八
•
三
・

五
大船
牌噺
鎌今
倉國
賞性
記爺

（
地
）
白
（
策
）
二
重
枠

（
地
）
水
色
（
紋
）
白
（
答
）
白
（
字
）
赤

甲
、
白
（
策
）
二
重
枠
（
紋
）
緑

（
地
）
薄
黄
（
枠
）
金
（
紋
）
金

言
貼
付
本
｛
（
地
）
灰
色
（
枠
）
銀
（
紋
）
銀

（地）

い
く
ら
か
あ
る
で
あ
ら
う
と
思
は
る
4

が
、
愛
っ
た
組
合
せ
の
合
巻
、

五

又
は
箪



焚
行

至自 祠

繹

麟

誌

と
六
巻
概
ね
同
じ
で
あ
る
。

武

蔵

屋

本

の

合

本

五

合
巻
と
は
別
に
、
同
じ
武
蔵
屋
で
登
行
し
た
合
本
六
巻
が
あ
る
。
こ
れ
は
別
に
印
刷
し
た
も
の
で
は
な

く
、
既
刊
の
各
篇
を
合
綴
し
た
丈
の
も
の
で
あ
っ
て
、
合
巻
本
も
さ
う
で
あ
る
が
、
各
篇
は
そ
れ
k
＼
獨
立

し
た
頁
付
を
持
つ
て
ゐ
る
。
仮
綴
の
紙
表
紙
は
、
矢
張
り
向
イ
鳳
凰
丸
散
ら
し
の
武
蔵
屋
本
装
釘
で
あ
る
。

表
紙
は
少
し
く
黄
味
を
帯
び
た
る
白
色
、
紋
様
は
茶
色
、
同
じ
色
の
枠
を
取
っ
て
、
題
字
を
書
い
て
あ
る
こ

近
松
泄
話
浮
瑠
璃

二
五
•
一
・
ニ

今
宮
心
中
、
心
中
匁
は
氷
の
部
日
、
夕
霧
阿
波
鳴
渡
、
冥
途
の
飛
脚
、
生
玉
心
中
、
鎗
楠
三
煎
帷

近
松
枇
話
浮
瑠
硝

子
、
壽
の
門
松
、
博
多
小
女
郎
浪
枕
，
心
中
天
網
嶋
、
女
殺
油
地
獄
、
心
中
宵
庚
申
。
(
+
一
篇
）

元
詭
十
＝
＝
鱈

喪

永

五



近
松
時
代
浮
瑠
睛

登
行

（二）

堂
供
養
、
本
朝
三
國
誌
u

（
自
正
饒
五
年
十
一
月
、
至
享
保
四
年
二
月
）

（
七
篇
）

長
町
女
腹
切
、
淀
鯉
出
世
瀧
徳
、
曾
根
崎
心
中
、
薩
摩
歌
．
重
井
筒
、
五
十
年
忌
歌
念
佛
、
心
中

二
枚
槍
双
紙
、
懸
八
卦
柱
暦
、
堀
川
波
の
鼓
、
卯
月
の
紅
葉
、
卯
月
の
潤
色
、
伊
逹
染
手
綱
、

中
萬
年
草
。

こ
の
巻
に
は
、
巻
頭
に
内
田
不
知
庵
の
長
文
の
近
松
の
藝
術
を
論
じ
た
る
序
文
を
掲
げ
、
古
版
の
「
氷
の

朔
日
」
の
巻
頭
籍
入
の
二
頁
を
、
原
寸
大
の
石
版
に
し
た
も
の
を
口
槍
と
し
て
挿
ん
で
あ
る
。

近
松
時
代
浮
瑠
璃
（
一
）

二
七
•
四
・
ニ
四

國
性
爺
合
戦
、
國
性
爺
後
日
合
戦
、
日
本
振
袖
始
、
曾
我
會
稽
山
｀
傾
城
酒
呑
童
子
、
善
光
寺
御

猿
行
二
五
•
四
•
八

五
四

心ヽ

（
十
三
篇
）



装
行

疲
行

褻
行

（
自
享
保
五
年
八
月
、
至
同
九
年
十
一
月
）

ニ
八
•
一
一
・
ニ
ニ

双
生
隅
田
川
、
津
國
女
夫
池
、
信
州
川
中
嶋
合
戦
、
唐
船
噺
今
國
性
爺
、
関
八
州
繋
馬
、
右
大
将

鎌
倉
賓
記
。

近
松
時
代
浮
瑠
璃

（三）

醤
畑
曾
我
、
金
平
法
門
評
、
出
世
景
清
、
遊
君
三
世
相
、
天
智
天
皇
、
十
二
段
｀
百
日
曾
我
、
源

氏
烏
帽
子
折
、
蝉
丸
、

近
松
時
代
浮
瑠
聘

五
五

（
ト
一
篇
）

雪
女
五
枚
猜
子
板
、
傾
城
反
魂
香
｀
碁
盤
太
平
記
、
天
鼓
、
百
合
若
大
臣
野
守
鏡
、
吉
野
都
女
楠

二
九
•
ニ
・
ニ
六

（
四
）

二
九
•
ニ
・
ニ
六

（
正
饒
五
年
八
月
以
前
）

一
心
五
戒
魂
、
最
明
寺
殿
百
人
上
藤
。

（
六
篇
）



以
上
世
話
二
巻
廿
四
篇
、
時
代
四
巻
舟
三
篇
、
計
六
巻
五
十
七
篇
で
あ
る
。
こ
の
内
時
代
第
三
巻
の
「
金

手
法
門
評
」
は
、
「
新
編
大
和
文
範
」
か
ら
抽
い
て
来
た
も
の
で
、

こ
れ
を
除
い
た
五
十
六
篇
は
、
近
松
も
の
の

武
蔵
屋
で
酬
刻
し
た
全
部
で
あ
る
。
帥
ち
既
刊
の
全
部
が
≫
最
終
期
に
、
六
巻
に
纏
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

話
二
巻
に
は
．
表
紙
及
び
背
の
題
名
の
下
に
、
年
銚
、
年
数
を
記
し
て
あ
る
が
、
時
代
四
巻
に
は
、

合
本
は
祁
版
限
り
で
、
重
版
さ
る
4

に
至
ら
な
か
っ
た
如
く
で
あ
る
。
世
話
、
時
代
と
も
に
、
知
市
百
灰
色
、

題
箋
の
枠
と
紋
様
と
に
銀
色
を
用
ひ
た
表
紙
が
あ
っ
て
、
世
話
の
「
元
緑
．
賓
永
」
と
あ
る
分
は
廿
五
、

六
年
、
「
賓
永
、
享
保
」
は
廿
七
、
八
年
、
時
代
の
分
は
廿
八
、
九
年
頃
に
出
た
諸
篇
に
、
題
答
を
貼
付
け

て
流
用
さ
れ
て
ゐ
る
の
を
散
見
す
る
。
合
本
の
再
版
を
出
さ
う
と
し
て
果
さ
す
、
表
紙
が
不
用
に
た
っ
た

の
で
あ
ら
う
。

名
を
記
す
の
み
で
、
四
巻
の
見
分
け
が
つ
か
ぬ
形
式
に
な
つ
て
ゐ
る
。

謳
山
姥
、
傾
城
吉
岡
染
、
天
紳
記
。

五
六

題

（
九
篇
）



大
塔
宮
議
鎧

第
三
次
版

近
松
以
外
の
武
蔵
届
本

ニ
四
・
ニ
・
ニ
五

五
七

灰
色
、
紋
様
及
題
袋
枠
銀
、
貼
付
、
誤
付

こ
の
第
三
次
版
に
は
「
金
屋
金
五
郎
浮
名
額
」
（
紀
海
―
H
E
l
)

が
突
如
添
付
さ
れ
て
ゐ
る
が
、
奥
付
は
「
最
明

寺
」
四
版
の
分
が
誤
付
さ
れ
て
ゐ
る
の
で
、
正
確
な
刊
期
は
分
ら
ぬ
。
こ
の
巻
の
後
付
に
は
「
太
平
記
暗

鎧
．
全
一
冊
、
三
版
近
刻
」
と
あ
る
な
ど
、
題
策
貼
付
本
で
あ
り
、
奥
付
誤
付
本
で
あ
る
こ
と
、
共
に
混

趾
の
あ
と
が
見
ゆ
る
。
近
松
以
外
の
武
蔵
屋
本
で
重
版
さ
れ
た
の
は
、
恐
ら
く
こ
の
篇
だ
け
で
あ
る
と

思
は
る
--lo

再

版

初

版

（
浮
名
額
）
二
六
•
―
―
-
•
?

ニ
―
―
-
•
―
―
•
一
六同

前
卵
黄
色
、
下
部
に
七
窒
散
ら
し

竹
田
出
雲
•
松
田
和
吉
作
、
近
松
門
左
衛
門
添
剛

武
蔵
屋
で
醜
刻
し
た
近
松
以
外
の
院
本
に
は
左
記
の
数
種
が
あ
る
。



ニ
四
・
ニ
•
一
三

表
紙
は
同
じ
卵
黄
色
。
七
賓
散
し
。
こ
れ
が
先
づ
近
松
以
外
の
院
本
物
の
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
で
あ
っ
た
。

二
五
・
九
•
一
―

表
紙
薄
崩
黄
地
に
七
賓
散
し
。
こ
の
巻
よ
り
表
紙
の
題
目
に
「
戯
曲
叢
書
」
と
頭
書
し
、
奥
付
に
叢
書

第
十
五
冊
と
記
し
て
あ
る
へ
「
新
編
大
和
文
範
」
の
刊
行
が
、
第
一
冊
限
り
で
中
止
さ
れ
、
近
松
以
外
物

を
近
松
物
に
挿
む
準
備
と
し
て
、
「
近
松
叢
書
」
を
「
戯
曲
叢
書
」
と
改
題
し
た
後
の
最
初
の
非
近
松
も
の

で
、
改
題
後
一
年
餘
を
網
て
初
め
て
現
は
れ
た
も
の
で
あ
る
。

褻
行

八

百

屋

お

七

三
世
二
河
白
道

（
 

預
行

心
中
ニ
ッ
腹
帯

-
末
廣
十
二
段

作
者
不
明

紀
海
昔

同 紀
海
昔

五
八



戯
曲
叢
書
第
二
十
冊
の
番
琥
を
「
唐
船
噺
今
國
性
爺
、
右
大
将
鎌
倉
賞
記
」
と
重
複
し
た
。

新
編
大
和
文
範

ニ
四
•
五
•
一
九

鎌

倉

三

代

記

男

作

五

雁

金

仁
徳
天
皇
萬
年
車

御
所
櫻
堀
河
夜
討

新

版

歌

祭

文

錦
文
流

出
雲

海
晋

半 文
耕
堂
、
松
洛

装
行

第
一
冊
四
六
版
、
俵
綴

表
紙
淡
黄
地
に
七
賓
散
し

，
預
行
い
二
七
•
六
．

井
筒
屋
源
六
慧
寒
晒

男
色
加
茂
侍
＿
一
錦
文
流

（
 

西
澤
一
風

五
九



武
蔵
屋
と
富
貴
館
（
中
鶴
精
一
、
京
橋
匿
南
大
工
町
ト
一
番
地
）
と
の
合
同
出
版
で
あ
っ
て
、
武
蔵
屋
本

の
別
働
隊
と
目
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
巻
頭
の
例
言
に
よ
れ
ば
．

十
二
回
を
一
期
と
し
、
海
音
、
出
雲
以
下
、
貞
享
、
元
緑
よ
り
、
天
明
、
寛
政
の
新
し
い
も
の
迄
六
十
餘

椅
を
出
し
、
更
に
第
二
期
以
下
を
も
績
刊
し
て
、
近
松
叢
害
と
併
行
し
て
曾
て
刊
行
流
布
さ
れ
た
、

本
数
百
巻
L

を
網
羅
し
よ
う
と
す
る
大
規
模
な
も
の
で
あ
っ
た
が
、
事
志
と
違
つ
て
、
僅
に
こ
の
第
一
冊

を
出
し
た
の
み
で
已
ん
だ
。

こ
の
叢
書
刊
行
の
計
董
は
、
毎
月
一
同

こ
の
巻
の
勢
頭
に
は
「
新
編
大
和
文
範
装
行
の
趣
意
」
と
題
し
た
九
頁
に
亘
る
論
文
が
あ
っ
て
、
狂
言
作

者
が
俳
優
の
製
肘
に
よ
っ
て
作
品
を
支
配
さ
れ
た
の
に
封
し
、
浮
瑠
璃
作
者
は
比
較
的
自
由
な
立
場
に
在

つ
て
筆
を
執
っ
た
こ
と
＂
浮
瑠
蒋
が
妄
誕
不
稽
の
語
を
為
す
と
の
批
難
に
封
し
て
、
院
本
は
歴
史
に
非
す

と
す
る
辮
駁
、
風
俗
好
尚
を
異
に
す
る
欧
米
直
繹
の
演
劇
改
良
論
に
封
す
る
論
難
な
ど
、
堂
々
た
る
も
の

か
あ
る
。
「
複
行
者
識
」
と
あ
る
の
み
で
、
筆
者
は
明
か
で
無
い
が
、
恐
ら
く
魯
庵
、
箕
村
等
の
、
武
蔵
屋

金

平

法

門

評

作

者

不

明

六
〇

「
院



箇
の
意
匠
を
創
め
て
、
以
下
之
を
近
松
以
外
物
に
慣
用
し
た
こ
と
が
、

あ
る
の
で
、
早
矢
仕
民
治
の
こ
の
事
業
に
封
す
る
意
氣
天
を
衝
い
て
、

ー又

ノ‘

以
上
、
近
松
以
外
の
院
本
醜
刻
の
跡
を
瞥
見
す
る
と
、
武
蔵
屋
主
人
の
院
本
癖
は
、
近
松
物
醜
刻
の
事
業

が
進
捗
す
る
と
共
に
、
近
松
以
外
へ
の
進
出
を
企
園
す
る
に
至
り
、
廿
三
年
十
一
月
、
先
づ
「
大
塔
宮
嘩
鎧
」

の
一
篇
を
出
し
た
が
、
そ
の
装
禎
を
近
訟
物
に
一
貫
し
た
向
イ
鳳
凰
丸
散
し
か
ら
離
れ
て
、
七
賓
散
し
の
別

こ
の
方
面
へ
の
横
綾
的
な
意
岡
が
あ

っ
た
こ
と
を
示
し
て
ゐ
る
。
次
で
廿
四
年
二
月
、
第
二
本
「
心
中
ニ
ツ
腹
帯
、
末
廣
十
一
一
段
」
を
出
し
た
時
、

や
り
か
4

つ
て
見
れ
ば
量
に
於
て
近
訟
物
に
幾
倍
す
る
こ
の
廣
汎
な
領
土
に
手
を
つ
け
る
に
は
、
資
力
の
不

足
が
憂
へ
ら
れ
た
の
で
、
出
資
者
富
貴
館
を
求
め
て
、
共
同
出
版
に
よ
つ
て
こ
の
方
面
べ
乗
り
出
さ
う
と
し

て
、
こ
4

に
「
新
編
大
和
文
範
」
の
大
計
甕
か
成
っ
た
。
恰
も
近
松
物
の
刊
行
が
最
も
油
の
乗
っ
た
時
期
で

こ
の
計
霊
と
な
っ
た
も
の
で
あ
っ

て
、
武
蔵
屋
は
事
業
婚
任
者
で
あ
り
、
富
貴
館
は
出
資
者
の
立
場
で
あ
っ
た
の
で
あ
ら
う
。
不
幸
に
し
て
採

算
が
思
は
し
く
な
か
っ
た
か
、
或
は
何
等
か
の
意
見
の
抒
格
を
生
じ
た
か
に
よ
つ
て
「
新
編
大
和
文
範
」
の

應
援
圏
の
一
人
の
筆
に
為
る
の
で
あ
ら
う
。



好

色

一

代

男

同

ニ
四
•
六
•
1
0
 

同

ヽ

井
原
酉
鶴

二
三
•
―
―
-
•
一
六

計
甕
は
、
そ
の
第
一
歩
を
踏
み
出
し
た
の
み
で
夭
折
し
、
武
蔵
屋
は
、
再
び
そ
の
貧
弱
た
獨
力
に
蹄
る
よ
り

仕
方
が
な
か
っ
た
。
も
と
／
＼
力
に
餘
る
仕
事
で
あ
っ
た
か
ら
の
共
同
経
螢
計
甍
で
あ
っ
た
の
で
、
こ
の
出

版
の
嵯
践
は
、
近
松
以
外
へ
の
獲
展
の
素
志
を
挫
折
せ
し
め
た
。
豊
富
な
資
金
の
援
助
が
あ
っ
て
、
縦
横
に

民
治
の
事
業
慾
を
満
足
せ
し
む
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
の
は
、
返
す
返
す
も
逍
憾
で
あ
っ
た
。
か
く
て
こ

の
方
面
の
仕
事
は
退
嬰
的
と
な
っ
て
、
二
十
五
年
九
月
「
八
百
屋
お
七
、
三
批
二
河
白
道
」
を
、
二
十
七
年
六

i

月
7
懲
寒
晒
、
加
茂
侍
」
を
出
し
た
の
み
で
、
近
松
物
と
共
倒
れ
に
た
つ
て
已
ん
だ
の
で
あ
っ
た
。

「
患
寒
晒
、
加
茂
侍
」
の
後
付
に
、
「
新
編
大
和
文
範
」
第
一
冊
、
「
再
版
中
」
と
い
ふ
記
述
が
あ
る
が
、
筆

者
は
ま
だ
そ
の
現
本
を
寓
目
し
な
い
。
恐
ら
く
質
現
す
る
に
至
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
ら
う
。

院
本
で
は
な
い
が
、
武
蔵
屋
の
出
版
物
中
に
、
左
記
の
注
目
す
べ
き
も
の
が
あ
る
。

好

色

五

人

女

傾
城
買
二
筋
道

梅
暮
里
谷
峨

ニ
四
•
一
・
ニ
七

（
二
四
•
一
・
―
二
再
版
）

（
二
四
•
四
・
ニ

， 
/ヽ



早

矢

仕

民

治

六

「
五
人
女
」
と
「
一
代
男
」
と
は
、
こ
れ
も
近
松
と
並
ん
で
数
へ
切
れ
ぬ
程
の
版
種
の
西
鶴
酬
刻
の
嘴
矢
で

は

や

ー

た

み

ぢ

武
蔵
屋
本
の
稜
行
者
早
矢
仕
民
治
は
、
安
政
四
年
九
月
、
美
濃
國
武
儀
郡
笹
賀
村
に
生
れ
た
。
笹
賀
村
の

庄
屋
早
矢
仕
才
兵
衛
は
、
大
桑
村
の
神
主
加
藤
正
太
夫
の
次
男
膀
四
郎
を
容
れ
て
養
子
と
し
｀
妾
腹
の
子
し

う
を
婆
は
せ
て
分
家
せ
し
め
た
。
民
治
は
そ
の
次
男
に
生
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

武
蔵
屋
の
母
腫
た
る
丸
善
書
店
の
創
始
者
、
早
矢
仕
有
的
と
民
冶
と
の
綾
き
合
ひ
は
、
二
者
の
事
業
上
に

主
従
の
闘
係
が
あ
る
か
ら
、
詳
記
す
る
こ
と
を
要
す
る
。
有
的
は
同
村
の
習
師
、
山
田
柳
長
の
子
で
あ
っ
て
、

母
タ
メ
は
闘
町
魚
山
五
手
（
辰
巳
屋
）
の
女
で
あ
る
が
、
ど
う
し
た
繹
で
あ
る
か
、
オ
兵
術
の
養
女
に
な
っ

て
、
柳
長
に
嫁
し
た
の
で
あ
っ
た
。
柳
長
は
有
的
が
生
る
4

に
先
立
つ
て
夭
折
し
た
の
で
、
タ
メ
は
養
家
に

鯨
つ
て
、
後
の
有
的
で
あ
る
右
京
を
生
ん
だ
。
オ
兵
衛
は
孫
に
営
る
右
京
を
可
愛
が
る
こ
と
一
と
通
り
で
な

あ
る
。



で
あ
っ
た
と
い
ふ
に
止
ま
り
、
正
式
に
養
子
に
な
っ
た
繹
で
は
な
い
。

郎
ち
、
有
的
の
艇
ク
メ
が
オ
兵
衛
の
養
女
で
あ
っ
た
貼
か
ら
云
つ
て
、
有
的
と
民
治
と
は
従
兄
弟
に
嘗
る

わ
け
で
．
そ
の
方
の
闘
係
で
は
血
緑
は
無
い
や
う
に
見
ゆ
る
が
、
別
に
、
柳
長
の
舟
（
山
田
玄
順
の
妻
）
ヒ

サ
ヨ
は
、
勝
四
郎
の
賞
父
加
藤
正
太
夫
の
妹
で
あ
る
の
で
、

綾
い
た
再
従
兄
弟
に
な
る
繹
で
あ
る
。
表
面
の
綾
き
合
ひ
は
上
記
の
如
く
で
あ
る
が
、
質
際
上
の
家
族
と
し

て
の
付
合
は
、
有
的
が
オ
兵
衛
の
子
供
分
と
さ
れ
て
ゐ
た
こ
と
や
ら
、
年
齢
上
の
闘
係
も
あ
っ
て
、
二
者
は

っ
た
。

く
、
常
に
自
分
で
抱
い
て
寝
て
、
面
白
い
話
を
し
て
聴
か
し
た
と
い
ふ
。
斯
く
て
右
京
の
有
的
は
、
亡
父
の

業
を
横
い
で
習
術
を
修
め
、
後
に
獨
立
し
た
時
は
、
嘗
然
山
田
姓
を
名
乗
る
べ
き
で
あ
っ
た
が
、
生
る
4

時

か
ら
早
矢
仕
の
家
で
育
ち
，
オ
兵
衛
か
ら
云
へ
ば
孫
と
は
云
へ
、
手
璧
に
か
け
た
子
の
や
う
な
、
離
し
と
も

な
い
情
緒
が
あ
っ
た
の
と
，
今
―
つ
に
は
、
早
矢
仕
氏
は
一
郷
に
通
っ
た
名
家
で
あ
る
の
で
、
そ
の
名
を
名

乗
る
こ
と
は
、
習
業
を
開
く
上
に
有
利
で
あ
る
の
で
、
オ
兵
衛
が
勤
め
て
、
早
矢
仕
を
名
乗
ら
せ
た
の
で
あ

云
既
に
よ
れ
ば
、
有
的
は
オ
兵
衛
の
養
子
に
な
っ
た
と
い
ふ
が
、

［ 

こ
れ
は
情
義
に
於
て
二
者
は
親
子

こ
の
方
の
闘
係
か
ら
、
有
的
と
民
治
と
は
血
の

六
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手
を
摸
ぐ
る
に
及
ん
で
、
早
矢
仕
の
一
族
が
、

六
五

一
人
又
一
人
、
郷
里
か
ら
出
て
来
て
こ
れ
を
助
け
た
。
民
冶

一
ー
養
子
、

庶
子
、

早
矢
仕

養
子
、

才
兵
衛
ー
一
ー一

ー
養
女
、

山

田

賢
治

一
ー
民
冶

し

う

1

勝
四
郎
ー

＿
ー
有
的

タ
メ
ー
―

柳

長

ー

ー
加
藤
正
太
夫
ー
ー
膀
四
郎
ー
丁
民
治

一

し

う

ー

＿
妹
、
ヒ
サ
ヨ
ー
一
ー
柳

ー

山

田

玄

順

ー

タ

有
的
が
上
京
し
て
瞥
業
を
開
き
，
次
で
横
濱
に
移
つ
て
、
診
療
所
、
丸
善
菓
局
、
丸
善
害
店
等
の
事
業
に

も
そ
の
一
人
で
あ
っ
て
、
嘗
時
横
濱
の
堺
町
に
在
っ
た
丸
屋
普
八
店
に
入
っ
て
、
フ
ッ
ク
マ
ン
と
し
て
の
第

一
歩
を
踏
み
出
し
た
の
が
、
明
治
五
年
五
月
廿
一
日
、
民
治
十
五
歳
の
時
で
あ
っ
た
。

一
ー
有
的

長
ー

メ
ー

叔
父
、
甥
と
い
ふ
こ
と
に
な
っ
て
ゐ
た
如
く
で
あ
る
。



木
卜
呼
タ
リ
、

後
年
有
的
の
死
後
、
民
治
が
編
築
し
た
「
早
矢
仕
有
的
年
譜
」
か
早
矢
仕
家
に
遺
つ
て
ゐ
る
。
美
誤
版
の

罫
紙
を
綴
っ
た
も
の
に
、
断
片
的
な
資
料
な
り
、
記
憶
な
り
を
、
雑
然
と
書
き
列
ね
た
も
の
で
、
年
譜
と
し

て
の
整
う
た
髄
系
を
持
つ
て
ゐ
る
も
の
と
は
云
へ
な
い
が
、
衰
重
な
資
料
の
集
積
で
あ
る
。
そ
の
中
か
ら
民

治
入
店
賞
時
の
丸
屋
普
八
店
の
朕
況
を
語
る
二
三
の
記
述
を
拾
つ
て
見
る
。

此
頃
堺
町
―
-
、
書
店
卜
薬
店
軒
ヲ
連
ネ
、
隣
家
二
静
々
合
卜
稲
ス
ル
診
察
所
ア
リ
。
木
下
弘
、
木
下
誨
（
荼

コ
レ
弘
氏
ノ
弟
ニ
テ
、
雨
氏
ヲ
間
違
ヘ
タ
ル
箆
メ
ト
聞
ヶ
リ
）
、
浦
井
宗
和
、
千
葉
繁
齋
（
此

人
ハ
山
東
直
砥
氏
ノ
闘
係
ア
ル
人
力
、
造
化
機
論
ハ
千
葉
氏
ノ
醜
繹
署
名
ナ
リ
、
ン
ガ
、
｛
貰
ハ
山
東
直
砥
氏

ノ
諜
卜
聞
タ
リ
）
ノ
諧
氏
―
―
シ
テ
、
徳
永
周
亭
氏
ハ
眼
病
―
ー
テ
、
薬
店
ノ
ニ
階
二
臥
床
シ
居
タ
リ
、
眼
柄

ハ
梅
毒
病
院
―
―
テ
病
人
ノ
瓶
毒
ヲ
感
染
七
ル
ナ
リ
ト
、
浦
井
宗
和
氏
ハ
徽
毒
病
院
へ
出
勤
シ
居
ラ
レ
タ
リ
、

木
下
詢
氏
ハ
尾
上
町
高
嶋
ノ
長
屋
―
―
開
業
、
千
葉
氏
ハ
十
全
病
院
ヵ
ヘ
出
勤
七
ラ
ル
。
斯
ノ
如
ク
シ
テ
何

レ
モ
傍
ラ
病
家
ヲ
持
チ
華
ハ
丸
屋
ノ
葉
局
ニ
テ
調
合
ス
ル
様
臨
方
箋
ヲ
渡
ス
コ
ト
、
ナ
リ
居
テ
、
華
店
ノ

六
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ノ
ナ
カ
リ
シ
ト
覺
ュ
。

版
業
―
―
シ
テ
、

此
年
頃
松
本
孝
助
卜
云
フ
洋
服
姿
ノ
ハ
イ
カ
ラ
紳
士
先
生
ヲ
尋
、
不
テ
東
京
ョ
リ
時
々
来
預
セ
リ
。
此
ハ
活

（

ポ

ン

ロ
ー
マ
字
綴
リ
ノ
英
和
頭
信
、
叉
ハ
千
文
僻
書
ノ
和
漢
ノ
部
丈
ケ
ヲ
小
本
二
印
刷
（
後
―
―

褻
賣
禁
止
セ
ラ
ル
）
シ
、
共
賣
捌
ヲ
店
へ
托
七
ラ
ル
，
或
ハ
送
本
ノ
包
紙
―
―
ロ
ー
マ
字
綴
ノ
い
ろ
は
ヲ
印

刷
七
ル
ア
リ
、
民
治
是
ヲ
見
出
シ
、
製
打
ヲ
シ
テ
大
事
二
保
存
シ
、
之
ヲ
時
唱
、
ン
ツ
、
ア
リ
シ
―
-
、
清
水

膀
之
之
ヲ
奪
ヒ
取
リ
タ
リ
、
依
テ
膀
之
卜
組
合
テ
喧
嘩
ヲ
ナ
シ
ク
ル
ニ
、
先
生
間
咎
メ
ラ
レ
テ
大
二
訊
衷

シ
、
理
非
ヲ
正
サ
レ
、
印
刷
物
ハ
民
治
＝
ー
戻
リ
タ
ル
ガ
、
之
ハ
西
洋
活
版
―
ー
テ
ロ
ー
マ
字
ニ
テ
い
ろ
は
ヲ

書
キ
、
恨
名
ヲ
附
シ
ア
リ
テ
、
店
ニ
テ
初
メ
テ
ロ
ー
マ
字
ヲ
學
フ
コ
ト
ヲ
得
ク
リ
、
営
時
ハ
他
―
―
類
似
モ

洋
書
ノ
外
題
ハ
我
た
小
僧
ハ
未
ダ
畳
ェ
ラ
レ
ヌ
故
、
定
債
ガ
一
枚
板
二
記
シ
ア
リ
、
例
ヘ
バ
ウ
ェ
ラ
ン
ド

修
身
害
大
、
ウ
ェ
ラ
ン
ド
網
惰
書
小
卜
云
フ
如
ク
麟
繹
シ
テ
害
付
テ
ア
リ
、
是
丈
ヲ
記
憶
シ
テ
モ
害
物
ニ

ハ
英
語
ノ
ミ
デ
容
易
―
―
覺
ェ
難
キ
ニ
ヨ
リ
、
ウ
＝
ラ
ン
ド
修
身
書
ハ
外
題
ガ
三
行
―
一
書
イ
テ
ア
ル
ト
カ
、

方
ハ
午
前
中
ハ
随
分
繁
忙
ナ
リ
シ
。

六
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経
齊
書
ハ
四
行
―
一
書
イ
テ
ア
ル
ト
カ
云
フ
如
ク
ニ
シ
テ
記
憶
シ
、
毎
夕
金
澤
廉
吉
等
ガ
子
供
ヲ
寄
セ
テ
、

誰
ハ
何
書
ヲ
出
七
誰
ハ
何
書
ヲ
持
ッ
テ
来
レ
ト
云
フ
風
ニ
シ
テ
覺
＝
サ
セ
シ
ナ
リ
。

明
治
元
年
十
一
月
、
横
濱
新
濱
町
の
有
的
の
自
宅
で
創
め
ら
れ
て
後
堺
町
に
移
っ
た
そ
の
頃
の
丸
善
書
店

の
朕
況
が
目
諸
さ
る
4

様
で
，
興
味
が
あ
る
と
同
時
に
、
嘗
時
の
民
治
の
生
活
を
も
知
る
こ
と
が
出
来
る
。

「
年
譜
」
に
は
、
明
治
九
年
7

民
治
書
面
ヲ
持
チ
テ
慶
應
義
塾
―
―
犬
養
毅
氏
二
使
ス
」
だ
の
．
十
一
年
「
民

治
浦
賀
―
ー
出
張
中
ノ
海
軍
大
尉
中
村
清
三
郎
氏
へ
行
キ
タ
l
J
L

等
の
、
民
治
に
闘
す
る
記
事
を
散
見
す
ろ
。

明
治
十
二
年
六
月
十
三
日
、
民
治
は
今
の
丸
善
の
場
所
た
る
東
京
日
本
橋
の
丸
屋
善
七
店
へ
轄
勤
し
た
。

こ
の
時
民
治
廿
二
歳
で
あ
る
。
そ
の
前
か
ら
税
闊
闘
係
の
事
務
は
民
治
の
換
嘗
す
る
虚
で
、
東
京
に
轄
じ
た

後
も
、
荷
が
着
く
毎
に
、
横
濱
へ
出
掛
け
て
虚
理
し
て
ゐ
た
が
、
餘
り
度
ぇ
横
濱
へ
行
く
と
云
つ
て
、
小
言

を
喰
っ
た
り
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。

1
三
年
に
な
る
と
民
治
は
洋
書
目
録
の
編
纂
に
従
事
し
た
。
こ
の
年
丸

善
を
中
心
と
し
て
、
松
井
忠
兵
衛
、
消
水
卯
三
郎
、
西
宮
松
之
助
、
伊
藤
徳
太
郎
、
甕
朗
一
介
等
で
洋
書
醒

六
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た
進
境
が
見
ゆ
る
。

六
九

刻
組
合
が
組
織
さ
れ
、
民
治
は
事
賓
上
の
組
合
の
主
任
格
と
な
っ
た
。
最
初
に
出
し
た
の
は
ウ
ェ
プ
ス
タ
ー

の
ス
ペ
ル
リ
ン
グ
で
、
之
が
嘗
つ
て
賣
口
が
よ
く
、
績
い
て
ウ
イ
ル
ソ
ン
第
ニ
リ
ー
ダ
ー
、
ピ
ネ
ォ
文
典
、

ウ
イ
ル
ソ
ン
の
プ
ラ
イ
マ
ー
等
に
着
手
し
た
。
民
治
が
一
人
前
の
書
物
人
と
し
て
、
漸
く
活
躍
す
る
に
至
っ

明
治
十
四
年
九
月
、
神
田
表
紳
保
町
に
中
西
屋
書
店
が
創
め
ら
れ
た
。
丸
善
連
鎖
店
の
―
つ
で
あ
っ
て
、

本
来
な
ら
丸
善
神
田
支
店
と
い
ふ
べ
き
も
の
で
あ
る
が
｀

こ
れ
は
そ
の
前
年
に
、
丸
普
の
洋
書
部
か
ら
、
奥

帳
場
へ
引
移
し
た
汚
損
本
が
あ
っ
た
の
を
虚
分
す
る
こ
と
4

、
今
―
つ
は
、

買
つ
て
く
れ
ぬ
か
と
い
ふ
申
込
が
ぽ
つ
／
＼
あ
る
の
で
、

こ
の
頃
不
用
に
な
っ
た
洋
書
を

こ
れ
は
洋
害
の
古
本
の
商
賣
が
成
立
つ
と
、
目
屋

が
つ
い
た
こ
と
と
が
開
店
の
動
機
で
あ
る
が
、
丸
善
の
名
で
古
本
屋
で
も
あ
る
ま
い
と
い
ふ
虞
か
ら
、
別
働

隊
と
し
て
出
来
上
っ
た
の
が
、
こ
の
店
で
あ
っ
た
。
闘
根
痴
堂
氏
に
つ
け
て
貰
っ
た
と
云
ふ
こ
の
店
の
別
琥

「
描
葉
軒
」
と
い
ふ
の
は
、
滞
貨
を
一
掃
す
る
機
闘
だ
と
い
ふ
寓
意
で
あ
ら
う
。
し
か
し
こ
の
店
で
は
新
本

を
も
取
扱
は
ぬ
で
は
な
か
っ
た
。
明
治
十
七
年
頃
、
民
治
は
一
時
こ
の
店
の
仕
事
を
兼
務
し
た
。
日
本
橋
店



扱
人
太
田
武
之
助
は
、
後
に
民
治
が
選
ま
る
4

迄
の
叢
書
閣
最
初
の
支
配
人
で
あ
っ
て
、
負
拷
人
丸
屋
否

ヒ
と
あ
る
の
は
、
丸
善
が
貸
借
の
責
任
を
負
ふ
謂
で
あ
る
。
し
か
し
乍
ら
、
中
西
屋
の
洋
書
に
到
し
て
、

れ
も
丸
善
の
名
で
は
や
れ
な
い
日
本
物
の
古
本
を
資
買
す
る
こ
と
が
、
開
店
の
寧
ろ
主
な
る
目
的
で
あ
っ
た

懇

願

候

頓

首

負

捨

人

丸

屋

扱

人

将

ヒ

に
於
け
る
こ
の
頃
の
民
治
は
、
蔵
版
部
（
和
書
取
次
販
賽
部
）
の
助
役
を
し
て
ゐ
た
の
で
あ
っ
た
。

明
治
十
六
年
四
月
、
後
に
武
蔵
屋
と
な
っ
た
叢
書
閣
か
、
矢
張
り
丸
，
視
連
鉗
店
の
一
っ
と
し
て
、
京
柄
市

偲
馬
町
一
丁
目
十
番
地
に
設
け
ら
れ
た
。
こ
れ
は
従
来
日
本
橋
店
で
扱
っ
て
来
た
書
籍
の
委
托
販
費
を
、
猜

立
し
て
披
張
す
る
こ
と
が
一
半
の
目
的
で
あ
っ
て
、
左
の
様
な
書
面
が
出
版
業
者
に
配
付
さ
れ
て
ゐ
ろ
。

盆
々
御
清
榮
奉
恐
貨
候
陳
者
今
般
別
冊
規
則
書
ノ
如
キ
一
店
ヲ
設
ヶ
各
家
御
蔵
版
書
類
賣
弘
ヲ
専
業
―
―

致
候
間
御
尊
家
御
蔵
版
ノ
害
類
ヲ
見
本
ト
シ
テ
御
預
ケ
被
下
候
ハ
、
大
幸
ノ
至
二
奉
存
候
此
段
伏
テ
奉

太

田

武

之

助

七
〇

こ



七

あ
る
の
が
そ
れ
で
あ
る
。
（
上
圏
の
黙
線
の
部
分
は
、
後
に

あ
り
き
。
共
突
嘗
り
に
こ
の
古
本
屋
あ
り
し
と
覺
ゆ
L

と

尻
、
出
ば
り
て
明
神
前
に
て
一
と
く
ね
り
、
曲
り
た
る
道

や
う
で
あ
る
。
三
村
渚
三
郎
氏
の
「
本
の
話
」
の
中
に
「
こ
の
民
治
一
と
風
菱
り
た
る
人
に
て
、
丸
善
を
出

｛
、
帥
田
宮
本
町
に
て
武
蔵
屋
と
い
へ
る
古
本
屋
を
開
き
」
、
ん
後
古
本
屋
も
失
敗
し
て
末
路
は
氣
の
毒
な
ろ

様
な
り
し
」
と
害
い
て
あ
る
。
後
に
は
い
ろ
い
ろ
の
出
版
に
も
手
を
つ
け
た
。

明
治
十
八
年
二
月
廿
五
日
を
以
て
、
民
治
は
叢
書
閣
の
支
配
人
に
な
っ
た
。
廿
八
歳
の
時
で
あ
る
。
こ
の

民
治
の
叢
書
閣
入
が
、
後
に
こ
の
店
を
獨
立
し
て
、
武
蔵
辰
の
別
名
に
よ
つ
て
、
武
蔵
屋
本
を
刊
行
す
る
に

に
「
も
と
聖
堂
の



事
に
し
ろ
と
い
ふ
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

出
来
た
現
在
の
電
車
道
で
、
富
時
は
武
蔵
屋
が
血
し
て
ゐ
る
弓
な
り
の
道
が
本
通
り
で
あ
っ
た
。
湯
鴫
一
丁

目
|
-
＝
一
番
地
は
、
武
蔵
屋
本
の
印
刷
所
、
松
本
秋
永
生
の
位
置
で
あ
る
）

明
治

ll
一
年
四
月

Ir
三
日
、
叢
書
閣
が
そ
の
宮
本
町
五
番
地
の
、
民
冶
の
住
居
に
移
轄
し
て
ゐ
ろ
。
設
害

閣
か
丸
善
の
連
鎖
店
か
ら
獨
立
し
て
、
民
治
の
個
人
親
螢
に
移
っ
た
の
は
多
分
こ
の
時
で
あ
っ
て
、
同
時
に

南
側
馬
町
の
店
を
た
4

ん
だ
の
で
あ
ら
う
。

叢
書
閣
獨
立
の
経
緯
は
、
内
田
魯
庵
氏
な
ど
に
よ
る
と
「
そ
の
後
丸
普
を
よ
し
て
、
湯
嶋
天
帥
下
に
本
屋

を
畠
し
た
」
こ
と
に
な
つ
て
ゐ
る
が
、
こ
れ
は
詳
し
く
云
へ
ば
、
民
治
の
方
か
ら
丸
善
を
群
職
し
た
と
い
ふ

の
で
は
な
し
に
こ
の
時
有
的
の
仕
事
が
手
を
撰
げ
過
ぎ
て
始
末
に
お
へ
た
く
な
り
．
そ
れ
に
明
治
十
じ
年
の

丸
屋
銀
行
の
破
綻
の
打
撃
な
ど
も
加
は
つ
て
、
事
業
整
理
の
必
要
に
迫
ら
れ
た
の
で
、
叢
害
閣
は
民
治
の
仕

民
治
の
経
螢
に
移
つ
て
以
後
の
叢
書
閣
は
、
引
綾
き
古
本
屋
を
や
り
、
新
書
の
取
次
販
賣
を
や
り
乍
ら
、

ぽ
っ
ぽ
つ
出
版
を
や
つ
て
ゐ
た
。
廿
二
年
か
ら
近
松
物
の
酬
刻
帥
ち
武
蔵
屋
本
の
猿
行
に
取
り
か
4

っ
た
こ

七



歳
で
あ
っ
た
。
そ
の
募
は
小
石
川
箆
金
富
町
の
多
揺
院
に
あ
る
。

七

と
は
前
に
述
べ
た
如
く
で
あ
る
が
、
武
蔵
屋
と
い
ふ
別
琥
は
、
院
本
出
版
の
為
の
店
名
で
あ
っ
た
と
云
ふ
。

色
々
な
仕
事
の
中
で
、
院
本
醜
刻
の
仕
事
は
、
最
も
そ
の
力
を
用
ひ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
別
格
に
取
扱
は
れ

獨
立
後
の
叢
書
閣
経
螢
の
歴
史
は
、
武
蔵
屋
本
刊
行
の
盛
衰
に
よ
つ
て
、
代
表
さ
る
4

こ
と
前
述
の
如
く
で

あ
っ
て
＇
廿
三
年
か
ら
廿
五
年
頃
迄
が
最
盛
期
で
あ
り
、
廿
六
年
頃
か
ら
下
り
坂
と
な
っ
て
、
廿
九
年
に
至

つ
て
浚
落
し
た
。
武
蔵
屋
本
終
刊
後
、
間
も
な
く
店
を
た
4

ん
で
、
書
籍
業
組
合
の
書
記
に
な
っ
た
が
、
こ

の
時
妻
は
已
に
死
歿
し
、
四
男
二
女
は
そ
れ
k
¥
'獨
立
し
、
嫁
い
だ
あ
と
で
あ
っ
た
の
で
、
民
治
は
組
合
の

事
務
所
に
起
臥
し
て
、
わ
び
し
い
男
や
も
め
の
生
活
を
し
て
ゐ
た
。
こ
の
生
活
は
、

ロ
癖
の
や
う
に
や
め
た

い
や
め
た
い
と
云
ひ
乍
ら
、
永
い
間
綾
い
て
最
後
に
至
っ
た
。
死
ん
だ
の
は
大
正
十
一
年
で
、
享
年
六
|
五

民
治
の
性
行
に
就
い
て
は
、
魯
庵
氏
の
談
中
｀
「
根
が
痴
痕
持
の
泄
上
屋
で
あ
っ
た
か
ら
、
功
努
は
あ
っ
ィ
＼

も
見
落
さ
る
4

と
云
ふ
種
類
の
中
に
這
入
つ
て
仕
舞
っ
た
」
と
、
好
意
を
持
つ
て
ぬ
る
が
故
に
、
氣
兼
の
無

た
こ
と
が
窺
は
る
-1
0
 



の
人
で
あ
っ
た
や
う
で
あ
る
。

｀ 

い
、
恩
ひ
切
っ
た
言
葉
を
以
て
罵
倒
し
た
と
讀
ま
る
ぷ
批
評
を
し
て
ゐ
る
の
が
あ
る
。
民
治
に
親
灸
し
て
、

相
嘗
面
倒
を
見
て
や
っ
た
魯
庵
氏
の
活
で
あ
り
、
そ
の
活
の
綾
き
に
、
「
博
文
館
が
近
松
全
集
（
帝
國
文
駈
を

云
ふ
）
を
畠
し
た
時
、
原
本
が
武
蔵
屋
以
外
に
蕪
い
と
恩
は
れ
る
の
が
載
つ
て
ゐ
る
。
早
矢
仕
は
博
文
仰
本

と
自
分
の
本
と
を
比
較
し
た
。
武
蔵
屋
本
の
誤
っ
た
箇
所
は
そ
の
ま
4

誤
つ
て
ゐ
た
。
早
矢
仕
は
漬
慨
し
て
、

版
櫂
侵
害
の
訴
訟
を
起
す
と
云
ふ
の
を
、
漸
く
宥
め
て
止
め
さ
し
た
」
と
あ
る
や
う
な
こ
と
を
思
ひ
合
は
せ

て
、
首
肖
る
4

も
の
が
あ
る
。
前
に
記
し
た
三
村
氏
の
「
本
の
活
」
に
も
「
こ
の
民
治
一
と
風
菱
り
た
ろ
人

に
て
L

と
あ
る
の
一
℃
、

こ
れ
丈
で
民
治
の
性
格
を
想
像
す
る
と
、
如
何
に
も
偏
屈
た
、
軽
桃
た
人
と
ば
か
り

見
ゆ
る
が
、
そ
う
し
た
一
面
が
あ
る
迄
も
、
民
治
ぱ
、
む
し
ろ
人
ざ
わ
り
の
い
＼
如
オ
な
い
、
商
賣
人
肌

民
冶
は
一
面
に
於
て
凄
り
性
で
、
綿
径
で
あ
っ
て
、
他
の
牛
面
に
於
て
は
、
類
る
疎
瀕
で
、
非
事
務
的
、

非
埜
理
的
な
虚
か
あ
っ
た
。
5

翠
り
性
C
あ
っ
た
こ
と
は
、
武
蔵
屋
本
刊
行
に
掌
つ
て
、
困
難
を
胃
し
て
底
本

を
探
求
し
て
已
ま
な
か
っ
た
努
力
の
あ
と

4

ご
見
て
も
判
る
こ
と
で
あ
る
が
、
矢
張
り
武
蔵
屋
で
登
行
し
た
「
い

七
四



筆
者
が
、
有
的
の
嗣
子
早
矢
仕
四
郎
翁
に
つ
き
、
上
記
の
魯
庵
氏
の
説
や
、
武
蔵
屋
本
の
奥
付
、
後
付
の

粗
櫛
を
指
摘
し
て
、
民
治
の
性
格
は
、
非
事
拷
的
な
愛
人
で
あ
っ
た
か
と
問
う
た
の
に
封
し
て
、
翁
は
「
一

る
如
き
、
面
目
躍
如
た
る
も
の
が
あ
る
。

出
来
る
。

七
五

ろ
は
引
電
信
暗
就
」
と
い
ふ
の
が
あ
っ
て
、
そ
の
面
倒
臭
い
、
細
か
い
仕
事
を
、
人
手
を
借
り
中
に
、

こ
っ

こ
つ
獨
り
で
や
っ
た
と
い
ふ
こ
と
や
、
例
の
「
早
矢
仕
有
的
年
譜
」
を
編
ん
た
こ
と
な
ど
か
ら
知
る
こ
と
が

几
帳
面
で
無
か
っ
た
こ
と
は
、
亦
武
蔵
屋
本
を
緒
く
と
、
随
虞
に
そ
の
跡
を
見
出
す
こ
と
か
畠
来
る
。
諸

巻
の
後
付
の
書
目
が
粗
濁
で
、
合
巻
の
組
合
せ
の
記
載
が
正
確
で
な
か
っ
た
り
、
褻
行
の
日
付
が
違
つ
て
居

た
り
、
叢
書
番
琥
が
重
楳
し
た
り
、
就
中
著
し
い
の
は
、
他
の
巻
の
奥
付
を
誤
つ
て
付
け
ら
れ
て
ゐ
る
版

で
、
筆
者
が
寓
目
し
た
丈
で
十
数
巻
に
及
ん
で
ゐ
ろ
の
が
あ
る
。
「
有
的
年
譜
」
の
明
治
十
八
年
の
記
事
に
「
叢

害
閣
に
於
て
、
丸
善
書
店
よ
り
豫
て
委
托
販
賓
を
受
け
ゐ
た
る
勘
定
に
つ
き
｀
共
残
品
を
明
細
に
取
調
ぶ
る

こ
と
を
為
さ
中
、
精
算
を
為
さ
ん
と
申
出
で
、
小
柳
津
氏
よ
り
民
治
を
譴
責
せ
ら
る
L

と
、
自
ら
記
し
て
ゐ



面
に
於
て
は
綿
密
で
、
他
の
半
面
に
は
正
し
く
す
ぼ
ら
な
虚
が
あ
り
ま
し
た
。
部
分
々
々
の
細
か
い
虚
に
は

凝
り
性
で
、
大
き
た
虚
に
は
技
け
て
ゐ
る
虞
が
あ
っ
た
と
で
も
云
ふ
の
で
せ
う
か
」
と
答
へ
ら
れ
た
。
如
何

丸
屋
並
じ
店
の
刊
行
に
か
、
る
「
近
松
著
作
全
書
」
二
巻
、
六
篇
（
明
治
十
四
・
五
年
）
と
、
「
や
ま
と
文

範
」
五
怨
、
二
十
篇
（
明
治
十
四
年
よ
り
卜
六
年
）
と
は
、
何
人
の
手
に
よ
り
、
如
何
な
る
径
路
か
ら
出
版

さ
れ
た
か
は
明
か
で
な
い
。
前
者
は
「
編
輯
兼
褻
行
人
、
丸
屋
善
七
し
と
の
み
あ
っ
て
、
｛
貰
際
の
手
を
下
し

た
人
の
名
が
無
く
、
後
者
の
奥
付
に
は
、
「
編
輯
出
版
人
」
と
し
て
、
東
京
府
士
族
、
小
野
田
孝
吾
の
名
が
あ

る
が
、
そ
れ
は
ど
う
し
た
人
で
あ
る
か
、
丸
普
と
の
闘
係
か
ど
う
で
あ
っ
た
か
に
就
き
、
筆
者
は
知
る
虐
は

無
い

J

「
全
書
」
の
一
、
二
巻
に
は
酢
多
道
士
、
杉
園
主
人
の
、
「
文
範
」
の
一
、
二
、
三
巻
に
は
、
夫
れ
夫
れ

藤
田
茂
吉
、
依
田
學
梅
、
仮
名
垣
魯
文
の
序
文
が
あ
る
が
、
執
れ
も
人
情
の
機
微
を
穿
つ
と
か
、
古
今
の
名

武

蔵

屋

本

創

刊

に
も
そ
の
迫
り
で
あ
っ
た
の
で
あ
ら
う
。

七
六



る
か
ら
で
あ
る
。

こ
れ
等
の
事
項
は
、
初
期
の
院
本
醜
刻
史
中
の
、
最
も
重
要
な
項
目
と
し
て
、
間
明
さ
る
4

こ
と
を
要
す

る
が
、
特
に
筆
者
が
知
ら
ん
と
欲
す
る
の
は
．
丸
善
の
店
員
と
し
て
の
早
矢
仕
民
治
が
、
こ
れ
等
の
仕
事
に

参
典
し
て
ゐ
る
や
否
‘
参
典
し
て
ゐ
る
と
す
れ
ば
．
ど
ん
な
立
場
に
立
つ
て
ど
ん
な
役
割
を
し
た
か
で
あ
る
。

こ
れ
は
後
年
そ
の
手
に
よ
つ
て
刊
行
さ
れ
た
武
蔵
歴
本
の
、
依
つ
て
米
る
梃
の
意
義
に
重
大
な
る
闘
係
が
あ

筆
者
が
知
る
限
り
に
於
て
、
武
蔵
屋
本
の
刊
行
に
闘
し
て
記
述
さ
れ
た
文
猷
は
、
内
田
魯
庵
氏
に
よ
っ
て

逍
さ
れ
た
も
の
が
あ
る
の
み
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
明
治
廿
九
年
二
月
十
五
日
、
毎
日
新
聞
に
書
か
れ
た
「
時

文
偶
評
」
中
の
一
節
、
（
早
栢
田
文
學
、
同
年
三
月
下
旬
の
第
六
琥
、
彙
報
欄
に
轄
載
さ
る
）
と
、
大
正
十
二

年
十
二
月
廿
九
日
、
淀
橋
常
圃
寺
で
催
さ
れ
た
近
松
二
面
年
忌
の
席
上
で
為
さ
れ
た
講
演
と
で
あ
る
。
講
演

の
要
旨
は
、
高
野
辰
之
氏
（
東
京
朝
日
新
聞
、
後
に
「
歌
舞
演
劃
請
話
L

に
採
録
）
と
、
山
口
剛
氏
（
早
和
田

る
字
句
は
無
い
。

七
七

文
で
あ
る
と
か
、
浮
瑠
璃
糧
讃
の
抽
象
論
ば
か
り
で
あ
っ
て
、
醜
刻
、
刊
行
の
動
機
径
路
を
知
る
手
掛
と
な



創
意
に
出
つ
る
も
の
4

如
く
で
あ
る
。

文
翠
、
後
に
「
斯
碑
断
章
」
に
採
録
、
山
口
氏
は
席
上
に
在
っ
た
が
、
耳
が
悪
い
箆
め
、
講
演
を
酷
く
こ
と
が

由
来
す
、
後
に
黒
木
勘
蔵
氏
に
叉
酌
き
し
て
、
記
辿
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
ふ
）
と
に
依
つ
て
、
そ
の
會
合

の
記
録
と
し
て
摘
記
さ
れ
て
ゐ
る
。
三
村
清
三
郎
氏
の
一
本
の
話
」
に
も
、
武
蔵
屋
本
に
闘
す
る
一
項
が
あ

武
蔵
圧
本
刊
行
の
純
緯
に
開
す
る
こ
れ
等
魯
胞
氏
の
所
詑
は
、
語
っ
て
詳
か
た
ら
ぬ
懐
が
あ
り
、
高
野
、

山
口
氏
に
よ
る
記
逃
は
、
記
憶
を
辿
つ
て
、
後
で
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
用
語
の
末
節
に
一
旦
つ
て
、

魯
庵
氏
の
口
吻
そ
の
ま
4

で
あ
る
こ
と
を
期
待
し
難
き
も
の
で
あ
る
か
ら
、
執
れ
も
隔
靴
掻
痒
の
感
が
無
い

で
ぱ
た
い
。
魯
庵
氏
は
武
蔵
屋
の
顧
問
格
で
、
親
し
く
こ
の
仕
事
に
閥
呉
し
た
一
人
で
あ
る
か
ら
、
あ
ら
ゆ

る
疑
問
を
用
む
し
た
上
で
、
今
一
度
仔
細
に
語
ら
せ
た
か
っ
た
と
思
ふ
。
然
し
乍
ら
今
は
こ
れ
等
の
文
戯
に

よ
っ
て
、
嘗
時
の
事
情
を
努
髯
す
る
外
は
た
く
、
よ
く
ぞ
こ
れ
丈
で
も
云
ひ
遺
し
て
置
い
て
く
れ
た
こ
と
を

感
謝
す
べ
き
で
あ
る
。
虚
で
、
そ
の
魯
庵
氏
に
よ
る
と
、
「
全
書
」
及
び
「
文
範
」
の
刊
行
は
、
全
く
民
治
の

る
が
、
こ
れ
も
魯
庵
氏
の
講
演
が
ら
筋
を
引
く
も
の
で
あ
ろ
ら
し
い
。

七
八



こ
れ
は
魯
庵
氏
か
自
ら
筆
を
執
っ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
最
も
信
頼
す
べ
き
記
事
で
あ
る
。
冒
頭
の
、
民

書
社
會
に
近
松
を
紹
介
せ
し
直
な
る
一
人
と
な
す
を
躊
躇
せ
さ
る
な
り
。

七
九

叢
害
閣
主
人
が
初
め
て
近
松
の
作
を
出
版
せ
し
は
明
冶
十
四
年
な
り
し
か
、
常
時
文
學
の
嗜
好
幼
う

し
て
、
巣
林
子
の
名
を
す
ら
知
る
者
少
か
り
し
を
以
て
、
金
石
の
名
作
も
顧
る
者
無
く
、
勢
ひ
已
む

を
得
中
一
時
中
止
し
、
共
後
明
治
廿

1

一
年
の
頃
、
文
學
勃
興
の
機
に
乗
じ
て
、
再
び
そ
の
醜
刻
に
着

手
し
、
都
門
の
有
ら
ゆ
る
蔵
書
家
は
固
よ
り
、
速
く
人
ナ
こ
京
阪
共
他
の
地
方
に
派
し
て
或
は
買
牧

し
、
或
は
博
葛
し
、
炭
く
異
本
を
蒐
め
、
識
者
に
質
し
て
疑
は
し
き
を
訊
ね
、
誤
ま
れ
る
を
正
し
、

今
日
迄
出
版
せ
る
も
の
、
時
代
と
世
語
と
を
合
し
て
凡
そ
五
十
餘
種
、
猶
綾
々
刊
行
し
て
、
究
に
は

集
林
子
全
集
を
大
成
す
る
計
賽
な
り
と
云
ふ
。
今
日
巣
林
子
の
名
治
＜
讀
書
社
會
に
知
ら
れ
、
共
名

作
を
邊
諏
僻
隅
迄
も
偲
播
せ
し
め
、
所
謂
研
究
者
と
琥
す
る
も
の
と
机
上
に
此
め
し
も
の
、
之
を
叢

害
閣
主
人
の
功
績
な
り
と
言
ふ
も
過
褒
に
あ
ら
さ
る
べ
し
。
余
は
叢
害
閣
主
人
を
以
て
、
明
冶
の
讀

（
時
文
偶
評
）



治
が
近
松
物
を
畠
版
し
た
の
を
、
明
治
十
四
年
で
あ
る
と
し
て
ゐ
る
こ
と
4

、
末
文
の
、
最
初
の
近
松
紹
介

者
を
民
治
で
あ
る
と
断
定
し
て
ゐ
る
一
節
と
が
、
「
全
書
ー
と
も
「
文
範
」
と
も
明
示
し
て
ゐ
な
い
が
、
年
代

か
ら
云
つ
て
、
二
書
の
出
版
に
於
け
る
民
治
の
位
置
を
説
明
す
る
も
の
と
見
る
べ
き
で
あ
る
。

近
松
忌
に
於
け
る
魯
庵
氏
の
講
演
中
、
十
四
、
五
年
本
に
闘
す
る
條
り
は
、
高
野
、
山
口
氏
に
よ
つ
て
次

の
や
う
に
記
さ
れ
て
ゐ
る
。

明
治
十
四
五
年
と
記
憶
す
る
が
、
や
ま
と
文
範
と
題
し
て
義
太
夫
節
の
名
高
い
語
り
物
敷
十
段
を
載

せ
た
も
の
が
出
た
。
こ
れ
が
そ
も
／
＼
浮
瑠
筑
酬
刻
の
始
め
で
、
次
で
近
松
著
作
全
書
と
題
し
て
上

下
二
冊
．

い
は
ゞ
博
文
館
の
帝
國
文
庫
と
い
っ
た
や
う
な
も
の
が
出
た
。
こ
れ
が
近
松
の
作
を
醒
刻

し
た
始
め
た
と
恩
ふ
。
共
に
そ
れ
が
今
の
丸
善
書
店
が
猿
行
し
た
と
茫
い
た
ら
、
恐
ら
く
奇
異
に
感

す
る
者
が
多
か
ら
う
。
今
洋
書
の
取
次
販
賣
と
工
業
書
の
登
刊
と
を
看
板
と
し
て
ゐ
る
丸
普
が
と
は

何
人
も
思
ふ
筈
だ
が
、
賞
時
こ
の
書
店
に
早
矢
仕
民
治
と
い
ふ
義
太
夫
狂
が
あ
つ
て
、
此
人
が
勤
め

て
褻
行
せ
し
め
た
も
の
で
あ
っ
た
。
夙
く
も
近
松
の
作
に
傾
倒
し
た
早
矢
仕
君
の
熱
心
努
力
は
非
常

八
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村
清
三
郎
氏
の
「
本
の
話
」
の
記
事
は
左
の
如
く
で
あ
る
。

な
も
の
で
あ
っ
た
。
嘗
時
丸
本
の
債
は
ご
く
や
す
く
て
一
冊
五
錢
そ
こ
／
＼
で
あ
っ
た
が
、
近
松
の

作
と
な
る
と
、
さ
う
ど
こ
に
も
あ
る
と
い
ふ
謁
に
も
行
か
す
、
東
奔
西
走
の
あ
と
に
、
彼
虞
に

冊
、
こ
4

に
一
冊
と
購
求
し
、
借
売
し
て
、
と
も
角
七
十
幾
種
を
六
十
冊
ば
か
り
に
し
て
出
し
た
。

こ
れ
が
批
に
い
ふ
武
蔵
屋
本
で
あ
る
。
賣
れ
る
こ
と
は
賣
れ
た
が
、
一
費
用
も
か
4

っ
た
の
で
、
結
局

マ

マ

マ

マ

丸
善
の
嘗
時
の
主
櫂
者
、
林
氏
の
親
戚
の
林
民
治
と
い
ふ
人
が
、
丸
善
が
文
藝
物
を
出
さ
な
か
っ
た

に
拘
ら
中
、
近
松
浮
瑠
璃
集
を
二
冊
出
し
た
。
こ
れ
は
そ
の
人
の
道
業
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
そ
の
人

は
、
丸
善
を
よ
し
て
、
湯
嶋
天
帥
下
に
本
屋
を
出
し
た
が
、
小
資
本
の
か
な
し
さ
に
大
部
の
書
を
出

す
こ
と
が
出
来
す
、
仕
方
な
し
に
近
松
物
を
つ
ぎ
／
＼
に
出
版
し
た
。
こ
れ
が
所
謂
武
蔵
屋
本
で
あ

る
。
武
蔵
屋
と
は
勿
論
そ
の
屋
琥
で
あ
っ
た
。

は
損
失
に
畢
っ
た
。

I、 （

断

碑

断

章

）

（
歌
舞
演
劇
講
話
）



も
と
は
近
松
な
ぞ
云
ひ
て
も
，

（本

の

話）

顧
み
ら
れ
ざ
り
し
な
り
°
然
る
に
明
治
十
四
年
頃
や
ま
と
文
範
と
い
ふ
帝
國
文
庫
ほ
ど
の
も
の
を
丸

善
に
て
出
版
し
た
り
。
こ
れ
は
浮
瑠
璃
の
丸
本
を
酬
刻
し
た
る
始
め
な
る
べ
し
。
次
で
近
松
著
作
全

賓
一
冊
を
出
版
、

ママ

こ
れ
は
丸
善
の
重
役
何
某
と
い
ふ
人
の
緑
あ
り
し
林
民
治
の
道
業
仕
事
な
り
，

以
上
三
者
に
よ
る
三
様
の
記
述
に
は
、
固
よ
り
文
字
の
増
減
が
あ
る
が
、
魯
庵
氏
の
講
演
が
、
「
近
松
著
作

全
書
L

刊
行
の
動
機
を
、
全
然
民
治
の
個
人
的
趣
味
に
鯨
し
て
、
そ
の
熱
意
が
丸
善
書
店
を
動
か
し
て
、
斯

の
畑
違
ひ
の
出
版
を
敢
て
せ
し
め
た
も
の
で
あ
る
と
断
定
し
、
7

や
ま
と
文
範
」
の
出
版
す
ら
も
、
民
治
の
仕

事
で
あ
る
と
し
て
ゐ
る
こ
と
は
、
三
様
の
記
録
が
一
致
し
て
ゐ
る
虚
で
あ
っ
て
、
魯
庵
氏
が
自
ら
筆
を
執
つ

た
「
時
文
偶
評
」
に
「
叢
書
閣
主
人
が
初
め
て
近
松
の
作
を
出
版
せ
し
は
、
明
治
十
四
年
た
り
し
が
」
と
、

全
く
丸
善
の
名
を
抜
き
に
し
た
記
述
と
吻
合
し
て
ゐ
ろ
°
思
ふ
に
、
後
年
衆
書
閣
の
近
松
翻
刻
の
仕
事
に
闘

典
し
た
魯
庵
氏
の
眼
中
に
は
、
親
灸
し
た
民
治
の
近
松
に
鉗
す
る
熱
狂
振
り
の
み
が
、
強
く
印
象
さ
れ
て
、

一
部
の
芝
居
も
の
が
知
つ
て
ゐ
る
位
の
も
の
に
て
，
世
間
に
は
餘
り

I、



不
識
不
識
斯
の
書
を
箆
し
た
の
で
あ
ら
う
。

八

我
等
近
松
翁
浄
瑠
璃
の
印
行
に
志
し
て
よ
り
十
年
に
過
ぐ
。
或
は
蔵
書
家
を
尋
ね
、
或
は
京
阪
に
求

め
、
故
紙
堆
裏
よ
り
拾
集
し
て
、
今
や
漸
く
此
「
近
松
浄
瑠
璃
」
を
完
成
す
る
に
到
り
ぬ
。
是
皆
江

こ
れ
は
、
明
涸
廿
五
年
四
月
ハ
日
の
日
附
か
あ
る
、
武
蔵
屋
本
の
合
本
「
近
松
世
話
浮
瑠
瑚
，
ー
（
自
元
粋
卜

三
年
至
賓
永
五
年
）
の
巻
頭
に
あ
る
、
民
市
の
自
ら
記
し
た
例
言
の
一
節
で
あ
る
。
「
卜
年
に
過
ぐ
L

は
恰
も

「
文
範
」
と
「
全
書
と
が
刊
行
さ
れ
た
年
代
に
霜
る
の
で
、
魯
庵
氏
か
こ
れ
等
の
出
版
を
、
民
冶
個
人
の

仕
事
と
断
定
し
て
ゐ
る
こ
と
を
．
或
程
度
義
書
す
る
も
の

C
、
少
く
と
も
、
二
書
の
出
版
に
民
治
か
闘
輿
し

て
ゐ
た
こ
と
は
肯
定
し
得
る
。

し
か
し
乍
ら
、
「
全
書
」
の
第
一
怨
か
刊
行
さ
れ
た
明
治
十
四
年
は
，
民
冶
の

lt四
歳
に
嘗
る
。
「
故
紙
堆
裏
」

に
埋
淡
し
て
ゐ
た
古
版
の
丸
本
以
外
、
何
等
の
査
料
か
錘
か
つ
な
裳
時
に
在
つ
て
、
こ
の
一
巻
三
節
の
刊
打

に
は
底
本
の
蒐
集
、
判
讀
、
酬
字
、
校
訂
等
の
準
備
に
数
年
を
要
し
た
で
あ
ら
う
か
ら
、
初
め
て
こ
の
計
書
一

湖
謹
君
の
賜
物
な
り
。
妥
に
謹
む
で
共
恩
脊
を
内
す
。



が
建
て
ら
れ
た
の
は
、
民
治
廿
歳
そ
こ
そ
こ
の
時
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
多
年
讀
書
社
會
に
忘
れ
ら
れ
て
、

一
度
湮
滅
し
た
近
松
の
藝
術
を
、
世
に
先
立
つ
て
新
に
登
見
し
、
再
生
す
る
と
い
ふ
劃
期
的
な
事
業
が
、

b

歳
の
若
者
に
よ
っ
て
、
全
く
獨
力
で
企
豊
さ
れ
た
と
考
ふ
る
こ
と
は
ど
う
で
あ
ら
う
か
。
素
養
の
黙
か
ら
云

つ
て
も
、
後
年
武
蔵
屋
本
を
綾
刊
す
る
に
裳
つ
て
、
仕
事
の
槃
問
的
な
部
分
は
、
す
べ
て
そ
の
道
の
先
輩
の

手
を
借
り
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
民
治
が
、
全
く
獨
創
的
に
こ
の
仕
事
を
考
へ
つ
い
た
と
す
る
こ
と
は
、
頗
る

不
自
然
で
あ
る
と
思
は
る
4

。
こ
の
出
版
に
よ
っ
て
、
民
治
が
シ
テ
役
で
あ
っ
た
に
せ
よ
、
或
は
ワ
キ
役
で

あ
っ
た
に
せ
よ
、
賞
然
他
に
幾
人
か
の
登
場
人
物
が
あ
つ
て
、
出
版
の
計
饗
が
建
て
ら
る
ト
上
に
、
色
々
な

経
緯
が
あ
っ
た
こ
と
は
想
像
す
る
に
難
く
な
い
。
「
著
作
全
害
．
」
は
結
果
に
於
て
、
二
巻
、
六
篇
に
止
ま
っ
た

が
、
そ
の
書
名
が
示
す
如
く
、
最
初
の
計
霰
と
し
て
は
近
松
の
作
品
を
網
羅
せ
ん
と
す
る
大
規
模
な
も
の
で

あ
っ
た
と
信
ぜ
ら
る
4

か
ら
、
そ
の
出
版
方
針
は
、

さ
う
簡
単
に
き
ま
っ
た
も
の
と
は
考
へ
ら
れ
な
い
の
で

あ
る
。
魯
庵
氏
の
言
が
、
抽
象
的
に
民
治
の
功
績
を
稲
揚
す
る
に
止
つ
て
、

こ
れ
等
具
骰
的
な
事
談
に
及
ば

な
か
っ
た
の
は
逍
撼
で
あ
っ
て
、
院
本
酬
刻
史
中
の
、
最
も
重
要
な
一
事
項
と
し
て
も
、
民
治
の
事
業
の
内

八
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八
五

容
を
椋
討
す
る
上
か
ら
云
つ
て
も
、
是
非
と
も
間
明
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
題
目
で
あ
る
。
少
く
と
も
此
の
間
に
在

¢
 

一
人
た
け
名
前
の
判
つ
て
ゐ
る
「
や
ま
と
文
範
」
の
編
輯
者
、
小
野
田
孝
吾
と
は
如
何
な
る
人
で
あ

早
矢
仕
四
郎
翁
は
、
「
近
松
著
作
全
書
」
の
刊
行
と
民
治
と
の
闘
係
に
闊
す
る
筆
者
の
質
問
に
答
へ
て
、
「
著

作
全
書
」
の
計
甍
や
編
纂
は
、
誰
が
や
っ
た
か
判
り
ま
せ
ん
が
、
民
治
が
開
係
し
て
ゐ
た
と
は
思
は
れ
ま
せ

ん
。
後
年
民
治
が
院
本
の
醗
刻
に
興
珠
を
持
つ
に
至
っ
た
の
は
、
「
著
作
全
害
」
や
「
や
ま
と
文
範
L

に
刺
戟

さ
れ
た
結
果
で
は
な
い
で
せ
う
か
。
武
蔵
屋
本
の
出
版
中
も
、
計
饗
や
段
取
り
は
、
す
べ
て
築
村
さ
ん
や
、

得
知
さ
ん
に
よ
っ
て
建
て
ら
れ
て
、
民
治
は
唯
そ
の
指
圏
に
よ
っ
て
動
い
て
ゐ
た
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。
も
と
も

と
民
治
は
純
粋
な
商
賣
人
で
あ
っ
て
、
院
本
趣
味
と
い
つ
て
も
、
商
賣
人
、
出
版
者
と
い
ふ
立
場
か
ら
の
趣

味
に
過
き
な
か
っ
た
。
近
松
の
文
藝
の
内
容
に
立
入
つ
て
、
賞
玩
し
た
諜
で
は
な
く
、
文
學
者
扱
ひ
に
す
る

こ
と
は
常
り
ま
せ
ぬ
、

と
云
は
れ
た
。
民
治
を
文
學
者
扱
ひ
す
る
こ
と
の
見
嘗
違
ひ
で
あ
る
こ
と
は
、
命
の

説
の
如
く
で
あ
ら
う
が
、
「
全
書
」
「
文
範
」
に
闘
す
る
翁
の
所
詮
は
、
甚
し
く
魯
庵
氏
の
記
述
と
背
馳
す
る

る
か
を
明
か
に
し
度
い
。

つ
て
、



来
ぬ
。

も
の
で
あ
っ
て
、
翁
の
幼
時
の
記
憶
で
あ
る
故
を
以
て
、
全
面
的
に
は
首
打
し
難
い
も
の
と
す
る
外
ば
な

い
。
唯
魯
庵
氏
が
民
治
の
功
績
を
顕
揚
す
る
に
与
危
、
若
干
為
張
さ
れ
た
か
も
知
れ
な
い
の
を
牽
制
し
て
、

賞
時
に
於
け
る
民
治
の
位
置
を
臆
測
す
る
参
考
資
料
と
す
る
に
足
り
よ
う
。

そ
の
間
の
事
情
が
奈
何
で
あ
っ
た
に
せ
よ
、
丸
善
書
店
の
院
本
醜
刻
の
事
業
は
、
も
と
／
＼
商
賣
違
ひ
の

畑
で
あ
る
無
理
が
あ
っ
た
こ
と
＼
時
勢
に
作
は
な
か
っ
た
腐
め
に
、
二
書
の
螢
業
成
紋
が
恩
は
し
く
な
か

っ
た
理
由
で
、
綾
刊
が
不
可
能
と
な
っ
た
。
こ
の
時
自
動
的
か
、
他
動
内
か
は
別
と
し
て
、
こ
の
事
業
に
特
異

た
興
味
を
持
っ
た
民
冶
は
、
刊
行
の
中
止
を
遺
憾
と
し
、
已
み
難
い
執
着
を
持
つ
に
至
っ
た
の
で
あ
ら
う
。

而
し
て
数
年
後
に
至
り
、
獨
立
し
て
叢
書
閣
を
鍔
螢
す
る
に
及
ん
で
、
齊
然
獨
力
を
以
て
、
宿
志
を
盆
し
途

げ
よ
う
と
し
た
の
が
、
郎
ち
武
蔵
屋
本
刊
行
で
あ
る
と
す
る
こ
と
は
間
違
ひ
な
い
で
あ
ら
う
。
最
小
限
度
に

解
し
て
疸
接
民
治
が
手
を
下
し
た
も
の
で
な
い
と
し
て
も
、
「
近
松
著
作
全
書
ー
と
、
「
や
ま
と
文
範
」
と
は
、

後
年
の
武
蔵
屋
本
に
封
し
て
、
親
と
子
と
の
、
極
め
て
竺
切
た
闘
係
が
あ
る
こ
と
は
、
看
過
す
る
こ
と
が
出

八
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編

輯

出

版

人

同
廿
一
年
六
月

同

十
五
年
四
月
廿
九
日
第
二
冊
出
版
御
届

再
版
合
本

東
京
府
平
民

明
治
十
四
年
十
一
月
十
日
第
一
冊
出
版
御
届

丸

屋

八
七

普

ヒ

叢
書
閣
獨
立
嘗
時
に
於
け
る
民
治
の
業
績
を
語
る
も
の
に
「
近
松
著
作
全
書
」
の
再
版
本
が
あ
る
。
こ
の

版
は
、
初
版
の
第
一
、
二
巻
を
合
本
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
新
に
印
行
し
た
も
の
で
な
く
．
原
版
の
残
本
を

整
理
す
る
為
め
に
改
装
し
て
褻
賣
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
。
二
版
を
銅
照
し
て
見
る
と
、
随
虞
に
そ
の

證
跡
を
見
ら
る
J

。
新
版
の
奥
付
は
、
原
版
第
二
冊
と
同
じ
く
、
本
文
最
終
頁
の
裏
面
に
あ
る
が
、
こ
の
奥

付
を
新
に
す
る
為
め
に
、
本
文
が
最
終
の
一
頁
の
み
新
に
印
刷
さ
れ
た
も
の
に
遣
換
へ
ら
れ
て
ゐ
る
こ
と
が
．

紙
質
｀
イ
ン
キ
、
活
字
の
様
式
等
の
相
異
か
ら
、
明
瞭
に
看
取
さ
る
4

如
き
そ
の
一
例
で
あ
る
が
、
そ
の
新

し
い
奥
付
に
は
、
左
の
や
う
に
記
載
さ
れ
て
ゐ
る
。



編
輯
出
版
人
丸
屋
善
七
の
名
は
初
版
の
通
り
で
あ
る
が
、

再
版
合
本
は
、
全
く
民
治
に
よ
っ
て
為
さ
れ
た
こ
と
は
、
稜
行
所
叢
書
閣
と
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
丸
屋
善
じ

の
住
所
が
神
田
匝
宮
本
町
五
番
地
と
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
知
ら
る
4

。
こ
の
版
の
装
行
は
、
奥
付
に
二
十
一

年
六
月
と
あ
る
こ
と
前
記
の
如
く
で
あ
る
が
、

治
廿
一
年
五
月
再
版
」
と
あ
っ
て
、
初
め
は
五
月
に
出
す
豫
定
で
あ
っ
た
の
が
，
」
ハ
月
に
延
び
た
の
で
あ
る

こ
と
を
示
し
て
ゐ
る
。
叢
書
閣
が
丸
善
か
ら
獨
立
し
た
の
は
、
廿
一
年
四
月
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
「
近

松
著
作
全
書
」
の
改
装
は
．
獨
立
と
同
時
に
、
恐
ら
く
最
初
の
仕
事
と
し
て
着
手
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
何

を
措
い
て
も
こ
の
仕
事
が
先
づ
箆
さ
れ
て
ゐ
る
と
い
ふ
こ
と
は
、
よ
し
夫
れ
が
箪
な
る
残
本
の
虞
分
と
い
ふ
、

手
の
か
4

ら
な
い
、
取
つ
つ
き
易
い
仕
事
で
あ
っ
た
と
い
ふ
理
由
が
あ
る
に
せ
よ
、
亦
民
治
の
多
年
已
み
難

装

行

所

こ
れ
も
こ
の
版
の
為
め
に
、
新
に
用
意
さ
れ
た
扉
に
は
、
7

明

叢

こ
れ
は
唯
名
を
存
し
た
の
み
で
あ
っ
て
、

紳

田

匿

宮

本

町

五

番

地

書

閣

神

田

甑

宮

本

町

五

番

地

八
八

こ
の



廿
二
年
十
月
、
「
天
智
天
皇
」
に
よ
っ
て
、
狭
義
の
武
蔵
屋
本
刊
行
が
創
め
ら
れ
た
こ
と
は
前
記
の
通
り
で

あ
っ
て
、
叢
書
閣
獨
立
か
ら
、

古
刻
院
本
の
探
求
、
蒐
集

p

そ
の
校
訂
．
翻
字
、
或
は
資
金
の
調
逹
等
、
武
蔵
屋
本
刊
行
の
準
備
に
浚
頭
し

て
居
た
こ
と
で
あ
ら
う
。

八
九

こ
の
時
ま
で
、
丁
度
一
年
牛
を
経
て
ゐ
る
。
こ
の
間
、
民
治
は
螢
々
と
し
て

武
蔵
屋
本
は
徹
頭
徹
尾
早
矢
仕
民
治
の
血
の
出
る
や
う
た
苦
心
の
結
晶
で
あ
る
。
吾
人
は
後
代
の
文
蓮
に

貢
献
し
た
結
果
か
ら
見
て
、

こ
の
先
覺
者
の
偉
大
な
功
績
を
承
隠
す
る
こ
と
を
別
に
し
て
、
そ
れ
が
完
備
し

た
機
闘
に
よ
つ
て
、
出
づ
｀
へ
く
し
て
営
然
出
て
来
た
の
で
は
無
し
に
、
無
力
な
市
井
の
一
書
騨
の
手
に
よ
る

惨
愴
た
る
苦
心
の
産
物
で
あ
る
こ
と
を
思
う
て
、
そ
ゞ
ろ
に
頭
が
下
が
る
の
を
禁
す
る
こ
と
が
出
来
ぬ
。

武
蔵
屋
本
刊
行
の
苦
心
は
、
資
金
の
調
達
と
、
底
本
た
る
古
刻
院
本
探
求
の
困
難
と
、
そ
の
判
讀
、
酬
字

出

版

の

苦

心

い
闘
心
が
、
院
本
酬
刻
に
在
っ
た
こ
と
を
示
す
の
で
あ
る
。



と
｀
諸
虔
に
そ
の
跡
が
滲
ん
で
ゐ
る
の
を
見
る
こ
と
が
出
来
る
。

と
｀
目
が
し
ら
の
熱
く
な
る
の
を
覺
ゆ
る
。

資
金
難
に
就
て
は
、
上
記
魯
庵
氏
そ
の
他
の
記
録
中
に
「
僅
の
資
本
に
て
古
本
屋
を
開
き
L
「
小
資
本
の
か

な
し
さ
に
」
と
あ
る
こ
と
や
、
「
賣
れ
る
こ
と
は
賣
れ
た
が
、
費
用
も
か
4

っ
た
の
で
、
結
局
は
損
失
に
畢
つ

た
」
「
末
路
は
氣
の
毒
な
様
な
り
し
L

な
ど
4

あ
る
断
片
か
ら
、
さ
も
あ
っ
た
ら
う
と
想
像
さ
る
4

の
み
で
あ

る
。
廿
五
年
頃
か
ら
、
最
後
の
廿
九
年
頃
に
亘
つ
て
、
虚
々
に
混
つ
て
ゐ
る
と
こ
ろ
の
、
他
の
巻
の
腐
め
に

用
意
さ
れ
て
不
用
に
な
っ
た
表
紙
に
、
題
策
を
貼
り
付
け
て
流
用
し
た
不
龍
裁
な
巻
や
、
末
期
の
廿
八
、
九

年
に
出
さ
れ
た
、
表
紙
の
紙
質
が
ぐ
つ
と
落
ち
て
、
凋
落
の
色
が
濃
い
い
巻
な
ど
を
手
に
し
て
、
こ
の
畢
生

の
心
血
を
渥
い
だ
出
版
に
、
斯
う
し
た
見
す
ぼ
ら
し
い
装
禎
を
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
民
治
の
心
事
を
思
ふ

底
本
蒐
集
の
困
難
は
、
東
奔
酉
走
云
々
と
魯
庵
氏
も
云
つ
て
ゐ
る
如
く
で
あ
る
が
、

武
蔵
屋
本
を
緒
＜

古
来
梓
に
上
り
た
る
も
の
は
泄
に
丸
本
と
稲
す
る
も
の
に
て
、
輩
に
梨
園
社
會
の
用
を
計
り
た
る
も

の
不
如
意
と
の
三
項
を
数
へ
ら
る
、
。

九
〇



九

の
な
れ
ば
、
之
を
見
る
も
何
と
な
く
煩
し
き
心
地
し
、
且
つ
共
刻
本
と
て
も
日
を
追
ふ
て
散
逸
に
流

れ
終
に
は
述
を
斯
文
壇
に
絶
す
る
憂
な
き
に
あ
ら
す
。
依
て
弊
害
屋
絃
に
同
氏
著
作
を
刊
行
せ
ん
と

し
、
先
そ
の
刻
本
中
世
に
稀
な
る
も
の
よ
り
し
て
、
之
を
美
麗
好
尚
の
冊
子
に
綴
り
練
々
登
行
す
。

大
方
博
雅
の
君
子
弊
害
屋
の
微
衷
を
容
れ
、
愛
書
の
榮
を
賜
ら
ん
こ
と
を
。
出
版
者
謹
白

こ
れ
は
武
蔵
屋
本
刊
行
の
総
論
的
宜
言
で
あ
っ
て
、
抱
負
の
在
る
虐
を
表
は
し
て
ゐ
る
。
「
冊
に
稀
な
る
も

の
よ
り
し
て
」
と
あ
る
の
は
、
「
天
智
天
皇
L

「
十
二
段
」
が
初
め
て
出
た
時
、
之
を
紹
介
し
た
朝
日
新
聞
（
ニ

ニ
・
ー
ニ
•
三
）
に
、
「
成
る
べ
く
世
に
そ
の
類
本
少
き
も
の
よ
り
探
べ
る
に
や
」
云
々
と
あ
っ
て
、
賞
時
の
出

版
方
針
が
そ
こ
に
あ
っ
た
こ
と
を
窺
へ
る
が
、
底
本
探
求
の
困
難
は
、
必
中
し
も
方
針
通
り
に
遂
行
す
る
こ

左
記
の
原
本
御
所
持
の
方
有
之
候
は
ゞ
常
時
の
市
債
を
以
て
御
譲
受
を
願
ひ
度
又
御
秘
蔵
の
も
の
な

ら
ば
、
相
嘗
の
窮
字
料
を
呈
し
て
拝
借
致
度
候
に
付
左
へ
向
御
通
知
被
下
度
候

と
を
許
さ
な
か
っ
た
。

（
二
三
•
4ハ
・
ニ0

「
＋
二
段
」
三
版
、
後
付
）



夕

跡
追
一
段
物

霧

阿

波

鳴

渡

こ
の
時
武
蔵
屋
は
既
に
舟
五
六
篇
の
近
松
物
を
出
し
て
居
り
、
殊
に
廿
三
、
四
年
の
二
年
間
は
、
矢
織
早

に
、
そ
れ
を
出
し
た
時
で
あ
る
か
ら
、
そ
ろ
／
＼
材
料
の
訣
乏
に
銀
し
む
に
至
っ
た
の
で
あ
ら
う
。

我
等
近
松
翁
浮
瑠
璃
の
印
行
に
志
し
て
よ
り
十
年
に
過
ぐ
、
或
は
蔵
害
家
を
尋
ね
或
は
京
阪
に
求
め

故
紙
堆
哀
よ
り
拾
集
し
て
今
や
漸
く
此
「
近
松
浮
瑠
硝
」
を
完
成
す
る
に
到
り
ぬ
。
是
皆
江
湖
諸
君

日

蓮

お
か
め

奥
兵
衛

碁

盤
太
平
記

聖

徳

太

子

縮

偲

記

同

人

同

人

（
二
四
•IO• 

作 作

同

人

作

卯
月
の
色
上

同

人

作

上

人

記

近
松
門
左
衛
門
作

「
鎗
櫂
三
・
壽
門
松

l

後
付
）

叢

害

紳

田

匿

宮

本

町

五

番

地

九

閣



九

の
賜
物
た
り
。
妥
に
謹
む
で
其
恩
脊
を
謝
す
。
（
二
五
・
叫
•
八
合
本
「
近
松
世
話
浮
瑠
璃
」
例
言
）

こ
れ
は
前
に
も
引
用
し
た
文
句
で
あ
る
が
、
魯
庵
氏
の
所
講
東
奔
酉
走
云
々
に
営
る
底
本
探
求
の
苦
心
の

継
説
で
あ
る
。

本
籍
（
合
本
「
近
松
世
話
淫
瑠
璃
」
二
巻
を
云
ふ
）
集
録
す
る
虐
、
二
十
三
種
（
寅
は
廿
四
篤
）
他
に
卯
月

色
上
、
二
十
五
同
忌
及
び
千
日
寺
心
中
あ
り
と
い
へ
ど
も
未
た
原
本
を
得
ざ
れ
ば
、
之
を
省
き
っ
。

批
の
蔵
書
家
願
く
ば
共
秘
本
の
謄
窮
を
本
舗
に
許
す
あ
ら
ば
共
幸
や
大
な
り
。
（
同

（
版
刊
害
目
の
あ
と
に
）

右
の
外
誌
千
日
寺
心
中
悶
霜
二
十
五
同
忌
等
頗
る
疑
は
し
き
も
の

多
か
れ
ば
此
際
之
を
識
者
に
正
し
て
出
来
る
丈
完
備
せ
ん
と
欲
す
れ
ど
も
弊
舗
猶
得
ざ
る
も
の
少
か

．
 

ら
す
。
世
の
装
侠
者
弊
舗
の
微
意
を
帯
助
し
て
秘
蔵
の
借
覧
を
允
し
｀
或
は
之
が
紹
介
を
せ
ら
る
る

あ
ら
ば
幸
甚
。

（
廿
五
年
頃
の
諸
巻
後
付
）

上
）



こ
の

I

前
後
ニ
ケ
虐
脱
葉
」
と
あ
る
「
夕
霧
l

の
訣
文
は
、

こ
の
版
で
一
さ
つ
て
、
第
一
頁
の
下
牛
よ
り
第

（
二
四
・
九
•
1
0、

7

冥
途
飛
脚
・
タ
霧
阿
波
鳴
渡
」
前
付
）

子
の
震
も
必
す
や
、
ま
た
苔
下
に
莞
爾
た
ら
む
。

本
篇
夕
霧
阿
波
の
鳴
渡
は
極
め
て
珍
本
に
し
て
．
世
之
を
偲
ふ
る
頗
る
稀
な
リ
。
左
れ
ば
四
方
を
捜

索
し
て
、
漸
く
一
本
を
得
た
れ
ど
前
後
＝
ー
ケ
虞
脱
葉
あ
る
を
も
て
、
治
く
江
澗
の
蔵
害
家
及
び
院
本

癖
の
人
々
に
質
し
た
れ
ど
終
に
共
片
影
た
に
認
む
る
を
得
す
、
本
舗
深
く
之
を
惜
し
む
と
雖
も
、
又

是
れ
巣
林
子
屈
指
の
名
作
た
と
ひ
鋏
く
る
虚
あ
る
も
照
成
の
璧
空
し
く
共
光
を
箱
む
る
を
欲
せ
ざ
れ

ば
是
を
活
字
に
し
て
、
廣
く
江
澗
の
識
者
に
数
を
乞
は
ん
と
す
。
四
方
の
諫
者
幸
に
原
本
を
蔵
し
給

は
ゞ
又
共
書
の
在
る
虚
を
知
り
給
は
ゞ
、
乞
ふ
本
舗
の
腐
め
に
紹
介
し
て
以
て
訣
を
柚
は
し
め
よ
。

是
獨
り
本
舗
の
幸
と
す
る
の
み
な
ら
す
、
今
日
の
文
學
界
を
碑
益
す
る
虞
あ
る
は
勿
論
、
近
松
集
林

謹

告

四

方

諸

老

苦
心
、
焦
慮
の
あ
と
、
藍
K

た
る
も
の
が
あ
る
。

九
四



九
五

二
頁
の
初
め
四
行
ば
か
り
と
、
第
廿
五
頁
の
末
尾
か
ら
、
最
終
迄
の
三
頁
ば
か
り
と
で
あ
る
。
廿
五
年
四
月

に
出
た
こ
の
巻
の
再
版
本
も
鉄
文
の
ま
4

で
．
「
謹
告
四
方
諸
疹
」
が
つ
い
て
ゐ
る
。

夕
霧
阿
波
鳴
渡
は
稀
世
の
珍
本
な
る
を
も
て
批
に
脱
葉
の
ま
さ
乞
上
梓
し
、
治
く
世
の
蔵
書
家
に
柚

鉄
を
求
め
た
り
し
に
、
妥
に
殆
ど
一
年
に
垂
ん
と
し
て
、
漸
く
一
本
を
得
て
之
に
依
て
共
鋏
け
た
る

を
完
ふ
し
以
て
江
淵
の
脊
顧
に
負
か
ざ
る
を
得
た
り
。
是
獨
り
弊
舗
の
幸
の
み
な
ら
す
、
江
湖
も
亦

此
絶
代
の
完
璧
に
接
し
て
焙
々
た
る
も
の
多
か
ら
む
。
而
し
て
此
施
恩
者
は
鶴
澤
清
次
郎
氏
。

こ
の
「
夕
霧
L

完
本
の
登
見
報
告
文
を
載
せ
た
「
百
合
若
．
潤
色
」
初
版
に
は
、
そ
の
「
夕
霧
」
の
柚
文

第
一
、
二
頁
の
全
文
と
．
第
廿
五
頁
よ
り
最
終
の
廿
九
頁
迄
と
を
添
付
し
て
あ
る
。
待
望
の
完
本
を
奉
晉
見
す

る
や
否
や
、
そ
の
篇
の
重
版
を
出
す
の
を
待
ち
き
れ
な
い
で
最
近
に
出
し
た
別
な
こ
の
巻
に
、
取
り
敢
へ
す

鋏
文
た
け
を
添
釉
し
た
の
で
あ
る
。
；
夕
霧
」
が
首
尾
全
く
印
行
さ
れ
た
の
は
、
廿
六
年
八
月
に
旧
た
第
一
二
次

版
か
ら
で
あ
る
。
褻
見
報
告
文
は
そ
の
頃
に
出
た
他
の
諸
巻
に
も
散
見
す
る
。
よ
ほ
ど
賂
し
か
っ
た
も
の
と

（
二
五
・
七
•
一
九
「
百
合
若
．
卯
月
潤
色
」
後
付
）



見
ゆ
る
°
底
本
探
求
の
個
み
、
不
完
本
を
得
て
取
り
敢
へ
す
そ
れ
を
版
行
せ
中
に
は
居
ら
れ
な
か
っ
た
已
み

難
い
執
心
、
そ
れ
に
も
拘
ら
す
猶
且
そ
れ
に
安
住
し
切
れ
な
い
で
、
更
に
完
本
を
も
と
め
て
巳
ま
な
か
っ
た

焦
慮
、
而
し
て
最
後
に
志
が
酬
い
ら
れ
て
、
と
う
／
＼
完
本
に
巡
り
逢
っ
た
欣
喜
雀
躍
の
朕
、
盛
く
目
賭
す

る
が
如
く
で
あ
っ
て
、
世
の
賣
り
さ
へ
す
れ
ば
能
事
足
り
る
書
雖
流
者
の
類
で
な
い
こ
と
が
、
は
つ
き
り
と

見
ら
る
＼
。
「
文
學
界
を
碑
益
す
る
虞
」
あ
ら
ん
と
云
ふ
も
、
「
江
澗
嫁
た
た
る
も
の
多
か
ら
ん
」
と
云
ふ
も
、

出
版
廣
告
文
の
常
套
語
で
あ
る
が
こ
の
場
合
は
空
虚
な
一
片
の
群
雌
で
な
く
，
近
松
翁
が
地
下
に
莞
爾
た
ら

（
二
四
•
1
0
•三
一

(
7
潤
色
」
）
は
、
「
夕
霧
L

と
共
に
、
前
に
も
屡
々
畠
て
来
た
待
望
の
探
求
本
で
あ
っ
た
。

卯
月
の
潤
色
は
深
川
の
蔵
書
家
西
田
氏
の
秘
蔵
に
し
て
、
之
を
紹
介
せ
ら
れ
し
は
闘
根
ロ
ハ
誠
先
生
な

「
卯
月
の
色
上
」

ど
も
、
終
に
得
る
こ
と
能
は
中
。

合
已
刊
書
日
中
の
「
卯
月
の
紅
葉
」
の
あ
と
に
）

「
氷
の
判
日
・
歌
念
佛
」
後
付
）

但
し
後
日
の
色
上
は
原
本
を
治
＜
蔵
書
家
に
質
し
た
れ

ん
と
い
ふ
も
、
如
何
に
も
そ
の
通
り
だ
と
首
肯
る
~
o

九
六



き
一
鉗
の
佳
話
で
あ
る
。

九
七

り
。
妥
に
容
易
に
共
秘
本
を
上
梓
す
る
を
允
さ
れ
し
二
氏
の
好
意
を
謝
す
。

「
潤
色
」
も
「
夕
霧
」
と
併
ん
で
、
探
求
一
年
餘
に
し
て
、
苦
心
が
酬
い
ら
れ
た
。
日
を
同
う
し
て
語
る
べ

本
書
傾
城
吉
岡
染
は
弊
舗
が
翁
の
著
書
出
版
に
着
手
以
来
、
専
心
捜
索
す
る
こ
と
多
年
漸
く
一
本
を

得
た
り
と
離
も
、
惜
哉
露
食
の
為
め
に
支
離
滅
裂
、
辛
じ
て
推
讀
し
得
る
に
過
ぎ
中
、
加
ふ
る
に
巻

末
敷
葉
を
鋏
く
。
然
り
と
雖
も
、
金
玉
の
文
字
空
し
く
筐
底
に
淡
す
べ
か
ら
す
、
暫
く
原
本
の
儘
を

印
行
し
て
以
て
大
方
の
是
正
を
待
ち
、
併
て
本
書
の
原
本
を
蔵
す
る
の
士
に
共
借
覧
を
許
さ
れ
ん
こ

と
を
希
ふ
。
こ
れ
獨
り
弊
舗
の
幸
の
み
な
ら
す
、
亦
文
弗
上
の
碑
益
少
な
か
ら
ざ
る
べ
じ
。

（
二
九
•
一·
1O• 

「
天
鼓
•
吉
岡
染L
後
付
)

こ
4

に
も
「
夕
霧
」
と
同
じ
ゃ
う
に
、
不
完
本
を
刊
行
し
た
苦
心
の
あ
と
が
残
っ
て
ゐ
る
。
唯
こ
の
巻
は

武
蔵
屋
本
の
最
終
巻
で
あ
っ
て
、
そ
の
刊
行
を
名
残
と
し
て
武
蔵
屋
は
淡
落
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
あ

（
二
五
•
―
―
•1
0
「
百
合
若
・
潤
色
」
後
付
）



は
、
名
朕
す
べ
か
ら
ざ
る
も
の
が
あ
っ
た
。

思
ふ
に
武
蔵
屋
主
人
が
、
斯
う
し
た
探
書
の
希
望
な
り
、
猿
見
の
報
告
な
り
を
、
と
あ
る
巻
頭
叉
は
巻
末

に
附
記
し
た
の
は
．
よ
く
せ
き
苦
し
ん
だ
か
、
餘
り
に
も
媒
し
か
っ
た
か
の
、
獣
つ
て
居
ら
れ
な
い
氣
持
の

き
纏
っ
た
こ
と
で
あ
ら
う
。

古
刻
本
の
仮
名
文
字
を
判
讀
、
醗
字
す
る
苦
心
、
困
難
も
、
底
本
の
蒐
集
の
そ
れ
に
劣
ら
ぬ
も
の
か
あ
っ

た
。
黄
表
紙
、
草
双
紙
の
や
う
な
、
同
じ
仮
名
害
で
も
、
夫
れ
に
相
應
し
た
卑
俗
の
文
章
で
あ
れ
ば
ま
た
し

も
で
あ
る
が
、
近
松
の
作
品
に
は
、
佛
語
、
古
典
の
、
さ
な
き
だ
に
難
解
の
字
句
を
、
無
造
作
に
恨
名
で
害

き
流
し
て
あ
る
の
で
あ
る
。
嘗
時
に
在
つ
て
そ
れ
を
解
繹
し
、

適
嘗
な
文
字
を
嘗
て
餃
め
る
仕
事
の
困
難

魯
庵
氏
は
常
園
寺
に
於
け
る
講
演
の
中
に
、
こ
の
貼
に
言
及
し
て
斯
う
云
つ
て
ゐ
る
。

根
か
郷
絞
持
の
逆
上
屋
で
あ
っ
た
か
ら
、
功
努
は
あ
っ
て
も
、
見
落
さ
れ
る
と
い
ふ
種
類
の
中
に
入

一
端
の
み
で
あ
っ
て
、
か
う
し
た
一
喜
一
憂
は

一
篇
毎
に
、

一
巻
苺
に
、
前
後
を
通
じ
て
武
蔵
屋
本
に
つ

と
に
完
本
焚
見
の
喜
び
が
綾
く
に
至
ら
な
か
っ
た
。

九
八



倒
を
見
て
ゐ
た
も
の
と
思
は
る
4

か
ら
、
思
ふ
に
氏
は
直
接
の
顧
問
格
で
、

九
九

氏
に
疑
問
が
あ
る
や
う
た
黙

つ
て
し
ま
っ
た
け
れ
ど
も
、
功
努
は
功
労
で
、
か
の
讀
み
に
く
い
恨
名
書
を
漢
字
に
す
る
丈
で
も
大

又
、
魯
庵
氏
は
次
の
様
に
も
云
つ
て
ゐ
る
や
う
で
あ
る
。

そ
の
人
（
民
治
）
は
丸
本
の
集
集
に
も
校
訂
に
も
熱
心
で
あ
っ
た
か
、
さ
ま
で
睾
問
が
な
い
の
で
、

魯
庵
さ
ん
か
勧
め
て
、
わ
か
ら
な
い
事
は
饗
庭
箕
村
さ
ん
の
数
を
受
け
さ
し
た
。

（
断
碑
断
脊
ナ
）

高
野
氏
の
筆
録
に
よ
れ
ば
、
箪
村
｀
魯
庵
二
氏
は
併
ん
で
相
談
役
で
あ
り
、
山
口
氏
の
記
述
で
は
、
魯
庵

氏
は
橋
渡
し
で
あ
っ
て
、
算
村
氏
が
獨
り
相
談
に
乗
っ
た
や
う
に
見
ゆ
る
が
、
魯
庵
氏
は
何
と
云
っ
た
の
で

あ
っ
た
の
で
あ
ら
う
か
。
魯
庵
氏
の
言
か
、
そ
の
執
れ
で
あ
っ
た
に
せ
よ
、
廿
五
年
に
出
た
武
蔵
屋
本
の
合

本
「
近
松
枇
話
浮
瑠
璃
」
に
、
氏
は
堂
々
と
近
松
の
藤
術
を
論
じ
た
長
文
の
序
文
を
書
い
て
ゐ
た
り
、
後
の

こ
と
で
は
あ
る
が
、
氏
は
丸
善
の
人
と
な
っ
て
晩
年
に
及
ん
だ
や
う
な
緑
故
が
あ
り
、
嘗
時
か
ら
相
嘗
に
面

翌
庭
箕
村
君
や
自
分
は
何
時
も
共
の
相
談
を
う
け
た
の
で
あ
る
。

（
歌
舞
演
劇
講
話
）

し
た
も
の
で
さ
う
祟
問
の
な
い
男
で
あ
っ
た
か
ら
、

一
々
人
に
相
談
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。



は
、
箕
村
氏
へ
持
つ
て
行
っ
た
と
い
ふ
や
う
な
こ
と
で
あ
ら
う
。

一
々
敷
ふ
る
に
追

あ
ら
す
。
就
中
闘
根
口
／
誠
先
生
．
養
庭
築
村
先
生
、
泣
に
金
澤
の
蔵
書
家
松
岡
恒
太
郎
等
の
諸
君
の

厚
誼
を
辱
ふ
し
た
る
は
、
弊
舗
が
深
く
感
銘
す
る
虚
な
り
、
薮
に
謹
み
て
共
恩
脊
を
謝
す
。

筆
者
が
早
矢
仕
四
郎
翁
に
聴
い
た
談
片
中
に
、
「
武
蔵
屋
本
出
版
中
も
、
計
霊
や
段
取
り
は
、
す
ぺ
て
堂
村

さ
ん
や
得
知
さ
ん
に
よ
つ
て
建
て
ら
れ
て
、
民
治
は
唯
そ
の
指
圏
に
よ
っ
て
動
い
て
ゐ
た
に
過
ぎ
ま
せ
ん
」

と
、
こ
4

に
幸
堂
得
知
氏
の
名
が
出
て
来
る
こ
と
は
前
に
記
し
た
如
く
で
あ
る
。
翁
の
話
の
前
後
に
は
、

丸
善
で
始
め
た
院
本
の
醜
刻
が
、
永
い
問
中
絶
し
た
の
は
、
商
賣
上
う
ま
く
行
か
な
か
っ
た
為
め
に

外
な
0
ま
せ
ん
。
そ
れ
か
明
治
廿
年
代
に
な
っ
て
文
學
復
輿
の
氣
運
に
乗
じ
て
幸
堂
得
知
さ
ん
や
、

養
庭
箕
村
さ
ん
等
の
懲
涌
心
に
よ
つ
て
、
そ
の
人
人
を
顧
問
に
し
て
民
治
が
復
活
す
る
こ
と
に
な
っ
た

と
あ
る
か
ら
、
闘
根
氏
も
闘
係
者
の
一
人
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
か
る
。

弊
舗
院
本
の
醗
刻
に
従
事
し
て
以
来
、
展
々
識
者
の
門
を
敲
き
て
数
を
乞
へ
り
。

廿
九
年
二
月
の
「
近
松
時
代
浮
瑠
璃
」
の
例
言
に
は

1
0
0
 



と
あ
っ
て
、
築
村
氏
と
並
ん
で
得
知
氏
の
名
が
反
覆
さ
れ
て
ゐ
る
。
そ
れ
に
し
て
は
民
治
の
手
記
や
、
魯
庵

氏
の
講
演
の
中
に
、
得
知
氏
か
出
て
来
な
い
の
は
不
思
議
で
あ
る
が
、
如
何
に
も
氏
の
顔
が
出
て
来
さ
う
な

場
面
で
は
あ
る
。
民
治
の
手
記
中
に
「
厘
人
識
者
の
門
を
敲
き
て
数
を
乞
へ
り
、
一
々
敷
ふ
る
に
追
あ
ら
す
L

と
あ
る
の
を
見
る
と
、
数
を
乞
う
た
の
は
程
度
問
題
で
あ
っ
て
、

で
あ
ら
う
。

そ
れ
等
の
大
家
連
の
應
援
が
あ
っ
た
に
拘
ら
ナ
、
時
代
が
時
代
で
あ
る
の
で
、
校
訂
、
醜
字
の
業
は
、
猶

更
痒
い
虚
に
手
が
届
く
と
い
ふ
繹
に
は
行
か
な
か
っ
た
。
或
る
字
句
に
逢
着
し
て
、
願
問
連
に
、

は
と
首
を
傾
け
ら
る
4

と
、
そ
れ
以
上
に
は
奈
何
と
も
す
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
。
明
治
廿
四
年
十
二
月

の
7

近
松
世
話
浮
瑠
聘
」
の
緒
言
に
は
斯
う
害
い
て
あ
る
。

の
か
、
武
蔵
屋
本
だ
と
い
ふ
こ
と
に
な
り
ま
す
。

1
0
 

こ
の
外
に
も
何
人
か
の
闘
係
者
が
あ
る
の

さ
ア
そ
れ

原
板
印
行
既
に
遠
く
、
改
版
ま
た
重
な
る
を
以
て
大
に
明
瞭
正
確
を
鋏
き
、
共
間
ま
4

疑
ふ
虚
多
し

と
雖
も
、
漫
り
に
栖
劣
の
識
を
以
て
改
宣
を
加
ふ
る
は
罪
頗
る
大
な
る
を
以
て
、
綿
て
奮
本
に
従
ふ



て
少
し
も
改
む
る
虞
な
し
、
畢
党
近
松
翁
を
貴
ぶ
の
餘
り
な
れ
ば
、
有
識
の
士
其
誤
れ
る
を
正
し
、

其
足
ら
ざ
る
を
柿
ひ
、
以
て
世
に
幸
せ
よ
、
獨
り
弊
舗
の
為
め
の
み
な
ら
中
、
江
澗
必
中
感
謝
す
る

虐
あ
ら
む
。

原
板
と
い
ひ
、
改
版
と
い
ふ
の
は
、
古
刻
の
院
本
を
謂
ふ
の
で
あ
ら
う
。
字
句
に
疑
は
し
い
筒
所
が
あ
っ

て
も
、
漫
り
に
改
直
を
加
ふ
る
こ
と
は
、
著
作
者
に
敬
意
を
失
す
る
こ
と
に
な
る
か
ら
、
敢
て
せ
ぬ
と
い
ふ

こ
と
＼
有
識
の
士
は
誤
を
補
足
せ
よ
と
い
ふ
こ
と
は
、
聯
か
矛
盾
す
る
や
う
で
あ
る
が
，
そ
れ
は
判
漬
、

酬
字
に
不
安
が
あ
る
こ
と
に
封
す
る
，
申
繹
の
氣
持
の
表
は
れ
で
あ
る
と
讀
ま
る
4

。
事
寅
魯
庵
氏
も
云
つ

て
る
や
う
に
、
武
蔵
屋
本
は
随
分
誤
謬
も
あ
る
し
、
ど
う
し
て
も
判
ら
な
か
っ
た
と
覺
し
き
個
所
は
、
そ
の

ま
上
恨
名
書
で
遺
し
て
あ
る
虚
も
多
く
、
決
し
て
完
成
さ
れ
た
醒
刻
書
で
あ
る
と
い
ふ
こ
と
は
出
来
ぬ
。
然

し
乍
ら
、
今
日
多
数
の
専
攻
者
に
よ
り
、
長
い
時
間
を
鰈
て
研
究
が
蓄
積
さ
れ
、
無
数
の
註
繹
書
が
出
で
来

り
、
「
近
松
語
彙
」
、
「
近
松
戯
曲
用
語
辟
典
」
（
大
近
松
全
集
終
巻
）
と
い
ふ
や
う
な
、
専
門
の
群
書
迄
も
出
来

た
時
代
を
標
準
と
し
て
校
訂
．
醜
字
の
適
否
を
指
摘
し
、
揚
足
を
と
る
や
う
な
批
判
を
す
る
こ
と
は
無
理
で

1
0
 



あ
っ
て
、
さ
う
し
た
幼
稚
な
時
代
に
、
専
門
の
學
者
で
も
な
い
市
井
の
一
書
騨
の
手
に
よ
つ
て
、
こ
れ
丈
の

叢
害
が
提
め
上
げ
ら
れ
た
こ
と
は
、
寧
ろ
驚
嘆
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
れ
丈
に
こ
の
仕
事
に
嘗
つ
て
の
武
蔵
屋

主
人
の
苦
心
は
、
今
日
か
ら
は
到
底
想
像
も
及
ば
ぬ
も
の
が
あ
っ
た
の
で
あ
ら
う
。

武
蔵
屋
本
の
巻
末
に
は
、
厘
々
嘗
時
の
新
聞
、
雑
誌
の
本
書
に
封
す
る
批
評
が
摘
記
さ
れ
て
ゐ
て
、

書
が
如
何
に
泄
人
の
眼
に
映
じ
た
か
の
一
班
を
知
る
資
料
を
提
供
し
て
く
れ
る
。

（
貴
女
の
友
）

武
蔵
屋
本
の
反
齊

1
0
 

こ
の

院
本
の
著
者
に
て
そ
の
名
を
知
ら
れ
た
る
故
人
近
松
門
左
衛
門
氏
が
前
後
著
さ
れ
た
る

院
本
そ
の
類
甚
だ
多
し
と
雖
も
、
日
を
舞
る
の
久
し
き
遂
に
散
訛
し
、
今
日
に
至
り
て
は
殆
ど
時
に
そ

の
述
を
絶
つ
に
至
ら
ん
と
す
。
巽
に
丸
善
近
松
著
作
全
書
と
題
し
、
同
氏
の
著
作
に
係
る
院
本
を
醜
刻

し
、
逐
次
之
を
疲
行
せ
ん
と
計
壷
せ
ら
れ
た
り
し
も
、
時
期
未
だ
至
ら
ざ
り
し
を
以
て
僅
に
六
種
を
上

梓
せ
し
の
み
に
て
中
止
せ
り
。
然
る
に
こ
の
頃
再
び
近
松
翁
叢
書
と
題
し
天
智
天
皇
ト
ニ
段
の
二
本
を



醜
し
て
褻
行
せ
り
。
文
章
と
趣
向
と
は
今
更
多
く
辮
ぜ
す
も
か
た
書
騨
が
時
期
に
投
す
る
の
機
敏
と
漸

く
勝
に
そ
の
跡
を
絶
た
ん
と
す
る
の
今
日
に
此
睾
あ
り
し
を
祝
賀
す
る
な
り
。
（
ニ
ニ
・
―
ニ
・
一
五
）

（
日
本
人
）

英
の
シ
ェ
ク
ス
ピ
ア
ー
は
各
國
共
に
尊
ん
で
古
今
絶
無
の
詞
宗
と
な
す
。
是
れ
何
の
謡
か
。

蓋
し
、
共
意
匠
の
緻
密
迫
紳
に
し
て
語
群
の
穿
餌
な
る
が
為
の
み
。
共
「
シ
ー
ザ
ー
」
「
マ
ク
ベ
ス
L

「
ヲ
セ

ロ
L
等
を
讀
め
ば
、
〗
県
に
数
百
年
前
敷
百
千
里
外
の
人
に
逢
ひ
た
る
感
を
起
す
な
り
。
是
抑
ち
、
幻
ー

i
グ

ス
ピ
ア
ー
の
古
今
に
無
比
な
る
所
以
な
れ
ど
も
、
退
き
て
考
ふ
る
に
未
だ
シ
氏
の
著
を
緋
か
ざ
る
に
余

輩
の
多
く
は
既
に
脳
裏
に
共
巧
妙
を
描
く
な
り
。
何
と
な
れ
ば

5
氏
は
各
國
人
一
般
に
賞
揚
す
る
所
な

れ
ば
な
り
。
而
し
て
西
洋
崇
拝
の
熱
度
高
ま
る
丈
け
釜
々
共
巧
妙
を
感
す
る
な
り
。
我
近
松
氏
の
如
き

も
之
を
熟
讀
玩
味
す
る
と
き
は
、
其
意
匠
の
幽
逹
巧
妙
た
る
こ
と
、
質
に

5氏
の
「
シ
ー
ザ
ー
」
「
マ
ク

ベ
ス
」
等
に
劣
ら
ざ
る
も
の
あ
り
。
ロ
ハ
社
會
の
程
度
風
俗
の
差
違
よ
り
し
て
、
彼
れ
が
著
は
王
侯
貴
人

百
代
の
後
に
之
を
愛
誦
し
、
此
れ
が
著
が
空
し
く
東
洋
孤
嶋
中
の
一
部
分
の
人
に
知
ら
る
4

の
み
。
而

し
て
共
中
に
も
既
に
澄
減
に
鯨
せ
ん
と
す
る
も
の
あ
り
、
登
惜
し
む
べ
き
の
至
り
な
ら
す
や
。
早
矢
仕

1
0
四



氏
之
れ
を
憂
ひ
、
逐
次
醜
刻
し
て
之
を
後
泄
に
偉
へ
ん
こ
と
を
計
る
、
美
拳
と
云
ふ
べ
し
。
此
頃
は
西

洋
の
小
説
と
さ
へ
あ
れ
ば
意
匠
も
組
織
も
淡
純
無
味
た
る
者
を
、
尚
且
餓
虎
の
肥
兎
を
争
ふ
如
く
に
賞

讀
し
て
却
て
己
れ
が
國
人
中
幾
等
超
ふ
る
の
著
あ
る
を
知
ら
ざ
る
と
は
、
人
心
程
奇
妙
な
る
者
は
な
し

と
言
ふ
ぺ
し
。
（
二
三
•
-
•
一
八
）

（
朝
日
新
聞
）

平
安
堂
著
作
出
版
を
目
的
と
し
て
そ
の
第
一
番
と
し
て
刊
行
せ
し
も
の
4

由
な
る
が
，

成
る
べ
く
泄
に
そ
の
類
本
少
き
も
の
よ
り
揮
ぺ
る
に
や
、
今
同
は
此
源
氏
十
二
段
と
天
智
天
皇
と
の
二

冊
稜
兌
せ
ら
れ
た
り
。
近
来
日
本
文
學
の
王
政
復
古
と
い
ふ
こ
と
に
て
、

ね
ど
、
矢
鱈
と
編
入
澤
山
の
古
本
に
の
み
目
を
着
け
る
こ
と
が
流
行
す
る
こ
と
な
が
ら
、
同
じ
元
緑
穿

竪
の
道
業
の
中
に
あ
り
て
も
、
此
等
は
誰
あ
り
て
不
の
字
を
言
ふ
も
の
た
か
る
べ
し
、
澤
山
稜
兌
あ
ら

れ
て
好
し
。
（
二
ニ
•1
0
•三
）

1
0
五

一
は
西
洋
祟
拝
を
罵
り
、
他
は
古
典
耽
溺
を
嘲
つ
て
ゐ
る
鉗
照
が
、
そ
つ
く
り
現
代
に
も
嘗
て
餃
る
の
が

漫
ろ
に
微
笑
ま
る
4

。
「
日
本
人
」
子
の
沙
翁
買
被
り
論
は
、
嘗
否
は
別
と
す
る
も
、
鹿
鳴
館
で
貴
凱
椒
女
が

ヘ
ク
な
屑
屋
が
顆
市
に
あ
ら



踊
り
狂
っ
た
苦
々
し
い
時
代
が
時
代
で
あ
る
の
で
、
相
嘗
思
ひ
切
っ
た
一
個
の
議
論
で
あ
る
と
云
ひ
得
る
。

（
學
の
花
）

誰
か
言
ふ
日
本
の
文
學
は
幼
也
と
。
然
れ
ど
も
笑
ぞ
知
ら
ん
。
東
洋
の
シ
ェ
ク
ス
ピ
ア
ー

を
以
て
目
す
る
も
、
過
評
に
非
る
べ
き
近
松
翁
は
幾
多
の
名
著
を
存
し
て
、
今
や
盆
す
日
本
國
内
共
墜

名
赫
々
た
ら
ん
と
は
。
看
よ
翁
が
著
作
、
讐
へ
ば
浮
瑠
璃
の
如
き
に
於
て
す
ら
、
尚
能
く
人
を
感
動
せ

し
め
て
、
彼
の
寄
席
に
義
太
夫
師
か
幾
多
の
人
々
を
喜
嘆
せ
し
む
る
に
非
す
や
。
共
濃
淡
粗
牲
或
は
喜

ぶ
べ
く
、
愛
す
べ
く
、
或
は
痛
む
べ
く
悲
し
む
べ
き
も
の
あ
り
て
、
氣
韻
の
清
秀
純
逸
な
る
寅
に
日
本

特
有
の
名
文
と
い
ふ
べ
し
°
シ
ェ
ク
ス
ピ
ア
ー
の
「
オ
セ
ロ
L

何
か
あ
ら
ん
。
リ
ッ
ト
ン
の
「
ク
レ
ム

ベ
ス
」
又
何
か
あ
ら
ん
。
吾
人
は
如
何
に
し
て
も
世
に
翁
の
著
作
を
讀
過
し
て
必
中
一
掬
の
熱
涙
を
揮

は
ざ
る
が
如
き
無
軸
経
の
も
の
あ
る
べ
き
と
信
す
る
能
は
ざ
る
た
り
。
さ
り
な
が
ら
、
憾
む
ら
く
は
ロ
ハ

此
名
著
に
し
て
終
に
東
洋
孤
嶋
の
一
部
に
知
ら
る
4

の
み
。
加
ふ
る
に
、
共
中
に
て
も
幾
ん
ど
澄
滅
に

垂
ん
と
し
た
る
も
の
な
き
に
非
す
。
登
惜
し
む
べ
き
の
こ
と
に
非
す
や
。
偶
々
早
矢
仕
氏
之
を
嘆
き
綾

々
出
版
し
て
博
く
世
に
流
布
せ
ん
と
す
、
共
學
や
飼
に
美
な
り
。
只
翁
の
著
は
孔
子
の
春
秋
能
く
後
進

1
0
六



れ
て
は
如
何
。
（
二
七
•
五
・
ニ
―
)

（
小
日
本
）

美
畢
呼
は
り
は
、
我
意
を
得
た
も
の
で
あ
る
。

の
一
筆
を
だ
に
加
ふ
べ
か
ら
ざ
る
も
の
、
却
つ
て
彼
此
批
評
す
る
は
吾
人
が
本
意
に
非
す
。
氏
が
美
學

と
倶
に
、
翁
の
傑
著
た
る
こ
と
幾
ど
讃
酢
に
苦
し
ま
ん
と
す
。
（
二
三
．
―
-
）

1
0
七

こ
れ
は
宛
然
た
る
「
日
本
人
」
の
口
吻
で
あ
っ
て
、
斯
う
並
べ
て
見
る
と
お
里
が
知
れ
る
が
、
武
蔵
屋
本
の

近
松
の
浮
瑠
聘
が
、
今
日
の
芝
居
に
な
ら
ぬ
と
て
攻
撃
す
る
は
、
年
日
の
戦
が
斬
り
合
ひ
で

あ
り
し
と
て
笑
ふ
や
う
な
も
の
、
野
暮
の
野
暮
の
骨
頂
な
り
。
近
松
以
後
、
こ
れ
程
の
文
章
は
果
し
て

誰
が
〗
呉
似
致
せ
し
ゃ
。
馬
琴
と
て
三
舎
を
避
く
る
を
，
況
や
共
外
を
や
。
先
に
泄
話
物
を
一
冊
と
な
し

今
又
時
代
物
を
一
冊
と
な
す
。
賓
に
文
學
者
必
携
と
云
ふ
べ
し
。
櫻
痴
、
睾
海
諸
氏
チ
ト
此
本
を
讀
ま

こ
れ
は
合
本
「
近
松
時
代
浄
瑠
聘
」
（
自
正
徳
五
年
十
一
月
至
享
保
四
年
二
月
、
焚
行
二
七
•
四
・
ニ
四
）
が
出

た
時
の
批
評
文
で
あ
る
。
「
先
に
世
話
物
を
一
冊
と
な
し
」
は
合
本
二
冊
の
誤
り
で
あ
る
が
、
筆
鋒
の
銑
い
虚

か
ら
見
て
、
こ
の
一
文
は
嘗
時
の
編
輯
者
正
岡
子
規
の
筆
に
成
る
も
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。



（
東
京
新
報
）

従
吾
所
好
、
共
二
十
三
、
抱
一
庵
主
人
昨
暑
熱
俄
か
に
加
は
る
午
下
任
意
の
文
を
取

り
、
罷
む
で
喫
孝
一
碗
せ
ん
と
す
る
時
剌
を
適
す
る
も
の
あ
り
、
延
て
見
る
に
老
撲
閑
雅
の
人
哀
蒸
た

る
一
本
を
余
に
致
し
膝
を
進
め
て
日
ふ
、
先
生
余
が
十
年
の
丹
精
を
味
へ
よ
と
。
把
て
之
を
維
く
に
、

ア
ヽ
是
れ
巣
林
子
一
代
の
作
の
う
ち
其
所
謂
世
話
物
大
概
を
網
羅
せ
る
も
の
問
は
中
し
て
知
る
此
人
是

れ
叢
書
閣
の
主
人
早
矢
仕
民
治
氏
な
る
を
。
天
下
快
事
勘
か
ら
す
。
然
れ
ど
も
害
碑
の
一
向
に
利
に
奔

ら
す
懇
ろ
に
逍
書
を
拾
ふ
て
、
之
を
鮮
明
た
る
印
刷
に
上
す
る
を
見
る
ほ
ど
、
吾
徒
心
に
快
き
は
あ
ら

す
。
巣
林
子
の
作
存
す
る
も
の
は
存
し
て
多
く
あ
る
も
、
北
獲
難
き
も
の
に
至
り
て
は
本
邦
に
一
本
を

存
す
る
や
、
将
た
存
せ
ざ
る
や
も
、
圏
ら
れ
ざ
る
た
り
。
早
矢
仕
氏
す
た
は
ち
或
は
遠
く
書
を
遠
國
の

古
藷
に
飛
ば
し
て
之
を
索
め
、
或
は
素
封
の
家
の
秘
庫
に
就
き
之
を
謄
窮
し
｀
拮
据
勉
酒
薮
に
十
年
を

費
し
て
世
話
物
二
十
三
種
を
纂
め
、
わ
っ
か
に
卯
月
の
潤
色
（
此
害
今
は
原
本
を
得
て
出
版
せ
り
）
笠
屋

三
膀
茜
屋
半
七
二
十
五
同
忌
上
巻
．
助
六
千
日
寺
心
中
の
三
本
を
鋏
く
を
憾
み
と
す
る
の
み
、
共
志
寅
に

多
と
す
る
に
足
る
。
方
今
の
文
家
が
動
も
す
れ
ば
、
泄
人
の
嘲
笑
を
招
く
の
原
は
堅
質
の
志
に
乏
し
き

1
0
八



1
0
九

に
由
る
つ
ね
に
多
き
な
り
、
ア
、
文
を
取
る
も
の
に
し
て
文
を
版
す
る
も
の
に
如
か
ざ
る
ぺ
け
ん
や
。

主
人
癖
し
鯨
る
と
き
、
余
は
階
段
に
立
ち
共
後
背
を
望
み
慨
焉
た
る
も
の
之
を
久
う
す
。
（
二
五
•
七
•
五
）

こ
の
民
治
が
携
へ
て
抱
一
庵
を
訪
う
た
「
哀
然
た
る
一
本
は
、
合
本
7

近
松
世
話
浮
瑠
璃
L

（
自
元
緑
十
三

年
至
賓
永
五
年
）
で
あ
っ
た
と
思
は
る

J
J「
老
撲
閑
雅
」
は
唯
四
字
の
み
で
あ
る
が
、
今
日
窃
餌
す
ら
残
っ

て
ゐ
な
い
民
治
の
風
貌
を
描
窮
し
た
唯
一
無
二
の
記
録
文
字
と
し
て
珍
重
す
べ
き
で
あ
る
。
「
十
年
の
丹
精
L

「
拮
据
勉
焉
絃
に
十
年
」
と
十
年
が
二
度
迄
繰
り
返
へ
さ
れ
て
ゐ
る
こ
と
、
未
牧
の
三
本
の
題
目
が
學
げ
ら
れ

て
ゐ
る
こ
と
等
は
、
こ
の
合
本
の
巻
頭
に
あ
る
例
言
か
ら
来
て
ゐ
る
こ
と
が
窺
へ
る
が
、
近
松
の
作
品
の
或

者
が
稀
本
と
な
っ
た
條
り
、
利
に
奔
ら
中
に
、
懇
ろ
に
逍
書
を
拾
ふ
て
云
々
の
一
項
た
ど
、
抱
一
庵
を
相
手

に
民
治
が
掻
き
口
説
い
た
口
吻
の
反
映
で
あ
る
と
思
は
る
4

の
も
懐
し
い
。
そ
れ
に
し
て
も
、
抱
一
庵
が
民

治
の
出
版
良
心
を
も
強
く
稲
揚
し
て
ゐ
る
の
は
、
我
等
武
蔵
屋
本
賞
に
取
っ
て
媒
し
い
阪
り
で
あ
る
。

、
、
畜
畜

未
牧
本
の
中
に
「
卯
月
潤
色
」
の
目
を
畢
げ
、
括
弧
し
て
、
「
此
書
今
は
原
本
を
得
て
出
版
せ
り
L

と
記
し

て
あ
る
の
は
、
一
寸
注
目
を
惹
く
。
こ
の
合
本
の
出
版
は
二
五
•
四
•
八
附
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
時
「
潤
色
」



は
未
牧
本
で
あ
っ
て
、
共
の
旨
を
他
の
二
篇
と
共
に
例
言
に
記
し
た
が
、
民
治
は
こ
れ
を
抱
一
庵
に
示
し

て
「
斯
う
記
し
て
居
ま
す
が
、
こ
の
内
「
潤
色
」
は
、
や
っ
と
探
し
出
し
て
師
に
出
版
し
ま
し
た
L

と
語

っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
「
潤
色
」
の
初
版
（
「
白
合
若
大
臣
」
と
合
巻
）
の
日
付
は
二
五
•
七
•
一
九
と
な
っ

て
居
つ
て
、
民
治
の
抱
一
庵
訪
問
（
記
事
は
七
月
五
日
付
で
、
昨
と
あ
る
か
ら
、
七
月
四
日
の
こ
と
で
あ

る
と
思
は
る
人
）
よ
り
後
の
こ
と
で
あ
る
。
別
に
、
表
紙
に
は
「
今
宮
心
中
」
の
み
の
題
目
が
あ
っ
て
、

内
容
は
こ
の
「
潤
色
L

が
添
付
さ
れ
て
ゐ
る
版
が
あ
っ
て
、
奥
付
を
峡
い
で
ゐ
る
が
、
7

夕
霧
」
と
「
潤
色
L

と
の
原
本
を
疲
見
し
た
附
記
の
あ
と
に
「
辰
年
（
廿
五
年
）
七
月
」
と
あ
る
か
ら
、
そ
の
月
の
出
版
で
あ
る

と
推
定
す
る
外
は
無
い
の
で
、
前
掲
の
重
版
書
目
に
は
、
恨
り
に
七
月
十
九
日
付
の
初
版
本
を
こ
の
篇
の

祖
出
と
し
、
「
今
宮
」
に
添
付
本
を
第
二
次
本
と
し
た
の
で
あ
る
。
今
、
七
月
四
日
の
記
事
に
「
巳
に
出
版

ぜ
り
ご
と
あ
る
の
は
、
そ
の
十
九
日
付
の
初
版
本
で
は
な
い
か
ら
、
或
は
「
今
宮
」
本
が
第
一
次
本
で
、

七
月
祠
に
出
た
の
で
は
な
い
か
。
尤
も
斯
う
し
た
談
片
の
斯
う
し
た
記
録
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
「
已
に
出

版
の
準
備
中
だ
」
と
い
ふ
程
度
の
話
が
「
出
版
せ
り
」
と
な
っ
た
の
か
も
知
れ
ぬ
か
ら
、
必
し
も
と
つ
こ

―1
0
 



に
取
る
わ
け
に
も
行
か
ぬ
。
（
こ
の
書
今
は
原
本
を
得
て
出
版
せ
り
）
と
あ
る
は
、
抱
一
庵
の
一
文
を
武
蔵

屋
本
に
採
録
す
る
に
嘗
つ
て
、
民
治
が
挿
入
し
た
字
句
で
あ
る
か
も
知
れ
ぬ
。

そ
の
他
、
「
吾
人
は
今
世
の
文
學
者
が
此
等
の
害
を
渉
狐
せ
ん
こ
と
を
切
望
す
」
（
國
民
の
友
）
、
「
今
ま
酬
刻

害
雖
叢
書
閣
が
近
松
時
代
浮
瑠
璃
を
集
め
て
酬
刻
し
た
る
は
、
蓋
し
泄
話
物
を
措
て
時
代
物
を
脳
む
る
に
は

あ
ら
で
、
飽
く
迄
批
話
物
を
爛
讀
し
た
る
者
を
し
て
、
消
閑
的
に
愛
調
夢
幻
的
の
浮
瑠
璃
を
一
覧
せ
し
め
ん

と
の
意
な
る
べ
し
L

（
同
上
）
、
「
荀
も
日
本
浮
瑠
璃
中
祖
の
文
章
を
知
ら
ん
と
欲
す
る
者
の
座
右
に
鋏
く
べ
か

ら
ざ
る
は
此
書
也
」
（
め
ざ
ま
し
草
）
7

日
本
文
學
の
興
相
を
知
ら
ま
し
く
思
は
ゞ
先
づ
同
害
を
購
讀
す
る
こ
と

宜
し
か
ら
ん
L

（
闘
束
）
、
「
荀
も
斯
文
學
に
志
あ
る
者
は
古
本
屋
に
廣
く
原
本
を
捜
索
す
る
の
煩
を
避
け
座
な

が
ら
に
し
て
翁
の
傑
作
を
見
る
を
得
べ
し
L

（
改
進
新
聞
）
、
「
今
同
猿
行
の
分
に
は
近
松
翁
の
冥
途
飛
脚
と
タ

霧
阿
波
鳴
渡
と
を
合
せ
た
り
。
此
内
阿
波
の
鳴
渡
は
世
間
之
を
蔵
す
る
者
勘
く
、
褻
兌
元
叢
書
閣
四
方
を
捜

索
し
て
や
う
や
く
一
本
を
得
た
れ
ど
惜
ひ
哉
前
後
ニ
ケ
所
脱
棄
し
て
あ
る
事
な
し
。
依
て
完
全
な
る
原
本
を

蔵
す
る
人
あ
ら
ば
、
共
鋏
を
補
は
し
め
ん
こ
と
を
江
湖
に
乞
へ
り
書
碑
の
熱
心
愛
す
べ
し
L
（
同
上
）
、
「
坊
間



一
片
の
事
移
的
な
紹
介
に
止
ま
り
、
深
い
意
味
の
た
い
、
い
4

加
減
な
も

活
版
の
醜
刻
は
質
に
本
書
を
以
て
開
始
と
す
亦
以
て
共
稀
書
な
る
を
知
る
べ
し
」
（
二
六
新
聞
）
・
「
方
今
文
苑

新
著
佳
作
棟
に
充
つ
。
而
し
て
丸
善
武
蔵
屋
二
害
店
の
殊
に
此
書
を
刊
行
す
る
者
故
な
し
と
謂
ふ
べ
か
ら
さ

る
な
り
乞
報
知
新
聞
）
等
、
そ
れ
ん
＼
提
灯
を
持
つ
て
居
り
、
又
「
叢
書
閣
に
て
は
豫
て
近
松
翁
浮
瑠
璃
本
の

出
版
に
従
事
し
、
既
に
数
十
種
を
出
版
し
て
冊
の
喝
釆
を
博
し
た
る
が
（
中
略
）
髄
裁
は
何
れ
も
前
出
版
の

分
に
劣
ら
す
美
本
な
り
」
（
大
阪
東
雲
新
聞
）
、
「
奇
麗
に
丸
本
を
印
刷
し
共
道
の
人
を
喜
ば
し
む
る
武
蔵
屋
は

近
松
翁
の
作
を
大
抵
稜
兌
し
、
他
の
名
手
の
作
に
係
る
も
の
を
印
刷
す
る
に
至
れ
り
｀
今
度
摺
り
出
せ
し
は

大
塔
宮
噂
鎧
な
り
次
に
出
づ
る
は
何
な
り
や
」
（
東
京
新
報
）
、
「
相
も
菱
ら
中
製
本
美
麗
」
（
同
上
）
な
ど
、
装

禎
の
美
し
さ
を
稲
美
し
て
ゐ
る
者
も
勘
く
な
い
。

こ
れ
等
の
批
評
文
の
中
に
は
、

の
も
無
い
で
は
な
い
が
、
営
時
こ
の
叢
書
の
刊
行
が
、
或
程
度
存
在
を
認
識
さ
れ
、
相
裳
の
反
密
を
受
け
た

朕
況
を
窺
ふ
こ
と
が
出
来
る
。

前
に
述
べ
た
、
多
稲
多
様
の
模
倣
本
の
績
出
も
、
武
蔵
屋
本
が
常
時
に
も
て
囃
さ
れ
た
朕
況
を
想
像
せ
し



む
る
資
料
で
あ
る
。
漱
石
の
「
猫
」
の
あ
と
の
、
「
我
輩
は
何
と
か
で
あ
る
」
の
流
行
、
「
綾
不
如
鐸
J
"

「
新
金

色
夜
叉
」
の
類
の
績
出
は
、
そ
の
大
部
分
が
内
容
、
外
観
共
に
と
る
に
足
ら
ぬ
俗
悪
な
三
文
版
に
過
ぎ
な
い

も
の
で
、
ど
う
せ
原
著
の
人
氣
の
餘
勢
を
借
り
や
う
と
す
る
程
の
出
版
物
に
、
賓
質
的
な
債
値
な
ど
が
あ
り

や
う
は
無
い
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
等
模
倣
本
の
種
類
及
び
謎
は
、
原
著
の
人
氣
に
比
例
す
る
と
い
ふ
見
方
か

ら
、
そ
の
原
著
の
猿
表
嘗
時
に
於
け
る
人
氣
を
潮
つ
て
測
定
す
る
資
料
と
し
て
、

り
、
興
味
が
あ
る
。
曾
つ
て
筆
者
は
正
岡
子
規
の
文
献
を
漁
つ
て
、
だ
ん
／
＼
菓
め
て
見
る
と
、
そ
れ
迄
氣

に
も
留
め
な
か
っ
た
「
子
規
名
句
集
」
と
い
っ
た
や
う
な
俗
害
の
種
類
の
多
い
の
に
驚
い
た
。
子
規
の
俳
句

は
、
自
選
の
「
瀬
祭
書
屋
俳
句
帖
抄
」
碧
梧
桐
・
虚
子
選
の
「
子
規
句
集
」
、
「
子
規
全
集
」
の
俳
句
篇
、
乃
至

は
ぶ
志
山
落
木
よ
り
L

等
の
櫂
威
あ
る
句
集
が
あ
れ
ば
事
足
り
る
の
で
あ
っ
て
、
多
種
の
「
名
句
集
」
の
存

在
は
何
の
役
に
も
立
つ
も
の
で
な
い
が
、
俳
句
に
於
け
る
子
規
の
影
響
が
波
及
し
た
廣
さ
と
，
深
さ
と
を
計

る
尺
度
と
し
て
、
捨
て
難
い
も
の
と
恩
は
れ
、
事
賓
筆
者
は
俗
版
句
集
の
蒐
集
に
よ
っ
て
、
子
規
の
偉
大
な

る
一
面
を
．
新
に
装
見
し
た
の
で
あ
っ
た
。
ュ
丸
本
の
讀
め
る
も
の
ヽ
恰
ど
無
か
っ
た
常
時
の
こ
と
故
、
文
學

~ 
害
誌
學
的
な
意
義
が
あ



る
数
篇
に
、
第
五
版
と
あ
る
の
を
見
る
外
、
概
ね
初
版
で
終
つ
て
ゐ
る
ら
し
い
。

界
に
貢
献
す
る
こ
と
一
通
り
で
な
か
っ
た
。
文
學
育
年
は
必
中
一
本
を
机
上
に
置
く
と
い
ふ
有
様
で
あ
っ

た
L

と
、
魯
庵
氏
は
武
蔵
屋
本
が
持
て
囃
さ
れ
た
朕
況
を
語
っ
て
ゐ
る
が
、
模
倣
本
綾
出
の
事
寅
は
、
さ
も

あ
っ
た
ら
う
と
，
そ
れ
を
裏
害
き
す
る
こ
と
に
役
立
つ
て
ゐ
る
。

重
版
の
径
路
を
見
る
こ
と
も
、
こ
の
袈
書
が
流
布
さ
れ
た
程
度
を
知
る
手
が
4

り
と
な
る
。
筆
者
か
知
る

限
り
、
武
蔵
屋
本
の
重
版
は
前
記
の
如
く
で
あ
っ
て
、
「
慧
八
卦
柱
暦
」
「
重
井
筒
」
「
出
世
景
清
」
の
第
六
版
迄

出
し
て
ゐ
る
の
を
初
め
と
し
て
、
第
五
版
を
出
し
た
も
の
七
種
、
第
四
版
を
出
し
た
も
の
十
種
に
及
び
、
明

治
廿
六
年
以
後
、
武
蔵
屋
が
凋
落
期
に
入
っ
た
以
後
に
初
版
が
出
た
敷
篇
を
除
け
ば
、
再
、
三
版
を
出
し
て

ゐ
な
い
も
の
が
無
い
。
魯
庵
氏
が
「
賣
れ
る
こ
と
は
賣
れ
た
」
と
云
つ
て
ゐ
る
の
は
、
重
版
を
見
た
ゞ
け
で

も
、
さ
も
あ
っ
た
ら
う
と
首
肯
る
4

の
で
あ
る
。
こ
れ
を
模
倣
本
に
就
て
見
る
に
、
三
一
十
六
佳
撰
」
中
の
或

武
蔵
屋
本
で
も
、
近
松
以
外
の
も
の
は
、
「
大
塔
宮
暖
鎧
」
が
第
三
版
迄
出
て
ゐ
る
他
は
、
皆
初
版
切
り
の

如
く
で
あ
る
。
近
松
物
が
盛
に
重
版
さ
れ
た
廿
四
、
五
年
の
刊
行
で
あ
る
「
心
中
二
つ
腹
帯
、
末
廣
十
二
段
」
、

―
―
四



―
―
五

「
八
百
屋
お
七
．
三
批
二
河
白
道
」
等
が
初
版
で
終
つ
て
ゐ
る
の
は
一
寸
面
白
い
現
象
で
あ
る
。

武
蔵
屋
本
が
逍
し
た
功
績
は
、
讀
書
界
に
資
料
を
提
供
し
て
、
近
松
復
興
の
機
運
を
作
っ
た
こ
と
＼
そ

の
後
に
績
出
し
た
多
数
の
近
松
醜
刻
物
に
、
底
本
を
供
給
し
た
こ
と
の
二
つ
を
敷
へ
得
る
。

高
橋
宏
氏
の
「
近
松
研
究
の
過
去
と
勝
来
の
命
題
」
（
東
京
帝
大
、
演
劇
史
研
究
學
會
編
「
日
本
演
劇
史
論

叢
」
）
に
は
、
近
松
の
作
品
を
、
讀
物
と
し
て
取
扱
ふ
傾
向
が
、
徳
川
時
代
か
ら
存
在
し
た
こ
と
、
享
保
か
ら

文
政
頃
へ
か
け
て
、
近
松
の
多
く
の
作
品
が
、
何
同
と
な
く
、
色
々
の
害
碑
に
よ
っ
て
覆
瑚
さ
れ
、
し
か
も

そ
の
刊
行
に
相
嘗
す
る
年
代
に
は
、
舞
憂
で
再
演
さ
れ
た
と
い
ふ
如
き
證
跡
が
な
い
の
で
、
覆
刻
は
す
べ
て

讀
物
と
し
て
の
需
要
に
應
じ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
訛
い
て
、

明
治
に
在
つ
て
は
逆
に
十
四
年
か
ら
廿
五
年
に
亘
つ
て
出
さ
れ
た
武
蔵
屋
本
の
流
行
が
、
こ
の
風
潮

を
馴
致
し
た
の
で
あ
る
。
武
蔵
屋
本
に
就
て
は
従
来
諸
家
の
研
究
も
多
い
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
こ
4

武
蔵
屋
本
の
功
績



伊

逹

染

手

網

双
は
氷
の
朔
日

懸

八

卦

柱

暦

生

玉

心

中

鎗

櫂

壽

の

門

松

心

中

裔

年

草

歌

念

佛

今

宮

心

中

堀

川

波

の

鼓

卯

月

の

紅

葉

卯

月

の

潤

色

曾

根

崎

心

中

薩

摩

歌

重

井

筒

に
係
る
旨
を
記
し
て
あ
る
。
合
本
の
篇
目
は
左
の
如
く
で
あ
る
。

研
究
會
の
事
業
と
、
高
山
樗
牛
の
近
松
論
で
あ
る
。

に
は
棲
述
し
な
い
。
そ
の
影
響
の
最
大
な
る
も
の
は
、
坪
内
博
士
と
そ
の
一
門
に
よ
っ
て
試
み
ら
れ

た
明
治
廿
三
年
以
降
の
「
延
柘
集
」
の
研
究
、
並
に
そ
の
褻
展
で
あ
る
。
明
治
廿
九
年
以
降
の
近
松

と
述
べ
ら
れ
て
ゐ
る
。

樗
牛
と
武
蔵
屋
本
と
の
闘
係
に
就
て
は
、
華
者
は
知
る
虚
は
な
い
。
逍
遥
博
士
に
は
早
租
田
の
演
劇
博
物

館
に
遺
さ
れ
て
ゐ
る
品
近
松
浮
瑠
璃
」
と
題
す
る
一
巻
が
あ
る
。
黙
色
の
布
表
紙
に
題
策
を
貼
付
け
て
上
記

の
題
目
を
手
記
し
た
も
の
で
あ
る
が
｀
博
士
藷
蔵
の
武
蔵
屋
本
を
合
綴
し
た
も
の
で
、
巻
頭
に
博
士
の
寄
贈

―
―
枚
槍
双
紙

―
―
六



―
―
七

以
上
十
九
篇
、
原
巻
の
表
紙
、
奥
附
等
は
す
べ
て
除
き
去
ら
れ
て
ゐ
る
が
、
紙
質
、
印
字
等
か
ら
、
そ
の

文
中
に
は
朱
筆
叉
は
鉛
筆
等
の
書
入
が
諸
虚
に
見
ら
る
..,10

い
ふ
迄
も
た
＜
博
士
の
手
記
で
あ
る
。
原
文

の
仮
名
書
に
漢
字
を
傍
書
し
、
妥
常
で
な
い
醗
字
を
修
正
し
、
科
白
に
へ
を
付
し
、
句
黙
を
打
ち
、
或
は
傍

線
を
引
い
て
あ
る
な
ど
の
外
、
短
い
感
想
や
、
批
評
を
記
入
し
て
あ
る
。
「
言
々
流
動
」
「
、

…
得
て
妙
」
等
の

文
字
が
到
る
虚
に
見
出
さ
る
＼
。
惜
し
む
に
も
餘
り
あ
る
こ
と
に
は
、
合
本
改
装
の
際
上
部
が
裁
断
さ
れ
て
、

特
に
多
い
上
部
の
空
白
を
利
用
さ
れ
た
書
入
れ
の
、
上
方
三
分
の
一
ほ
ど
が
除
去
さ
れ
、
殆
ど
讀
み
難
く
な

つ
て
居
る
こ
と
で
あ
る
。
博
士
の
手
澤
本
は
、
唯
手
澤
本
で
あ
る
丈
で
も
貴
重
で
あ
る
の
に
、
ま
し
て
や
、

こ
れ
は
近
松
研
究
の
崩
芽
と
も
い
ふ
べ
き
最
も
記
念
す
べ
き
文
字
で
あ
る
の
に
、
心
無
き
取
扱
者
に
依
つ
て

可
惜
疵
物
に
さ
れ
て
仕
舞
つ
て
ゐ
る
の
は
、
取
り
返
へ
し
の
つ
か
ぬ
損
害
で
あ
る
と
云
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。

書
入
の
多
い
の
は
、
「
伊
逹
染
手
網
」
7

今
宮
心
中
L
「
鎗
櫂
三
」
の
詣
篇
で
あ
る
が
、
就
中
「
鎗
櫂
三
」
は
縦

全
部
が
武
蔵
屋
本
で
あ
る
こ
と
は
明
瞭
で
あ
る
。

博

多

小

女

郎

天

の

網

嶋

油

地

獄

ヽ



横
に
害
入
れ
が
し
て
あ
っ
て
、
箪
に
讀
み
流
さ
れ
た
も
の
で
た
く
、
博
士
が
研
究
の
査
料
と
さ
れ
た
痕
跡
が

膝
々
と
し
て
看
取
さ
る
4

。
こ
の
篇
は
近
松
研
究
會
に
於
て
最
初
に
取
扱
は
れ
た
題
目
で
あ
る
が
、
こ
の
春

の
書
入
れ
に
「
不
自
然
」
「
突
然
去
る
」
「
露
骨
」
r

分
ら
ぬ
充
分
」
「
筆
の
オ
か
利
き
す
ぎ
る
」
等
の
文
字
が
諫
ま

る
4

の
を
、
研
究
會
に
於
け
ろ
博
士
の
こ
の
篇
に
闘
す
る
所
詮
と
封
限
す
ろ
と
、
研
究
會
に
出
席
さ
る
4

に

裳
つ
て
、
勉
強
さ
れ
た
テ
キ
ス
ト
が
、
こ
の
一
巻
で
あ
る
こ
と
が
判
か
る
。

、
、
"

こ
の
作
に
不
自
然
（
原
文
に
隣
黙
あ
り
、
以
下
同
じ
）
の
嫌
あ
る
は
否
み
難
し
、
按
ふ
に
年
齢
の
一

0

、、

週
り
も
ち
が
ふ
男
女
の
密
通
と
い
ふ
こ
と
は
、
誰
が
目
に
も
著
し
く
見
ら
る
4

不
自
然
に
て
、
作
者

の
側
よ
り
云
へ
ば
、
面
白
き
解
繹
も
、
新
奇
な
る
趣
向
も
、

の
一
句
は
哀
れ
な
り
、
哀
れ
な
れ
ど
も
不
自
然
の
嫌
は
あ
り
、
不
自
然
な
れ
ど
も

哀
れ
と
思
は
し
む
る
所
、
此
の
作
者
の
腕
な
ら
す
や
C

こ
4

に
挿
み
度
き
念
を
生
す
べ
し
。

げ
に
し
つ
こ
し
と
い
へ
ば
、
川
船
の
條
に
て
、
船
頭
が
言
葉
に
、
「
今
よ
ひ
一
夜
は
お
か
さ
ま
も
胴
切

り
に
し
て
、
旦
那
ど
の
も
こ
ま
ん
＼
に
刻
ん
で
片
づ
け
て
乗
せ
ま
す
る
。
こ
4

ら
は
楷
は
す
踏
ん
ぞ

「
な
つ
か
し
ゃ
」

―
―
八



は
、
何
と
い
ふ
輝
か
し
い
こ
の
叢
害
の
功
績
で
あ
ら
う
。

―
一
九

つ
て
の
た
れ
て
御
座
れ
」
云
々
の
句
、
何
と
や
ら
ん
態
と
ら
し
く
、
近
松
が
平
生
の
技
傾
に
似
ナ
、

こ
4

ら
は
筆
任
せ
の
走
り
書
た
る
べ
し
。

不
自
然
論
、
書
き
な
ぐ
り
高
の
起
原
ぱ
明
か
で
あ
る
。
古
刊
本
を
別
と
し
て
、
嘗
時
武
蔵
屋
本
以
外
に
は
、

資
料
が
無
か
っ
た
こ
と
A

相
侯
つ
て
、
近
松
研
究
會
に
於
け
る
博
士
の
テ
キ
ス
ト
が
、
武
蔵
屋
本
で
あ
っ
た

こ
と
は
、
疑
を
容
る
4

餘
地
か
な
い
。
演
劇
博
物
館
が
蔵
す
る
、
不
具
に
さ
れ
た
見
窄
ら
し
い
こ
の
一
巻
こ

そ
は
、
近
松
研
究
史
上
の
、
何
物
に
も
換
へ
難
き
記
念
碑
で
あ
る
。
而
し
て
そ
れ
が
武
蔵
屋
本
で
あ
る
こ
と

武
蔽
屋
本
を
底
本
と
し
た
後
来
の
醜
閑
近
松
も
の
は
、
獨
り
そ
の
嘗
時
綾
出
し
た
薄
つ
ぺ
ら
た
模
倣
本
の

み
で
は
な
か
っ
た
。
魯
庵
氏
の
詰
演
は
こ
れ
に
就
い
て
興
味
あ
る
話
題
を
遺
し
て
ゐ
る
。

近
松
物
は
そ
の
後
も
刊
行
せ
ら
れ
た
。
か
、
す
べ
て
武
蔵
屋
本
を
底
本
と
し
た
。
博
文
館
が
近
松
全

集
（
帝
國
文
庫
を
い
ふ
）
を
出
し
た
時
、
原
本
が
武
蔵
屋
本
以
外
に
は
無
い
と
思
は
れ
る
の
が
載
つ

て
ゐ
る
。
林
（
早
矢
仕
）
は
博
文
館
本
を
自
分
の
本
と
を
比
較
し
た
。
武
蔵
屋
本
の
誤
っ
た
筒
所
は



で
あ
る
と
か
、
水
谷
さ
ん
の
苦
笑
は
そ
れ
に
酬
ゐ
ら
れ
た
の
で
あ
ら
う
。

そ
の
ま
4

誤
つ
て
ゐ
た
。
林
は
憤
慨
し
て
版
櫂
侵
害
の
訴
訟
を
起
す
と
云
ふ
の
を
、
魯
庵
さ
ん
が
漸

＜
宥
め
て
止
め
さ
せ
た
。
こ
れ
が
魯
庵
さ
ん
が
語
ら
れ
た
要
領
だ
さ
う
だ
。
こ
の
博
文
館
本
の
誤
謬

の
は
な
し
と
、
林
氏
の
怒
っ
た
話
が
聴
く
人
々
を
笑
は
せ
た
の
で
あ
っ
た
。
博
文
館
本
は
水
谷
さ
ん

（
不
倒
）
の
校
訂
に
係
る
。
魯
庵
さ
ん
は
言
こ
4

に
及
ん
だ
時
「
こ

4

に
お
出
の
水
谷
さ
ん
の
名
前

で
あ
る
が
、

い
づ
れ
御
自
身
の
校
訂
で
な
く
、
人
に
や
ら
せ
た
も
の
で
し
や
う
が
」
と
断
ら
れ
た
の

（
断
碑
断
章
）

こ
れ
は
山
口
剛
氏
の
「
近
松
忌
に
陪
す
L

の
一
節
で
あ
る
。
前
に
も
記
し
た
や
う
に
、
山
口
氏
は
自
ら
そ

の
席
に
在
っ
た
の
で
あ
る
が
、
耳
が
慈
い
の
で
．
講
演
が
罷
き
取
れ
す
．
後
に
黒
木
勘
蔵
氏
に
要
旨
を
罷
い

た
の
で
あ
つ
て
、
そ
の
前
の
虞
に
「
内
田
魯
庵
さ
ん
が
お
話
を
た
す
っ
た
。
人
々
が
よ
く
哄
笑
す
る
。
繹
を

知
ら
ぬ
私
も
つ
い
ひ
き
込
ま
れ
て
笑
っ
た
。
魯
庵
さ
ん
が
水
谷
不
倒
さ
ん
を
指
す
。
皆
不
倒
さ
ん
を
顧
る
。

不
倒
さ
ん
は
手
を
棋
い
た
た
り
苦
笑
し
て
ゐ
ら
れ
る
」
と
あ
る
。
魯
庵
氏
が
不
倒
氏
を
椰
楡
し
た
光
景
が
、

―
二
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る。
し
か
し
乍
ら
、
魯
庵
氏
の
舌
鋒
で
苦
笑
さ
せ
ら
れ
た
の
は
、
獨
り
不
倒
氏
の
み
で
は
な
か
っ
た
。
こ
れ
も

列
席
者
の
一
人
で
あ
る
高
野
辰
之
氏
も
、
春
陽
堂
版
「
近
松
門
左
衛
門
全
集
L

の
校
訂
者
の
一
人
で
あ
る
の

、、

で
、
「
す
べ
て
武
蔵
屋
本
を
底
本
に
し
た
L

を
氣
に
し
て
、
そ
の
「
近
松
忌
」
の
記
事
の
中
で
、
ム
キ
に
な
っ

て
魯
庵
氏
に
喰
つ
て
か
4

つ
て
ゐ
る
。
高
野
氏
に
よ
る
魯
庵
氏
講
演
の
筆
記
の
綾
き
に
は
斯
う
害
か
れ
て
ゐ

随
分
間
違
も
あ
っ
て
（
武
蔵
屋
本
を
い
ふ
）
高
野
君
た
ど
に
も
小
言
は
喰
っ
た
。
（
こ
れ
は
翁
の
誤
解

で
あ
る
。
私
な
ど
は
そ
の
頃
や
っ
と
十
三
四
歳
で
、
武
蔵
屋
本
は
十
七
八
歳
の
時
に
始
め
て
見
た
の

で
あ
る
。
さ
う
し
て
間
も
な
く
帝
國
文
庫
の
近
松
浮
瑠
璃
集
が
饗
庭
さ
ん
と
水
谷
さ
ん
の
校
訂
で
三

冊
畠
た
の
で
、
そ
れ
に
よ
っ
て
通
讀
し
た
。
ま
た
武
蔵
屋
本
の
方
が
忠
賓
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
固
よ

り
認
め
て
ゐ
た
が
、
共
の
頃
に
は
も
う
原
本
た
る
正
本
を
見
て
ゐ
た
の
で
、
別
段
武
蔵
屋
本
に
よ
り

も
せ
ナ
、
随
つ
て
そ
の
攻
撃
な
ど
も
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
但
し
明
治
舟
年
代
に
出
た
近
松
集
に

ま
ざ
／
＼
と
目
賭
す
る
が
如
く
で
あ
る
。



~ 

封
し
て
は
、
そ
の
誤
膠
を
指
摘
し
た
こ
と
が
あ
る
）
し
か
し
此
の
あ
と
に
出
た
も
の
は
、
ど
れ
も
ど

れ
も
此
の
早
矢
仕
君
の
や
っ
た
の
を
底
本
に
し
た
も
の
だ
。
大
髄
院
本
の
讀
め
る
も
の
が
無
く
な
っ

た
の
だ
。
（
算
村
翁
が
生
き
て
居
ら
れ
た
ら
、
こ
れ
は
／
＼
と
い
は
れ
さ
う
た
所
、
私
も
ひ
ど
く
こ
れ

に
は
恐
れ
入
っ
た
）
攻
撃
は
し
て
も
早
矢
仕
君
の
や
っ
た
の
に
撼
つ
て
ゐ
た
の
だ
。
共
後
の
も
の
は

一
切
そ
れ
た
。
何
で
も
近
松
の
作
は
、
最
近
の
説
で
は
百
二
十
幾
つ
か
あ
る
と
競
く
が
、
そ
れ
は
も

う
と
う
に
早
矢
仕
君
が
調
査
し
翌
し
て
ゐ
た
。
そ
の
書
留
は
現
に
自
分
の
手
許
に
あ
る
（
中
略
）
こ
れ

が
魯
庵
氏
の
話
さ
れ
た
梗
概
で
ト
早
矢
仕
さ
ん
の
功
績
が
近
松
忌
の
席
上
で
語
ら
れ
た
の
は
最
も
自

然
で
、
随
つ
て
来
會
者
の
脳
裏
に
は
十
分
な
印
象
を
止
め
た
や
う
に
見
受
け
ら
れ
た
。
但
し
自
己
院

衛
と
し
て
少
し
ば
か
り
書
く
こ
と
を
許
し
て
貰
ひ
度
い
。
私
と
黒
木
君
と
で
校
訂
し
た
近
松
門
左
衛

門
全
集
十
冊
百
四
十
七
篇
に
は
、
武
蔵
屋
本
を
底
本
と
し
た
も
の
は
一
篇
も
な
く
、
必
す
近
松
賞
時

の
原
刻
に
よ
っ
た
。
さ
う
し
て
武
蔵
屋
本
や
帝
國
文
庫
と
は
方
針
を
別
に
し
て
、
重
要
な
曲
節
符
一

切
及
び
句
切
り
等
迄
悉
く
原
本
の
ま
4

に
し
て
、
多
少
な
り
と
も
共
の
語
り
口
を
想
像
し
得
る
や
う



（
歌
舞
演
劇
講
話
）

に
力
め
た
。
仮
名
を
本
字
に
改
め
た
も
の
に
は
、
共
の
誤
謬
を
獲
見
し
た
し
、
校
正
上
の
粗
漏
に
も

氣
づ
い
た
虞
が
あ
っ
て
、
近
き
将
来
に
訂
正
す
る
こ
と
に
し
て
ゐ
る
。
か
う
書
き
た
て
て
は
翁
に
す

ま
な
い
が
、
自
分
の
氣
に
す
ま
な
い
の
を
、
ぢ
つ
と
耐
へ
て
、
共
の
場
は
善
虞
し
て
す
ま
し
、
あ
と

で
蔭
口
を
き
く
よ
り
は
、
か
う
書
く
方
が
造
か
に
よ
い
と
信
す
る
の
で
あ
る
。
書
い
た
虚
で
、
早
矢

仕
君
の
功
績
を
軽
減
す
る
わ
け
で
も
な
く
、
魯
庵
翁
の
話
は
光
輝
を
増
す
の
手
段
と
し
て
、
此
を
抑

へ
て
彼
を
揚
げ
ら
れ
た
に
過
ぎ
ぬ
と
誰
も
信
す
る
に
相
違
た
い
。

こ
の
ひ
¢
む
き
の
抗
議
は
、
高
野
氏
自
ら
云
つ
て
ゐ
る
や
う
に
、
武
蔵
屋
本
の
功
績
を
軽
減
し
な
い
ば
か

り
で
無
く
、
魯
庵
氏
に
よ
る
表
彰
を
、
よ
り
力
強
く
裏
害
す
る
反
封
の
効
果
を
す
ら
荒
し
て
ゐ
る
や
う
に
見

ゆ
る
。
三
四
十
年
も
前
の
、
草
昧
た
時
代
に
、
何
等
の
學
問
的
素
養
も
な
い
一
書
郡
の
手
に
よ
つ
て
為
さ
れ

た
仕
事
が
、
文
物
備
は
り
聾
し
た
今
日
に
至
っ
て
、
そ
の
道
の
専
門
の
櫂
威
者
を
し
て
、
自
分
は
そ
れ
に
擦

っ
た
の
で
は
な
い
と
、

一
生
懸
命
に
辮
疏
さ
せ
る
と
い
ふ
こ
と
は
、
慈
く
べ
き
こ
と
で
は
無
か
ら
う
か
。
高

野
、
黒
木
氏
校
訂
の
「
近
松
門
左
術
門
全
集
」
は
、
汗
牛
充
棟
の
観
が
あ
る
翻
刻
近
松
物
の
あ
と
に
、
近
松

~ 



も
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

一
層
意
義
深
き
も
の
が
あ
る
と
思
は
る
4

。
そ
れ
は
、
後

研
究
の
蓄
積
を
承
け
て
成
っ
た
最
も
櫂
威
あ
る
近
松
全
集
の
一
つ
で
あ
る
。
俵
令
そ
れ
が
魯
庵
氏
の
い
く
ら

か
誇
張
さ
れ
た
か
も
郷
れ
な
い
武
蔵
屋
本
證
讃
の
群
に
、
封
抗
し
て
畠
で
来
っ
た
言
葉
で
あ
る
に
も
せ
よ
、

高
野
氏
を
し
て
こ
の
言
を
為
さ
4
T
に
は
己
む
能
は
ぬ
程
で
あ
る
か
ら
、
武
蔵
屋
本
に
綾
い
た
時
代
に
綾
出
し

た
近
松
酬
刻
は
、
ど
れ
も
こ
れ
も
そ
れ
を
底
本
に
し
た
と
い
ふ
魯
庵
翁
の
放
言
は
、

定
さ
る
4

の
で
あ
る
。

緑
の
下
の
力
持
ち
的
な
役
廻
り
で
あ
る
丈
け
に
、

さ
も
あ
っ
た
ら
う
と
肯

そ
の
武
蔵
屋
本
自
健
は
、
今
日
巳
に
酒
滅
し
て
仕
舞
つ
て
、
讀
書
人
の
目
に
獨
る
4

こ
と
が
な
く
な
り
、

そ
の
名
を
識
る
人
さ
へ
稀
に
な
っ
た
の
で
あ
る
が
、
直
接
間
接
後
世
の
文
運
に
寄
典
し
た
功
績
は
、
そ
れ
が

世
へ
の
影
密
と
い
っ
た
や
う
な
こ
と
を
意
識
し
、
見
通
し
の
つ
い
た
目
的
を
持
つ
て
、
腐
さ
れ
た
仕
事
で
な

く
、
唯
何
と
は
た
し
に
篇
な
く
て
は
居
ら
れ
な
い
衝
動
か
ら
出
て
来
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
云
ふ
迄
も
た
い

が
、
幼
稚
た
時
代
に
於
け
る
先
覺
者
の
仕
事
と
い
ふ
も
の
は
、
多
く
は
斯
う
し
た
直
感
的
た
動
機
か
ら
来
る

1
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四



武

蔵

屋

本

維

姐

ー
ニ
五

書
い
て
こ
4

に
到
る
時
、
丸
善
の
「
學
鐙
」
（
昭
和
十
二
年
＋
月
琥
）
を
手
に
し
て
、
丸
普
社
史
編
纂
の
企

が
あ
り
、
参
考
資
料
を
求
め
て
ゐ
る
の
を
知
っ
た
。
直
に
編
纂
係
宛
に
手
紙
を
書
い
て
、
「
近
松
著
作
全
害
」

「
や
ま
と
文
範
訟
寺
の
刊
行
に
よ
り
、
近
松
（
同
時
に
院
本
）
酬
刻
の
端
を
開
い
た
一
項
を
、
丸
菩
社
史
か

ら
逸
す
る
無
か
ら
ん
こ
と
を
希
望
し
、
「
著
作
全
寧
ざ
の
創
意
者
、
校
訂
者
は
何
人
か
、
「
や
ま
と
文
範
」
の

編
者
小
野
田
孝
吾
と
丸
善
と
の
闘
係
、
十
四
年
本
は
賓
在
す
る
や
否
等
の
問
題
を
閲
明
す
る
こ
と
を
懲
憩

し
た
。
武
蔵
屋
本
に
闘
す
る
一
と
通
り
の
項
目
を
書
き
終
っ
た
時
に
、
丁
度
斯
う
し
た
こ
と
に
逢
っ
た
の

は
、
奇
縁
で
あ
る
と
思
ふ
。

武

蔵

屋

本

七

不

思

議

武
蔵
屋
本
の
褻
行
所
に
は
、
幣
頓
し
た
編
輯
、
刊
行
の
機
闘
が
備
ら
中
、
そ
れ
に
、
餘
り
事
務
的
で
な
か



っ
た
民
治
の
性
格
や
、
次
か
ら
次
へ
と
起
つ
て
来
た
と
想
は
る
ヽ
雑
多
な
障
害
な
ど
が
手
偉
つ
て
、
屡
々
楽

屋
内
に
混
風
を
惹
起
し
、
刊
行
物
の
上
に
穂
々
な
崎
形
的
な
形
態
を
遺
し
た
。
筆
者
は
曾
つ
て
戯
れ
に
こ
れ

等
の
愛
態
を
拾
つ
て
、
武
蔵
屋
本
七
不
思
議
を
作
っ
て
見
た
。

組
合
せ
異
同
本

奥

付

誤

付

本

同

版

異

装

本

題

策

貼

付

本

奥

付

誤

記

本

こ
れ
に
「
叢
害
番
琥
重
複
本
」
を
加
へ
て
、
武
蔽
屋
本
八
景
と
す
る
も
面
白
か
ら
ん
な
ど

_,,o

「
十
四
年
本
」

と
は
、
再
版
以
後
の
刊
記
に
、
そ
の
初
版
が
明
治
十
四
年
に
出
た
こ
と
に
な
っ
て
ゐ
る

十

五

年

本

十

四

年

本

―
二
六



と
い
ふ
や
う
た
、
遣
り
繰
り
が
主
な
理
由
で
あ
っ
た
の
で
あ
ら
う
。

―
二
七

が
同
じ
で
あ
る
こ
と
（
合
巻
の
場
合
、

一
篇
と
他
の
篇
と
が
、
紙
質
を
異
に
す
る
為
め
、

が
、
辻
棲
の
合
は
ぬ
黙
が
あ
る
の
で
、
在
否
を
疑
は
る
4

「
反
魂
香
L
「
百
日
曾
我
」
「
柱
暦
」
の
こ
と
で
あ
り
、

土
十
五
年
本
」
と
は
、
近
松
著
作
全
書
第
二
冊
の
三
篇
、
「
重
井
筒
」
ユ
ニ
國
誌
」
7

姫
山
姥
」
の
三
篇
を
、
後
日

に
な
っ
て
、
原
版
の
日
付
の
ま
4

で
、
分
冊
し
て
、
武
蔵
屋
合
本
に
改
装
し
た
も
の
を
云
ふ
の
は
言
を
侯
た

ぬ
。
「
組
合
せ
異
同
本
」
と
は
、
合
巻
の
組
合
せ
か
展
々
菱
更
さ
れ
、
或
は
合
巻
が
箪
本
と
な
り
、
輩
本
が
合

巻
と
な
つ
て
ゐ
る
如
き
、
不
規
則
な
菱
造
を
云
ふ
。
個
た
の
場
合
に
就
て
、
組
合
せ
が
愛
更
さ
れ
た
動
機
、

理
由
等
は
、
知
る
由
も
な
い
が
、

こ
の
叢
害
の
刊
行
の
手
順
は
、
数
版
分
に
相
営
す
る
分
彙
の
本
文
を
、

度
に
印
刷
し
て
貯
蔵
し
、
次
版
を
出
す
時
に
は
適
宜
に
之
を
取
出
す
こ
と
に
な
つ
て
ゐ
た
ら
し
く
、
そ
れ
は
、

合
巻
の
各
篇
か
各
獨
立
し
た
頁
付
を
持
つ
て
ゐ
る
こ
と
、
同
一
篇
の
版
敷
を
異
に
す
る
も
の
4

紙
質
、
印
字

一
部
は
餌
白
で
、

他
の
部
分
は
赤
く
焦
げ
て
ゐ
る
や
う
な
例
が
勘
く
な
い
）
な
ど
か
ら
知
ら
る
4

。
合
巻
組
合
せ
の
菱
遷
は
、

前
版
の
組
合
せ
の
相
手
方
が
、
貯
蔵
を
鋏
い
だ
時
、
在
り
合
は
せ
の
他
の
篇
と
取
合
は
せ
て
間
に
合
は
せ
た



「
闘
八
州
」
の
第
四
版
（
二
七
•
三
・
ニ
ニ
）
に
は
初
版
の
日
付
と
並
べ
て
、
再
版
を
記
し
て
あ
る
。
「
今
宮
心

中
」
の
第
五
次
版
（
二
八
•1
0・
ニ
五
、
「
卯
月
・
潤
色
」
と
合
巻
）
に
も
再
版
と
記
し
て
あ
る
。
こ
の
篇
の

前
版
（
二
五
・
七
．
？
）
は
奥
付
脱
落
本
で
あ
る
か
ら
こ
れ
を
版
歴
か
ら
除
く
と
し
て
も
、
初
版
か
ら
三
版

迄
は
厳
存
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
巻
は
少
く
と
も
第
四
版
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

「
出
世
景
清
」
の
第
六
次
版
（
二
九
・
ニ
・
ニ
ニ
）
の
奥
付
は
、
そ
の
明
か
な
前
版
を
無
親
し
て
、
第
五
版
と

さ
れ
て
ゐ
る
ば
か
り
で
な
く
、
第
三
、
四
版
の
日
付
も
支
離
滅
裂
な
記
載
を
し
て
ゐ
る
。

で
あ
る
。

「
奥
付
誤
記
本
」
は
、
讀
ん
で
字
の
如
く
奥
付
に
誤
記
の
あ
る
本
で
あ
る
。
そ
ん
た
に
数
が
あ
る
繹
で
は
な

い
が
｀
主
な
る
も
の
は
版
敷
を
誤
っ
た
も
の
、
例
へ
ば
そ
の
前
に
明
か
に
再
版
、
三
版
が
出
て
ゐ
る
の
に
、

そ
れ
を
逸
し
て
、
初
版
か
ら
直
ぐ
に
そ
の
巻
を
再
版
と
記
し
て
ゐ
る
類
で
あ
り
、
外
に
前
版
の
日
付
の
数
字

を
誤
つ
て
ゐ
る
（
誤
植
か
も
知
れ
な
い
）
や
う
な
の
も
あ
る
。
奥
附
の
誤
記
は
、
は
つ
き
り
書
い
て
あ
る
丈

に
、
そ
れ
丈
を
見
れ
ば
、
さ
う
し
た
版
が
あ
る
と
思
ふ
外
は
な
い
の
で
、
版
歴
研
究
上
非
常
に
危
瞼
な
存
在

ー
ニ
八



五

版
四

版
版

再

版
初

版

第
五
版
奥
付

二
三
•
三
・
ニ
七

二
三
・
―
-
•
五

ニ
四
•
七
・
ニ

二
五
•
四
・
一
九

二
三
•
三
・
ニ
七

二
三
・
―
-
•
五

ヽ

ニ
四
•
五
•
六

"
‘
、
、
。

二
五
•
四
・
ニ
三

二
九
・
ニ
・
ニ
三

ー
ニ
九

初
、
再
版
は
二
者
一
致
し
て
ゐ
る
か
ら
問
題
は
な
く
、
第
三
版
の
日
付
を
、
第
六
次
本
が
五
月
と
し
て
ゐ
る

の
は
．
三
月
の
箪
な
る
誤
記
で
あ
る
。
第
四
版
も
現
本
が
あ
る
か
ら
第
五
版
奥
付
所
記
の
二
四
•
七
・
ニ
が
正

し
い
。
唯
第
六
次
本
が
如
何
に
し
て
之
を
二
五
•
四
・
ニ
三
と
い
ふ
緑
も
ゆ
か
り
も
な
い
日
付
に
誤
っ
た
か
荏

路
は
知
る
こ
と
が
出
来
ぬ
。
第
五
版
は
二
五
•
四
・
一
九
の
現
本
が
あ
る
か
ら
問
題
な
く
、
第
六
次
本
が
、
自

ら
「
二
九
・
ニ
・
ニ
三
、
第
五
版
」
と
記
し
て
ゐ
る
の
は
、
前
版
の
正
し
い
第
五
版
を
逸
し
て
、
第
六
版
と
す

べ
き
を
誤
っ
た
の
で
あ
る
。

gp．
上
記
第
五
版
奥
附
の
記
載
は
室
く
正
し
く
、
第
六
次
本
の
方
は
誤
記
か
重

ニ
四
•
l

―
-
•
六

第
六
版
奥
付



昼
し
て
、
甚
た
紛
は
し
い
も
の
と
な
っ
て
ゐ
る
。
誠
に
込
惑
至
極
な
奥
付
と
云
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。

「
冥
途
飛
脚
、
夕
霧
阿
波
鳴
渡
」
第
二
版
（
二
五
•
四
・
ニ
七
）
奥
附
に
は
、
初
版
出
版
日
は
二
四
•
九
•
1
0
 

と
あ
る
べ
き
を
、
二
五
・
九•
-
0
に
誤
り
、
第
三
版
（
こ
の
版
は
未
見
本
で
あ
る
が
、
國
性
爺
後
日
合
戦L

第
一
次
本
に
設
付
さ
れ
て
ゐ
る
こ
の
版
の
奥
付
が
あ
る
）
に
も
同
じ
誤
り
を
襲
う
て
ゐ
る
。
輩
純
な
る
誤
記
、

又
は
誤
植
で
あ
ろ
。

―――
1
0
 

一
，
國
性
爺
合
戦L
再
版

G
面
!
•
I
O
•―
五
）
の
奥
付
に
は
、
戯
曲
叢
書
第
五
冊
」
と
記
さ
れ
て
ゐ
ろ
。
叢

書
番
琥
を
持
た
ぬ
こ
の
篇
に
、
何
故
に
「
冥
途
、
夕
霧
」
の
番
観
が
紛
れ
て
附
せ
ら
れ
た
の
で
あ
ら
う
か
。

誤
記
本
は
他
に
も
あ
る
で
あ
ら
う
。
薮
に
は
氣
が
付
い
た
分
丈
け
を
記
し
て
置
く
。

「
叢
書
番
琥
重
複
本
」
は
、
戯
曲
叢
書
第
一
工
＇
冊
か
「
井
筒
屋
源
六
患
寒
晒
、
男
色
加
茂
侍
」
（
二
七
•
六
・
ニ

一
）
と
、1
唐
船
噺
今
國
性
爺
、
右
大
将
鎌
倉
｛
貰
記
」
（
二
八
•
三
・
ニ
）
と
に
重
複
し
て
ゐ
る
の
が
あ
る
の
み
で

あ
る
。
前
者
は
近
松
物
で
た
い
の
で
、
後
者
を
出
す
時
そ
れ
を
忘
れ
た
の
で
あ
る
。

武
蔵
屋
本
の
七
不
思
議
の
う
ち
、
以
上
は
既
に
述
べ
た
が
、
然
ら
ざ
る
も
の
は
こ
4

に
概
説
し
た
如
く
で



同

日

す
る
。

1
0
•三

同

同

同

同
九

•
l
-
1ハ

二
五
•
八
•
一
五

付

堀
川
・
萬
年
草
(
-
―
―
)

川

中

鶴

女
腹
切
・
淀
鯉
（
二
）

紅
葉
・
薩
摩
吠
ミ
一
）

巻

（
版
）

（二）

奥

付

誤

付

本

紅
葉
・
薩
摩
歌
（
二
）

同 曾
根
崎
＿
・
外
二
（
三
）

伊
逹
染
（
四
）
重
井
筒
（
五
）

奥

付

（
版
）

ナ
シ
、

ヽ

ナ
シ

ナ
シ
、

ヽ

ア
リ

篇
名

あ
る
。
奥
付
誤
付
本
、
同
版
異
装
本
、
題
茶
貼
付
本
の
三
項
目
に
就
て
は
、
以
下
項
を
改
め
て
語
る
こ
と
に

奥
附
誤
付
本
は
、
間
虚
つ
て
他
の
巻
の
奥
附
が
付
い
て
ゐ
る
本
で
あ
っ
て
、
他
に
は
餘
り
見
た
こ
と
が
な

い
こ
の
妙
な
間
違
ひ
が
、
武
蔵
屋
本
に
は
常
習
犯
と
云
つ
て
も
い
~
位
、
不
恩
議
に
多
く
、
座
右
に
あ
る
丈

C
も
左
記
の
卜
九
槌
に
逹
す
る
。
未
だ
寓
目
せ
ぬ
何
巻
か
の
誤
付
本
が
あ
る
こ
と
は
容
易
に
想
像
さ
る
-1
0
 

三
近
松
叢
書
第
九
冊

同 既
松
叢
害
第
一
冊

ナ
シ
、

番

競



同

四
・
ニ
―

同
四
•
一
七

同

同

同

同

同

同

同

ニ
・
九

同

同

同

二
七
•
ニ
・
八

同 二
五
・
―
-
•1
0
 

同
；
ハ
・
ニ
五

九
・
ニ
―

二
六
•
ニ
ー
•
八

同

同

同

雪 百
合
若
・
潤
色
（
二
）

大
塔
宮
（
三
）
浮
名
額
（
一
）

國
性
爺
後
日
（
一
）

冥
途
・
タ
霧
（
三
）

國
性
爺
後
日
（
三
）

氷
の
朔
日
・
五
十
年
忌

女
（
二
）

國
性
爺
合
戦
（
三
）

日
本
振
袖
始
（
四
）

國
性
爺
後
日
（
五
）

曾
根
崎
・
外
二
（
四
）

川

中

鵠

酒

呑

童

善 同 同

光
寺
（
一
）

隅

田

川

（

二

）

同

霧
（
三
）

國
性
爺
後
日
（
一
）

國
性
爺
合
戦
（
三
）

冥
途
・
タ

最

明

寺

同

子
（
二
）

（四）

女
腹
切
•
淀
鯉
（
二
〉

ナ
シ
、

ナ
シ
、

ナ
シ
、

ナ
シ
、

ヽ

ナ
シ

ナ
シ
、

ナ
シ
、

ナ
シ
、

ナ
シ
、

ナ
シ
．

ナ
シ
、

ヽ

ナ
シ

同
戯
曲
叢
書
第
十
九
冊

ナ
シ
、

ヽ

ナ
シ

ナ
シ
、

ナ
シ
、

ナ
シ
、

第
十
二
冊

戯
曲
叢
害
第
十
八
冊

戯
曲
叢
書
第
五
冊

ナ
シ
．

同
三

戯
曲
叢
害
第
十
冊



で
あ
っ
て
、
最
も
注
意
を
要
す
る
。

就
の
み
が
あ
る
場
合
は
、
動
も
す
れ
ば
看
過
し
、
又
は
、
よ
く
あ
る
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
番
琥
の
打
ち
違
ひ

で
あ
ら
う
位
に
考
へ
、
況
や
篇
名
も
番
琥
も
無
い
場
合
は
、
誤
付
で
あ
る
こ
と
に
氣
が
つ
か
す
、
そ
の
篇
に

さ
う
し
た
日
付
の
版
が
あ
る
も
の
と
誤
り
易
い

C

こ
の
錯
誤
は
、
誤
付
さ
れ
た
奥
付
が
、
再
版
以
下
の
も
の

で
あ
る
と
、
そ
の
刊
記
に
よ
つ
て
、
初
版
迄
の
日
付
に
瀕
つ
て
、
混
乱
を
重
複
す
る
危
険
が
あ
る
。
そ
の
篇

の
前
後
の
版
と
、
そ
の
日
付
が
判
明
し
て
居
れ
ば
、
誤
付
の
獲
見
は
ま
だ
し
も
容
易
で
あ
る
が
、
そ
れ
等
の

資
料
を
鋏
い
で
、
箕
賓
に
誤
付
本
に
打
突
か
っ
た
場
合
は
、
そ
れ
が
誤
付
で
あ
る
こ
と
を
知
る
こ
と
は
困
難

斯
か
る
頻
々
た
る
奥
付
誤
付
は
、
如
何
な
る
径
路
か
ら
起
つ
た
の
で
あ
ら
う
か
。

誤
付
さ
れ
た
奥
付
に
、
篇
名
を
明
記
す
る
も
の
は
、

一
度
や
二
度
で
た
い
丈

三

一
見
し
て
誤
付
で
あ
る
こ
と
が
判
か
る
が
、
叢
書
番

同

同

同

雪

女

同

ナ
シ
、

同

ニ
八
．
―
-
・
ニ
九

紅
葉
・
薩
摩
歌
（
三
）

善

光

寺
（
二
）

ナ
シ
、

同

第

十

九

冊

同

同

同

國
性
爺
合
戦

同

ナ
シ
、

同



一
三
四

け
に
、
何
か
共
通
の
、
起
り
易
い
動
機
か
ら
起
っ
た
も
の
で
あ
ら
う
。
最
も
想
像
さ
れ
易
い
場
合
は
、
同
一

時
期
に
用
意
さ
れ
た
二
巻
の
間
に
、
誤
つ
て
奥
付
が
入
れ
替
っ
た
と
す
る
こ
と
で
あ
る
が
、
上
記
の
資
料
の

範
固
内
で
は
、
直
接
に
二
巻
の
間
に
奥
付
が
交
換
さ
れ
て
ゐ
る
の
は
「
國
性
爺
後
日
」
の
初
版
（
｛
貰
は
第
二

次
木
）
と
、
「
冥
途
、
夕
霧
」
の
第
三
次
本
と
の
間
に
起
っ
た
一
例
が
あ
る
の
み
で
、
却
つ
て
甲
乙
巻
共
に
、

甲
又
は
乙
巻
の
同
じ
奥
付
を
持
つ
て
ゐ
る
例
が
、
誤
付
本
の
大
部
分
で
あ
る
。
そ
の
中
で
も
、
「
隅
田
川
」
再

版
の
奥
付
は
、
正
し
い
そ
の
巻
と
，
「
雲
女
」
第
二
次
版
、
「
國
性
爺
合
戦
」
第
三
次
版
、
「
日
本
振
柚
始
」
第
四

そ
の
巻
に
は
他
の
巻
の
奥
付
が
付
せ
ら
れ
、
本
来
の
そ
の
巻
の
揺
め
の
奥
付
が
、
他
の
第
一
一
一
の
巻
に
通
つ

て
ゐ
る
例
と
し
て
は
、
「
伊
逹
染
（
四
）
、
重
井
筒
（
五
）
」
の
奥
付
を
持
つ
―
女
腹
切
、
淀
鯉
」
再
版
の
奥
付
が

「
百
合
若
、
潤
色
L

第
二
次
版
に
付
せ
ら
れ
．
「
曾
根
崎
外
二
篇
」
三
版
の
奥
付
を
持
つ
「
紅
葉
、
薩
摩
歌
」

再
版
の
奥
付
が
、
「
堀
川
、
萬
年
草
」
第
三
次
版
に
付
せ
ら
れ
、
「
隅
田
川
」
再
版
の
奥
付
を
持
つ
「
國
性
爺
」

第
三
版
（
こ
の
奥
付
に
は
再
版
と
記
し
て
あ
る
が
、
前
に
出
て
ゐ
る
正
し
い
再
版
が
あ
る
か
ら
三
版
の
誤
り

次
版
と
、
都
合
四
種
の
巻
に
同
じ
も
の
が
つ
い
て
ゐ
る
如
き
例
す
ら
あ
る
。



の
が
、
そ
の
適
例
で
あ
る
。

で
あ
る
）
の
奥
付
が
、
「
國
性
爺
後
日
」
に
附
せ
ら
れ
て
ゐ
る
如
き
が
あ
る
が
、
依
然
と
し
て
或
一
稲
の
奥
付

は
二
巻
に
重
複
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
相
互
交
換
の
例
に
は
な
ら
ぬ
。

或
巻
の
為
め
の
奥
付
が
、
二
巻
、

叉
は
四
巻
に
封
す
る
＾
g直
だ
け
印
刷
さ
れ
、
他
の
一
巻
、
叉
は
三
巻
の

奥
付
は
全
く
用
意
さ
れ
ぬ
と
云
ふ
こ
と
は
、
間
違
ひ
で
あ
る
と
し
て
も
、
ど
う
し
た
間
違
で
起
り
得
る
の
で

あ
ら
う
か
。
こ
の
何
巻
か
に
付
い
て
ゐ
る
奥
附
は
、
明
か
に
一
度
に
印
刷
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
同
じ
内

容
の
も
の
が
、
組
版
を
改
め
て
、
別
に
印
刷
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
。

奥
付
誤
付
本
が
登
行
さ
れ
た
時
期
は
、
大
骰
に
於
て
、
そ
の
奥
付
に
あ
る
日
付
に
近
い
も
の
で
あ
る
と
推

定
し
て
差
支
な
い
。
同
一
時
期
の
出
版
で
あ
る
か
ら
、
斯
る
間
違
が
起
っ
た
と
考
へ
る
外
は
な
い
か
ら
で
あ

る
？
國
性
爺
後
日
L

第
三
次
版
に
あ
る
「
國
性
爺
」
第
三
次
版
の
奥
付
と
、
そ
の
「
國
性
爺
」
第
三
次
版
に

付
い
て
ゐ
る
「
隅
田
川
」
再
版
の
奥
付
と
が
、
前
者
は
二
七
・
ニ
•
八
で
あ
り
、
後
者
は
二
七
•

1~ 

•
九
で
あ
る

奥
付
誤
付
本
が
、
正
し
い
奥
付
を
持
つ
二
版
の
中
間
に
挿
ま
れ
た
場
合
は
、
誤
付
本
は
版
敷
の
計
算
か
ら

―――一五



は
な
い
か
、
そ
の
疑
ひ
は
、

四
次
版
が
誤
付
本

除
か
れ
て
、
無
籍
本
と
な
つ
て
ゐ
る
。
こ
れ
は
取
扱
上
裳
然
斯
う
た
る
も
の
と
思
は
る
＼
女
腹
切
、
淀
鯉
」

「
百
合
若
、
潤
色
L

「
雪
女
」
の
三
巻
は
、
執
れ
も
第
二
次
版
が
誤
付
本
で
、
第
三
次
版
が
再
版
と
な
つ
て
居

り
、
「
紅
葉
．
薩
摩
歌
」
は
第
二
次
版
と
第
四
次
版
か
誤
付
本
で
、
第
一
二
次
版
が
再
版
と
な
り
、
「
振
袖
始
」
は
第

四
次
版
が
誤
付
本
で
、
第
五
次
版
が
四
版
と
な
り
、
「
國
性
爺
後
日
」
は
、
第
一
、

で
、
第
二
次
版
が
初
版
、
第
五
次
版
が
再
版
と
記
さ
れ
て
ゐ
る
。
そ
の
他
の
誤
付
本
は
、
寓
目
し
た
限
り
で

は
そ
れ
が
最
終
版
で
あ
っ
て
、
あ
と
に
綾
＜
版
が
無
い
か
ら
、
無
籍
本
で
あ
る
こ
と
が
は
つ
き
り
し
な
い

か
、
若
し
後
綾
版
が
あ
っ
た
ら
、
版
数
の
勘
定
を
飛
ば
さ
る
4

筈
で
あ
る
か
ら
、
結
局
誤
付
本
は
全
部
無
籍

本
で
あ
る
繹
で
あ
る
。

誤
付
本
は
、
筆
者
の
寓
目
し
た
コ
ピ
イ
の
み
が
さ
う
で
あ
っ
て
、
そ
の
版
の
他
の
巻
は
さ
う
で
は
な
い
の

で
は
な
い
か
、
そ
こ
ら
に
在
っ
た
或
る
版
の
一
部
の
み
に
、
他
の
巻
の
奥
付
が
紛
れ
て
付
け
ら
れ
た
の
で

一
應
持
た
る
4

の
で
あ
る
が
、
そ
の
版
が
無
籍
版
に
さ
れ
て
ゐ
る
こ
と
か

ら
、
さ
う
で
は
無
し
に
、
そ
の
版
の
全
般
が
誤
付
本
で
あ
っ
た
こ
と
が
證
明
さ
る

_,o
一
三
六



百

合

若

・

潤

色

初

版

奥
付
誤
付
本
に
欺
か
れ
て
、
版
歴
探
求
の
途
上
で
ま
ご
ま
ご
し
た
例
は
数
ふ
る
に
暇
が
な
い
。
今
そ
の
二

-
＝
一
の
思
出
を
誌
す
の
も
、
後
来
者
の
為
め
に
何
等
か
の
参
考
に
な
る
か
も
知
れ
た
い
。

「
百
合
若
、
潤
色
L

は
最
初
に
見
た
の
が
、
第
二
次
版
の
誤
付
本
で
、
そ
の
奥
付
は
エ
条
腹
切
、
淀
鯉
」
再

二
五
•
一
・
ニ
九

一
方
、
「
女
腹
切
、
淀
鯉
」
は
、

逹
染
四
版
、
重
井
筒
五
版
」
と
、
篇
目
が
明
記
さ
れ
て
ゐ
る
の
で
、
誤
付
で
あ
る
こ
と
は
分
っ
た
が
、
そ
の

刊
行
の
期
日
は
、
誤
付
さ
れ
た
奥
付
に
よ
つ
て
、
廿
五
年
八
月
前
後
で
あ
っ
て
、
そ
れ
が
こ
の
怨
の
初
版
で

あ
る
と
思
っ
た
。
柳
ち
、

二
五
•
一
・
ニ
九

叢
書

第
一

0
冊

こ
れ
も
最
初
に
見
た
の
が
、
第
二
次
版
の
無
籍
本
で
、
こ
の
奥
付
は
「
伊

と
い
ふ
刊
記
を
「
百
合
若
、
潤
色
」
の
も
の
で
あ
る
と
思
つ
て
ゐ
た
。

戯
曲
叢
書
第
十
冊
、

初

版

再

版

二
五
・
―
-
•
1
0
 

版
の
分
で
あ
る
こ
と
が
、

あ
と
で
判
か
る
迄
は
、
そ
の
奥
付
に
あ
る

l-
――七



同 初

版

二
五
•
七
・
＿
九

し
た
そ
の
版
歴
は
、
番
琥
も
日
付
も
泄
に
な
っ
て
、

同

第

一

四

冊

叢
書

第
一

0
冊

と
い
ふ
の
が
そ
の
時
の
推
定
で
、
後
者
を
叢
書
第
十
四
冊
と
し
た
の
は
、

女

腹

切

・

淀

鯉

他
に
無
く
、
そ
れ
か
ら
、
そ
の
前
後
の
、
叢
書
第
十
三
冊
の
「
川
中
嶋
」
が
廿
五
年
六
月
で
あ
り
、
第
十
五

冊
の
「
八
面
屋
お
七
、
二
河
白
道
j

が
そ
の
九
月
に
出
て
ゐ
る
の
で
、
八
月
の
こ
の
巻
を
第
十
四
冊
と
す
ろ

と
．
丁
度
番
琥
と
日
付
と
の
辻
棲
か
合
ふ
の
で
あ
っ
た
。
後
に
二
巻
の
正
し
い
初
版
を
見
る
に
及
ん
で
判
明

女

腹

切

・

淀

鯉

面

合

若

．

潤

色

で
あ
る
こ
と
言
を
侯
た
ぬ
。

二
五
•
一
・
ニ
九

今
に
し
て
思
ふ
と
、
「
懸
寒
晒
、
加
茂
侍
，
」
の
後
付
に
「
女
腹
切
、
淀
鯉
第
十
冊
、
百
合
若
、
潤
色
第
十
四

冊
」
と
記
し
、
「
苦
光
寺
」
初
版
の
後
付
に
は
「
面
合
若
、
潤
色
．
廿
五
年
七
月
初
版
」
と
、
執
れ
も
正
し
い

記
載
か
あ
る
の
を
、
先
入
主
に
支
配
さ
れ
て
、
例
の
後
付
害
目
の
誤
記
で
あ
ら
う
と
軽
く
看
過
し
て
ゐ
た
の

同

二
五
•
八
・
？

一
三
八

こ
の
巻
に
嘗
て
飲
ま
る
番
琥
は

同

第

l

四
冊



し
て
、
誤
付
で
あ
る
と
は
思
は
な
か
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

で
あ
っ
た
。

「
冥
途
、
夕
霧
」
三
版
の
奥
付
を
持
つ
「
國
性
爺
後
日
」
（
第
一
次
版
、
二
六
•
八
・
ニ
五
）
か
ら
も
、
生
憎
こ

の
版
を
先
に
見
た
の
で
、
色
々
な
錯
誤
を
典
へ
ら
れ
た
。
こ
の
奥
付
に
は
篇
名
が
無
く
、
唯
「
戯
曲
叢
害
第

五
冊
」
と
、
「
冥
途
、
夕
霧
」
の
番
琥
が
記
さ
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
次
に
記
す
や
う
な
解
繹
を
下

柳
ち
、
「
國
性
爺
後
日L
は
こ
の
二
六
•
八
・
ニ
ニ
の
日
付
が
あ
る
第
三
版
が
あ
る
以
上
は
、
そ
の
あ
と
に
出

た
初
版
と
記
し
て
あ
る
版
（
二
六
•
九
・
ニ
―
)
は
、
事
賓
上
の
第
三
版
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
同
時
に
、
三

版
迄
は
誤
つ
て
叢
書
番
琥
を
「
冥
途
、
夕
霧
」
と
重
楳
し
て
第
五
冊
と
し
、
あ
と
で
氣
が
つ
い
て
、
事
賞
上

の
第
四
版
と
考
へ
ら
る
4

版
か
ら
そ
れ
を
訂
正
し
て
．
そ
の
時
の
新
番
琥
た
る
第
十
八
冊
を
之
に
引
宛
て
た
。

そ
の
為
め
に
第
四
版
で
あ
る
べ
き
を
更
め
て
初
版
と
し
た
、

と
云
ふ
の
が
そ
の
解
繹
で
あ
っ
た
。

こ
の
奥
付
が
、
質
は
「
冥
途
．
夕
霧
」
三
版
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
判
つ
て
見
れ
ば
、
「
國
性
爺
後
日
」
は
、

初
版
を
記
し
た
版
の
前
に
、
三
版
ま
で
あ
る
と
し
た
こ
と
や
、
叢
書
番
琥
が
途
中
迄
重
複
し
て
、
後
に
訂
正

1

1

―-
f
 



こ
の
中
で
判
ら
ぬ
の
は
、
二
七
・
ニ
・
八
日
付
の
第
三
次
本
に
付
せ
ら
れ
て
ゐ
る
「
再
版
，
ー
と
記
し
た
奥
付
で

ニ
四
•
一
•
一
九

印
刷
（
初
版
）

あ
っ
て
、
そ
の
刊
記
は
左
の
や
う
に
な
つ
て
わ
る
。

ニ
八
•
1
0
・

ニ

七

再

版

二
七
•
四
・
一
七

二
七
•
こ
•
八

「
國
性
爺
」

「
西
光
寺
」

再
版
？

の
奥
付
あ
る
も
の
、

初
版
の
奥
付
あ
る
も
の
、

二
六
•
九
·

初

版

二
六
・
八
・
ニ
五

「
冥
途
、
夕
霧
」

さ
れ
た
と
し
た
こ
と
な
ど
は
、
あ
と
か
た
も
な
く
霧
消
し
た
こ
と
は
勿
論
で
あ
る
。

こ
の
「
國
性
爺
後
日
」
は
、
五
版
中
の
三
版
迄
か
奥
付
誤
付
本
で
あ
る
こ
と
上
記
の
如
く
で
あ
っ
て
、
そ

の
誤
付
奥
付
に
欺
か
れ
た
径
路
が
判
明
し
た
後
も
、
版
歴
か
混
雅
し
て
ゐ
て
難
解
で
あ
る
か
ら
、
特
に
解
説

三
版
の
奥
付
あ
る
も
の
、

す
る
要
が
あ
る
。
そ
の
五
版
と
は
左
の
通
り
で
あ
る
。

一
四
〇



し
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

に
あ
る
再
版
印
刷
、
出
版
の
と
一
致
せ
ぬ
。

（
篇
名
、
叢
書
番
琥
無
し
）

ニ
四
•
一
・
ニ0

二
七
・
ニ
•
四

二
七
•1
1
•八

一
四

こ
の
祁
版
の
印
刷
、
出
版
の
日
付
は
正
し
く
「
國
性
爺
L

の
そ
れ
で
あ
っ
て
、
他
に
こ
の
日
付
で
初
版
を
出

し
た
も
の
は
無
い
。
虞
が
、
そ
の
「
國
性
爺
」
は
二
四
•1
0
•一
五
に
出
た
再
版
が
あ
っ
て
、
上
記
の
奥
付

同
時
に
、
「
國
性
爺
」
の
再
版
の
奥
付
も
、
そ
の
初
版
の
日
付
が
併
記
さ
れ
て
ゐ
る
の
で
、
他
の
巻
の
奥
付

が
誤
付
さ
れ
て
ゐ
る
や
う
た
、
紛
は
し
い
も
の
で
は
な
い
。
唯
妙
た
こ
と
に
は
、
こ
の
奥
付
に
は
「
戯
曲

叢
喜
暑
」
と
こ
の
篇
に
由
緑
の
無
い
叢
書
番
琥
が
記
さ
れ
て
ゐ
る
。
こ
の
誤
記
が
他
の
錯
誤
を
誘
致

と
に
角
、
こ
の
「
國
性
爺
後
日
」
第
三
次
本
に
付
い
て
ゐ
る
奥
付
は
「
國
性
爺
L

三
版
に
鉗
す
る
も
の
で

同

出

版

再

版

印

刷

出
版
（
同
）



「
國
性
爺
後
日
」
に
付
い
て
ゐ
る
奥
付
の
日
付
二
七
・
ニ
・
八
と
一
日
の
差
が

あ
る
の
み
で
あ
る
。
そ
れ
か
ら
「
善
光
寺
」
初
版
の
後
付
に
「
國
性
爺
合
戦
、
二
七
・
ニ
、
再
版
」
と
あ

つ
て
第
三
次
本
を
、
再
版
に
誤
っ
た
痕
跡
を
残
し
て
ゐ
る
。

以
上
の
複
雑
し
た
錯
誤
を
綜
合
す
る
と
、
次
の
や
う
に
な
る
。
廿
七
年
二
月
に
は
三
巻
の
武
蔵
屋
本
が
出

さ
れ
た
。
「
國
性
爺
」
第
三
次
版
、
「
國
性
爺
後
日
」
第
三
次
版
、
及
び
「
隅
田
川
L

再
版
と
が
こ
れ
で
あ
る
。

（
別
に
「
雪
女
」
再
版
も
こ
の
月
に
出
て
ゐ
る
か
。
）
虚
が
、
「
國
性
爺
」
は
三
版
を
再
版
に
誤
つ
て
奥
付
が
作

ら
れ
、
そ
れ
が
誤
つ
て
「
國
性
爺
後
日
」
に
付
げ
ら
れ
て
、
そ
の
「
國
性
爺
」
に
は
．
「
隅
田
川
L

の
奥
付
か

誤
付
さ
れ
た
。
と
い
ふ
の
が
そ
の
鎧
緯
で
あ
る
。
こ
の
間
違
ひ
の
三
重
奏
は
、
武
蔵
屋
本
名
物
の
奥
付
誤
付

本
の
中
で
も
，
最
も
手
の
込
ん
だ
も
の
で
あ
る
。

「
國
性
爺
」

．．
 ニ・

九
で
あ
っ
て
、

上
記
の

あ
っ
て
、
そ
れ
が
誤
つ
て
前
に
再
版
が
出
て
ゐ
る
の
を
逸
し
て
、

こ
の
版
を
初
版
に
績
い
た
再
版
と
記
し
、

再
び
誤
つ
て
、
そ
れ
を
「
國
性
爺
後
日
」
の
第
三
次
版
に
付
け
た
も
の
で
あ
る
と
思
ば
る
＼
゜

、、

の
第
三
次
本
に
は
「
隅
田
川
」
再
版
の
奥
付
が
誤
付
さ
れ
て
ゐ
る
が
、
そ
の
日
付
が
、
二
七
・

一
四



他
に
も
未
だ
何
巻
か
あ
る
の
で
あ
ら
う
。

斯
く
し
て
、
誤
付
本
が
出
来
る
径
路
は
は
つ
き
り
し
な
い
。
上
記
の
外
に
も
ま
だ
あ
り
さ
う
に
思
は
る
4

誤
付
本
が
幾
巻
か
現
は
れ
た
ら
、
そ
の
間
の
消
息
が
分
か
る
か
も
知
れ
な
い
。

武
蔵
屋
本
の
装
禎
は
、
終
始
一
貫
し
て
、
向
イ
鳳
凰
丸
の
紋
散
ら
し
、
中
央
に
短
冊
形
の
題
袋
か
あ
る
同

じ
形
式
で
あ
る
が
、
地
紙
、
紋
様
、
題
策
、
題
字
等
の
色
は
、
原
則
と
し
て
篇
毎
に
、
又
版
毎
に
取
替
へ
ら

れ
て
、
色
彩
の
紐
合
せ
の
菱
化
に
よ
り
、
千
紫
萬
紅
、
と
り

k
＼
の
美
し
さ
を
持
つ
て
ゐ
る
。
同
じ
篇
で
改

版
に
同
じ
色
彩
を
用
ひ
て
ゐ
る
も
の
か
、
稀
に
無
い
で
は
な
い
が
、
改
版
毎
に
愛
は
る
の
が
原
則
で
、
色
彩

の
異
同
に
よ
っ
て
、
版
の
異
同
を
識
別
す
る
便
宜
か
あ
る
。
虚
が
、

こ
4

に
同
じ
奥
付
を
持
つ
て
、
全
く
同

版
で
あ
り
乍
ら
、
異
っ
た
表
紙
を
持
つ
て
ゐ
る
数
種
の
版
が
あ
る
。
筆
者
が
寓
目
し
た
も
の
は
、
左
記
の
十

七
種
で
あ
る
が
、
奥
付
誤
付
本
や
、
題
袋
貼
付
本
と
同
じ
<
,
寓
目
し
た
も
の
は
、
一
部
分
の
み
で
あ
っ
て
、

同

版

異

装

本

一
四
三



百
合
若
・
潤
色

三
世
二
河
白
道
・
八
百
屋
お
七
初

川

中

嶋

合

戦

出

世

景

清

版

初

版

初

版
五

版

酒

呑

童

子

初

版

双
は
氷
の
朔
日
・
歌
念
佛

長
町
女
腹
切
・
淀
鯉
出
世
瀧
径
初

＋ 

段

百

日

曾

我

娠
山
姥
・
重
井
筒

女

楠

本

朝

三

國

誌

版

初

版

五

版

五

版

再

版

初

版

初

版
（
改
装
本
）

二
三
•

1
 O• 

―― 

ニ
四
•
四
・
ニ
三

ニ
四
•
1
0
•三
一

二
五
•
一
・
ニ
九

二
五
•
四
．
―
二

二
五
•
四
•
一
九

二
五
•
七
•
一
九

二
五
•
九
•
一
―

二
五
•
六
•
八

ニ
四
•
六
・
ニ
五

二
三
•
八
・
ニ
八

ニ
ニ
・
―
二
1
・

（
五
種
）

（
三
種
）

一
四
四



日

本

振

柚

始

天
鼓
•
吉
岡
染

以
下
こ
れ
等
諸
本
の
装
禎
の
異
同
を
略
記
す
る
。

「
本
朝
三
國
誌
L

は
例
の
「
近
松
著
作
全
害
」
第
二
巻
を
分
冊
、
改
装
し
た
版
で
あ
っ
て
、
異
装
と
云
ふ

こ
と
は
常
ら
ぬ
が
、
奥
付
の
様
式
に
二
種
あ
る
こ
と
前
に
記
し
た
如
く
で
あ
る
。
「
全
書
L

の
分
冊
、
改
装
が

二
回
に
行
は
れ
た
の
で
あ
る
。
（
「
重
井
筒
の
、
奥
付
に
枠
が
あ
り
、
「
賣
捌
所
叢
書
閣
」
の
記
入
が
な
い
第
一

同
分
冊
と
思
は
る
4

分
は
、
未
だ
寓
目
せ
ぬ
が
、
必
す
あ
る
筈
で
あ
る
。
唯
「
謳
山
姥
」
の
奥
付
は
、
例
の

忍
書
」
の
奥
付
そ
の
も
の
で
あ
る
か
ら
一
一
度
に
作
ら
れ
た
分
冊
本
は
、
全
く
見
わ
け
が
つ
か
ぬ
同
一
形
式

で
あ
る
筈
で
あ
る
。
）

酒

呑

隅

童

子

田

JI

最
明
寺
殿
百
人
上
藤

初

版
四

版

再

版
再

版
四

版

二
九
•
-
．-
0

ニ
八
•
1
0
•八

二
七
・
ニ
・
九

二
七
•
四
・
ニ
―

二
六
•
―l-
•八

l

四
五



る。 「
百
日
曾
我
」
五
版
、
表
紙
薄
黄
藤
色
、
紋
及
び
題
策
白
抜
で
共
通
，
題
字
も
同
筆
、
同
刻
と
見
ゆ
る
の
に
、

甲
は
黒
字
、
乙
は
赤
字
で
あ
る
。

「
＋
二
段
」
五
版
、
甲
は
黄
色
、
紋
白
、
題
答
白
、
題
字
黒
、
乙
は
育
、
紋
赤
、
題
策
赤
、
題
字
白
で
あ

明
か
な
相
違
が
あ
る
。

女
叫
籾
版
．
向
イ
鳳
凰
丸
の
紋
様
白
抜
、
題
策
白
抜
、
＇
文
字
黒
、
表
紙
緑
色
、
甲
は
や

4

濃
く
、
乙
は

淡
き
も
｀
そ
の
差
著
し
か
ら
す
、
題
字
．
上
牛
い
題
名
は
同
筆
同
刻
で
あ
る
が
、
下
半
の
二
行
に
記
し
た
呈
心

松
門
左
衛
門
作
」
「
武
蔵
屋
版
」
の
文
字
が
、
甲
は
肉
太
で
整
大
き
く
、
乙
は
肉
細
で
小
字
、
明
か
な
異
版
で

「
謳
山
姥
、
重
井
筒
」
再
版
は
一
一
一
種
の
異
本
が
あ
る
。
褐
色
の
表
紙
、
紋
様
と
題
策
白
抜
、
黒
字
、
上
に
二

行
に
列
べ
た
る
題
目
迄
は
、
三
本
全
く
同
一
で
あ
る
が
、
下
の
「
近
松
門
左
衛
門
作
」
「
武
蔵
屋
版
」
の
、
ニ

行
の
文
字
が
、
甲
は
巾
廣
で
楷
書
L

近
く
、
乙
と
丙
と
は
草
書
髄
で
あ
っ
て
、
乙
は
巾
廣
、
丙
は
巾
狭
で
、

あ
る
。

一
四
六



一
四
七

一
は
黒
、
他
は
白
抜
の
虚
字
で
あ
る
か
ら
、
別
刻
で
あ
る
事
は

乙
本
の
表
紙
は
、
前
版
の
第
四
版
と
全
く
同
じ
で
あ
る
。
四
版
の
表
紙
の
残
り
か
あ
っ
た
の
を
、
第
五
版

の
一
部
に
使
用
し
、
不
足
分
を
新
に
用
意
し
た
も
の
か
、
同
版
異
装
本
が
出
来
る
―
つ
の
場
合
を
時
示
す

「
匁
は
氷
の
朔
日
、
歌
念
佛
」
祠
版
甲
は
表
紙
灰
色
、
紋
様
白
抜
、

浮
瑠
璃
」
の
表
紙
を
轄
用
し
た
貼
付
本
で
あ
る
。
合
本
「
時
代
浄
瑠
聘
」
四
春
の
う
ち
、
最
初
の
第
一
巻
が

出
た
の
は
二
七
•
四
・
ニ
五
で
あ
っ
て
、
こ
の
巻
の
日
付
二
四
•10
•三
一
の
時
代
に
利
用
さ
れ
た
そ
の
表
紙

が
あ
る
繹
は
な
い
か
ら
、
こ
の
貼
付
本
は
賓
際
は
二
十
七
年
以
後
に
出
た
も
の
で
あ
ら
う
。
虞
が
斯
く
解
す

る
も
初
版
二
種
の
う
ち
、
甲
は
日
付
通
り
、
廿
四
年
に
出
、

版
（
二
五
•
四
・
ニ
八
）
が
挿
ま
つ
て
ゐ
る
こ
と
に
な
っ
て
、
綜
過
の
説
明
が
頗
る
困
難
に
な
る
。
不
可
解
な

版
で
あ
る
。

「
酒
呑
童
子
」
籾
版
、
甲
は
表
紙
灰
色
、
紋
及
び
題
策
白
、
文
字
黒
、
乙
は
表
紙
水
色
、
紋
白
、
題
策
は
濃

き
赤
色
で
、
題
字
は
白
抜
で
あ
る
。
題
字
、

る。

乙
は
卵
黄
色
紋
様
褐
色
の
「
近
松
時
代

乙
は
廿
七
年
以
後
に
出
て
、
そ
の
中
間
に
、
再



丙

同
乙

同

甲

鼠

白 同 黒

同 白 鼠
（
黒
枠
）

同 同 黒

同 同 ア
リ

同 同 完
壁

（
表
紙
）

（
紋
）

（
題
策
）

（
題
字
）

あ
る
、
そ
の
異
同
を
表
示
す
る
と
次
の
如
く
で
あ
る
。

白
抜
、
乙
は
黒
色
で
あ
る
。

「
百
合
若
．
潤
色
」
祠
版
、

あ
と
を
ひ

同 お
と
を
ひ

（
角
書
）

て
は
、
恩
ひ
切
っ
た
派
手
な
或
は
珍
ら
し
く
下
品
な
色
の
使
い
方
と
し
て
目
立
つ
て
ゐ
る
。

B
 

A A
 

（
書
證
）

白
の
題
策
に
赤
文
字
を
用
ひ
た
も
の
は
、
他
に
敷
巻
を
見
る
が
、
題
策
を
具
赤
に
塗
り
潰
し
た
も
の
は
こ

の
巻
と
、
前
に
記
し
た
「
十
二
段
」
五
版
位
の
も
の
で
、
概
ね
穏
健
な
色
を
用
ひ
て
ゐ
る
武
蔵
屋
本
に
し

「
川
中
嶋
合
戦
」
祠
版
、
甲
乙
共
に
茶
系
統
の
表
紙
、
題
筏
白
、
黒
文
字
の
同
刻
で
あ
る
が
、
紋
様
、
甲
は

こ
の
版
に
は
、
必
し
も
異
装
と
ば
か
り
は
云
へ
ぬ
が
、
明
か
に
五
種
の
異
版
が

（
夕
霧
補
文
）

（
談
見
報
告
）

問
題
な
い
が
、
文
字
は
一
零
旱
の
差
も
な
く
、
同
筆
で
あ
る
と
恩
は
る

-""o

一
四
八



戊（
第
二
次
＊
）
同
（
同
）

誤

付

本

「
夕
霧
柚
文
」
と
は
、
「
夕
霧
」
の
前
版
に
鋏
文
か
あ
っ
た
の
を
、
こ
の
時
完
本
の
登
見
に
よ
り
、
鋏
文
に
常

る
頁
丈
け
を
こ
の
巻
に
添
付
し
た
も
の
で
あ
る
。
「
登
見
報
告
」
と
は
、
多
年
探
求
に
苦
心
し
た
「
夕
霧
」
の

完
本
と
「
潤
色
」
と
を
登
見
し
得
た
報
告
文
で
あ
っ
て
、
文
中
「
完
璧
」
と
あ
る
べ
き
が
、
或
者
は
ぶ
R
壁
」
と

。

な
り
、
他
は
「
安
璧
片
こ
誤
つ
て
ゐ
る
も
の
が
あ
る
を
云
ふ
。
「
角
書
」
と
は
、
表
紙
の
「
卯
月
の
潤
色
L

の
角
害

に
「
あ
と
を
ひ
」
と
あ
る
べ
き
を
、
一
部
「
お
と
を
ひ
一
と
錯
つ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
題
字
一
見
同
筆
と
見

ゆ
る
が
、
仔
細
に
比
較
す
る
と
、
ニ
―
―
一
の
書
（
例
へ
ば
百
合
若
の
、
合
字
の
撥
ね
）
に
小
異
が
あ
り
、
そ
れ

が
自
ら
二
種
に
分
か
れ
て
ゐ
る
。
今
こ
の
四
種
の
初
版
を
併
べ
て
、
そ
の
異
同
を
比
べ
て
見
る
と
、
自
ら
移

b
愛
り
に
順
序
が
あ
っ
て
、
そ
れ
等
の
版
が
担
た
網
路
が
判
る
。
甲
と
乙
と
は
表
紙
の
地
の
色
、
紋
様
、
題

字
、
柚
文
が
あ
る
こ
と
、
報
告
文
が
「
完
璧
」
に
な
つ
て
ゐ
る
こ
と
、
角
害
が
「
お
と
を
ひ
L

で
あ
る
こ
と
な

同

丁

同

同 同

同 同 同

（同）
同 同

（
同
）

ナ
シ

ナ
シ

（
同
）

。安璧 。
完
壁

一
四
九

（同）
同 同

(
B
)
 

A B
 



乙
と
丙
と
の
違
ひ
は
、
紋
様
が
前
者
は
黒
で
あ
る
の
が
、
後
者
は
白
抜
と
な
り
、
「
お
と
を
ひ
L

が
「
あ
と

を
ひ
」
に
訂
さ
れ
、
書
髄
が
A
か
ら
B
へ
菱
つ
て
ゐ
る
。
柚
文
が
あ
る
こ
と
、
「
完
璧
」
で
あ
る
こ
と
等
は
、

同
様
で
あ
る
。

が
つ
か
ぬ
が
、
内
容
の
文
字
の
上
で
、
丁
の
「
完
壁
」
で
あ
る
の
に
封
し
て
、
戊
は
「
安
璧
」
に
菱
つ
て
ゐ

即
ち
．
甲
乙
二
本
は
、
角
害
が
「
お
と
を
ひ
」
に
誤
ま
ら
れ
て
、
丙
以
下
そ
れ
が
正
さ
れ
て
ゐ
る
黙
、
紋

様
が
こ
の
二
本
が
黒
で
、
丙
以
下
白
抜
に
菱
つ
て
ゐ
る
黙
、
書
髄
が
A
種
で
あ
る
黙
な
ど
か
ら
見
て
、
こ
の

二
本
は
績
い
て
最
初
に
出
た
も
の
で
あ
る
。
而
し
て
、
甲
は
題
策
が
獨
り
黒
枠
で
仕
切
っ
た
地
色
で
あ
り
．

乙
は
白
抜
で
、
そ
れ
以
下
に
構
綾
し
て
ゐ
る
か
ら
、
甲
が
先
で
、
乙
が
こ
れ
に
綾
い
た
も
の
と
思
は
る
＼
〇

る
。
明
か
な
異
版
で
あ
る
。

丁
と
戊
と
は
、
題
字
の
書
値
が
、

で
あ
る
こ
と
だ
け
が
異
つ
て
ゐ
る
。

一
は
A

で
あ
り
他
は
B
で
あ
る
小
差
が
あ
る
外
、
外
形
は
殆
ど
見
分
け

ど
、
す
べ
て
共
通
で
あ
っ
て
、
唯
前
者
は
題
策
が
地
と
同
じ
鼠
色
で
、
黒
枠
が
取
っ
て
あ
り
、
後
者
は
白
技

一
五
〇



乙
に
共
通
で
、

一
五

ら
、
こ
れ
が
乙
に
綾
い
た
版
で
あ
る
と
知
ら
れ
、
丁
戊
は
そ
の
あ
と
に
出
た
無
籍
本
と
全
く
同
一
装
禎
で
あ

る
ば
か
り
で
な
く
、
補
文
が
無
く
な
っ
て
ゐ
る
こ
と
が
共
通
で
あ
る
か
ら
、
初
版
同
本
中
の
最
後
の
も
の
で

「
最
明
寺
」
四
版
、
（
箪
本
）
甲
は
表
紙
濃
黄
色
、
紋
様
白
抜
、
「
今
宮
、
最
明
寺
」
の
表
紙
を
利
用
し
た
貼
付

本
、
乙
は
同
じ
砧
付
本
で
あ
る
が
、
淡
卵
色
、
褐
色
紋
様
の
「
近
桧
時
代
浮
瑠
璃
」
の
表
紙
を
利
用
し
た
も

の
で
あ
る
。
甲
が
そ
の
日
付
で
先
づ
出
で
、
乙
は
「
近
松
時
代
」
の
合
本
が
出
た
あ
と
、
廿
七
年
以
後
に
出

た
も
の
で
あ
ら
う
。

「
隅
田
川
」
再
版
、
紋
、
題
答
が
白
抜
で
あ
る
こ
と
、
黒
字
で
あ
る
こ
と
、
そ
の
文
字
が
一
饗
、

違
も
な
い
こ
と
等
、
二
本
は
全
く
同
一
形
式
で
あ
る
が
、
表
紙
の
色
が
、

「
酒
呑
童
子
」
再
版
、
甲
は
白
色
、
紋
赤
、
題
策
は
白
の
地
色
に
黒
の
二
重
枠
、
黒
字
で
あ
っ
て
．

他
は
目
が
さ
む
る
や
う
な
明
る
い
卵
黄
色
で
あ
る
。

あ
る
こ
と
が
判
か
る
。

丙
は
補
文
が
あ
る
こ
と
、
「
完
璧
L

で
あ
る
こ
と
が
甲
、

乙
は
卵

ー
は
や
4

濃
き
緑
色
で
あ
っ
て
、

一
黙
の
相

丁
及
び
後
版
と
異
つ
て
ゐ
る
か



の
一
巻
に
現
は
れ
て
ゐ
て
、
そ
ゞ
ろ
に
哀
愁
を
そ
4

る
も
の
が
あ
る
。

色
．
紋
白
、
題
策
白
、
無
字
で
あ
る
。
文
字
は
同
筆
異
刻
か
。
「
酒
呑
宣
子
」
は
初
版
に
も
異
装
本
が
あ
る
こ

と
、
上
記
の
如
く
で
あ
っ
て
、
二
年
を
隔
て
ょ
同
じ
篇
に
再
び
二
種
の
再
版
が
作
ら
れ
た
繹
で
あ
る
が
、
そ

「
天
鼓
、
吉
岡
染
」
初
版
．
甲
は
白
表
紙
、
紋
崩
黄
、
題
策
は
地
色
に
黒
の
二
重
枠
で
、
黒
字
、
乙
は
表
紙

卵
色
、
紋
は
褐
色
、
題
荼
白
、
金
銀
の
枠
（
こ
の
表
紙
は
「
近
松
時
代
浮
瑠
聘
」
を
流
用
し
た
も
の
で
あ
る
）

が
あ
る
。
題
字
は
「
傾
城
吉
岡
染
」
「
天
鼓
」
と
、
甲
本
と
は
逆
の
順
に
併
べ
て
記
さ
れ
て
ゐ
る
（
本
文
の
排

列
は
甲
乙
共
に
天
鼓
、
吉
岡
染
の
順
で
あ
る
）
。
武
蔵
屋
本
の
末
期
に
掛
た
こ
の
篇
は
、
云
ふ
迄
も
な
く
、
甲

本
が
先
づ
出
て
、
本
文
の
残
部
に
、

こ
れ
も
在
り
合
は
せ
た
「
時
代
浮
瑠
璃
」
の
不
用
の
表
紙
を
間
に
合
は

せ
て
、
閉
店
間
際
に
出
た
と
思
は
る
4

の
が
乙
本
で
あ
る
。
外
に
も
例
が
あ
る
こ
と
で
は
あ
る
が
、
貼
付
本

の
見
す
ぽ
ら
し
さ
と
云
ひ
、
題
目
の
排
列
を
誤
つ
て
ゐ
る
こ
と
4

云
ひ
、
断
末
魔
の
混
朧
と
焦
燥
と
が
、

同
版
異
装
本
が
作
ら
れ
た
動
機
は
ど
う
し
た
こ
と
で
あ
ら
う
か
。
同
じ
初
期
の
酬
刻
院
本
で
あ
る
金
櫻
堂

れ
は
別
に
因
縁
が
あ
る
と
も
思
は
れ
ぬ
。

一
五

こ



本
（
名
作
三
十
六
佳
撰
）
に
も
敷
種
の
同
版
異
装
本
が
あ
る
。
い
づ
れ
も
初
版
で
同
じ
日
付
の
奥
付
を
持
つ

て
ゐ
る
が
、
似
て
も
似
つ
か
ぬ
全
く
異
っ
た
意
匠
の
表
紙
か
付
け
ら
れ
て
居
つ
て
、
中
に
「
一
谷
漱
軍
記
L

の
如
き
、
三
種
迄
の
同
版
異
装
本
が
、
家
蔵
中
だ
け
に
も
見
出
さ
る
と
。
こ
の
叢
害
は
、
事
寅
上
の
改
版
毎

に
、
違
っ
た
装
禎
を
さ
れ
た
の
で
あ
ら
う
。
而
し
て
そ
の
装
行
者
に
、
版
歴
と
い
ふ
概
念
が
な
く
、
重
版
の

際
は
、
無
造
作
に
初
版
の
通
り
の
奥
附
を
作
っ
て
添
付
し
た
も
の
4

様
で
あ
る
。

舟
五
年
頃
に
出
た
敷
篇
に
第
五
版
が
あ
る
。
そ
の
奥
付
は
執
れ
も
初
版
か
ら
直
ぐ
に
五
版
に
た
つ
て
ゐ

る
。
案
す
る
に
各
篇
の
再
版
か
ら
四
版
迄
は
、
上
記
の
や
う
に
初
版
名
義
で
逝
し
て
来
て
、
こ
の
時
出
版

法
規
が
菱
っ
た
か
、
初
版
重
出
の
不
合
理
が
判
っ
た
か
、
等
の
動
機
か
ら
、
急
に
第
五
版
と
し
た
も
の
で

あ
ら
う
。
果
し
て
然
ら
ば
、
各
篇
は
各
四
種
づ
4

の
初
版
異
装
本
が
あ
る
繹
で
、
蒐
集
の
興
味
を
そ
4

る

も
の
が
あ
る
。

武
蔵
屋
本
の
場
合
は
、
最
初
か
ら
版
歴
の
概
念
が
あ
っ
て
、
錯
誤
が
無
い
限
り
初
版
、
再
版
と
正
営
に
整

理
さ
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
同
版
異
装
本
に
、
金
櫻
堂
本
流
の
「
無
造
作
初
版
L

設
は
営
て
飲
ら

一五＝＝



（
二
）
前
版
の
表
紙
の
残
り
が
あ
る
の
を
、
次
版
の
一
部
に
用
ひ
、
不
足
分
を
新
に
用
意
さ
る
ぷ
場
合
、
大

部
分
は
新
し
い
表
紙
で
あ
っ
て
、

た
様
な
こ
と
で
あ
ら
う
。
前
に
記
し
た
「
＋
二
段
」
五
版
＝
一
種
の
う
ち
、

る

_.,o

一
小
部
分
に
前
版
の
表
紙
の
残
っ
た
の
を
、
勿
髄
な
い
か
ら
使
ふ
と
い
つ

ぬ
。
況
や
異
装
本
が
再
版
以
下
の
も
の
で
あ
る
場
合
は
、
猶
更
こ
の
恨
諒
は
成
立
た
ぬ
繹
で
あ
る
。

想
像
さ
る
と
異
装
本
登
生
の
動
機
は
次
の
場
合
の
執
れ
か
で
あ
り
、
或
ぱ
そ
の
幾
つ
か
の
場
合
で
あ
ら

(
-
）
武
蔵
屋
本
は
、
何
版
分
か
に
相
常
す
る
分
量
の
本
文
が
一
度
に
印
刷
さ
れ
て
貯
蔵
さ
れ
、
重
版
の
際

は
新
に
表
紙
と
奥
付
と
が
用
意
さ
れ
て
出
来
上
か
る
こ
と
に
た
つ
て
居
た
こ
と
は
既
記
の
如
く
で
あ
る
。
虞

が
、
或
時
は
武
蔵
屋
獨
特
の
準
備
上
の
手
違
ひ
か
ら
貯
蔵
さ
る
4

分
に
封
す
る
奥
付
が
、
本
文
と
一
緒
に
印

刷
さ
れ
て
了
つ
て
、
重
版
の
際
は
、
表
紙
の
み
が
新
し
く
さ
れ
た
o

こ
の
想
定
は
最
も
可
能
性
が
あ
る
や
う

で、
r
百
合
若
、
潤
色
」
初
版
の
四
種
、
「
謳
山
姥
、
重
井
筒
」
再
版
の
三
種
等
は
、
こ
れ
に
常
る
や
う
に
思
は

う。

乙
本
の
表
紙
が
、
第
四
版
と
全
く

一
五
四



一
五
五

（
三
）
前
と
反
鉗
の
場
合
、
前
版
の
際
、
準
備
上
の
麒
甑
か
ら
、
表
紙
が
不
足
し
て
、
本
文
が
残
っ
た
。
（
こ

の
場
合
の
本
文
に
は
云
ふ
迄
も
な
く
前
版
の
奥
付
が
つ
い
て
ゐ
る
。
）
重
版
の
際
、
こ
れ
が
新
版
の
表
紙
を
以

つ
て
、
新
版
と
一
緒
に
上
市
さ
れ
る
。
「
酒
呑
童
子
」
初
版
の
甲
と
再
版
の
甲
、

I

百
合
若
、
潤
色
」
の
丁
と
、

次
版
（
奥
付
誤
付
本
）
な
ど
が
、
ど
う
や
ら
こ
の
例
に
嘗
て
嵌
り
さ
う
で
あ
る
。

以
上
の
二
つ
の
恨
詮
は
、
執
れ
も
出
版
準
備
の
際
、
本
文
と
表
紙
と
の
部
数
が
一
致
せ
中
に
、
そ
の
執
れ

か
ゞ
競
っ
た
場
合
、
次
の
版
を
出
す
時
に
、
前
版
か
後
版
か
の
異
本
が
出
来
る
と
す
る
想
定
で
あ
る
が
、
こ

れ
も
あ
り
さ
う
に
思
は
る
..,10

（
四
）
金
櫻
堂
本
の
場
合
と
同
じ
ゃ
う
に
、
重
版
の
際
、
前
版
の
奥
付
を
そ
の
ま
4
印
刷
し
た
と
す
る
場

合
。
唯
金
櫻
堂
の
場
合
は
、

心
的
な
不
用
意
か
ら
、

さ
う
す
る
も
の
だ
と
思
ひ
、
武
蔵
屋
の
場
合
は
、
さ
う
で
は
な
い
が
、
偶
々
放

さ
う
し
て
仕
舞
っ
た
と
解
す
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
乍
ら
、
異
装
本
の
奥
付
は
多
く

同
版
で
あ
る
と
見
ら
れ
、
斯
の
俵
説
に
嘗
て
嵌
ま
る
寅
例
と
し
て
は
改
装
本
の
「
本
朝
三
國
誌
」
が
あ
る
の

同
じ
で
あ
る
の
が
そ
の
例
で
あ
る
。



み
で
あ
る
。

以
上
の
や
う
に
考
ふ
る
と
、
同
版
異
装
本
と
云
つ
て
も
、
そ
れ
は
同
じ
日
付
の
奥
附
を
持
つ
て
ゐ
る
と
い

ふ
丈
で
あ
っ
て
、
必
し
も
同
時
に
出
版
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
。
特
に
俵
説
（
一
）
と
（
四
）
と
の
場
合
は
、
完

全
に
獨
立
し
た
一
版
で
あ
る
筈
で
あ
る
が
、
今
そ
れ
を
明
か
に
す
る
術
は
た
い
。

題

篠

貼

付

本

表
紙
に
題
答
を
貼
り
つ
け
て
あ
る
武
蔵
屋
本
が
、
筆
者
の
知
つ
て
ゐ
る
だ
け
で
、
左
記
の
十
六
稲
あ
る
。

こ
れ
だ
け
が
そ
の
全
部
で
な
い
だ
ら
う
と
思
は
る
4

こ
と
は
、
奥
付
誤
付
本
や
、
同
版
異
装
本
と
同
じ
で
あ

る
。
貼
付
本
は
執
れ
も
他
の
篇
の
為
め
に
用
意
さ
れ
て
、
何
等
か
の
部
分
で
、
不
用
に
た
っ
た
表
紙
を
、
流

用
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
透
か
し
て
見
る
と
、
下
に
印
刷
さ
れ
て
ゐ
る
も
と
の
題
目
が
讀
ま
る
4

。
同
じ
菱

態
本
で
あ
る
が
、
誤
付
本
や
異
装
本
と
違
つ
て
、
こ
れ
は
間
違
っ
て
出
来
た
も
の
で
は
た
い
。

一
五
六



大
塔
宮
・
浮
名
額

同 最

明

寺

四

同 川

中

嶋

合

戦

今

宮

心ヽ

一
次
同

同

同
二
次

中

四

次

二
六
•
三
•
八

二
五
•
七
・
？

二
五
・
―
-
•
1
0
 

二
五
・
九
・
ニ
六

近
松
世
話
（
虹
輝
）

近

松

時

代

今
宮
•
最
明
寺

近

松

時

代

近
松
世
話
（
翌

姫

山

姥

双
は
氷
の
朔
日
・

五

十

年

忌

初
乙

ニ
四
•

1
 O• 

近

松

時

代

同

同

重

井

筒

同

同

本

朝

三

國

誌

巻

初 版

一
五
•
四
・
ニ
九

日

付

同 同 鎗
櫂
三
・
十
二
段

曾
根
崎
・
外

箪

表

紙

一
五
七

奥
付
を
鋏
＜

曾
根
崎
外
二
、
三
版
奥
付

女
腹
切
・
淀
鯉
再
版

最
明
寺
四
版
奥
付

同

摘

要

「
近
松
著
作
全
書
」
第
二
冊
を

分
冊
改
装
せ
る
も
の

同



吉
岡
染
・
天

「
露
井
筒
」

「
謳
山
姥
L

分
冊
改
装
本
で
あ
る
こ
と
、
不
用
に
な
っ
た
原
表
紙
が
出
来
て
、
そ
れ
が
こ
れ
等
の
巻
に
流
用
さ
る
4

に
至

っ
た
径
路
、
改
装
の
時
期
等
に
就
て
は
低
に
記
し
た
如
く
で
あ
る
。
こ
の
三
巻
は
原
版
が
さ
う
で
あ
る
為
め
、

後
の
武
蔵
屋
本
に
比
し
、
縦
横
が
少
し
つ
ま
つ
て
、
小
形
に
な
つ
て
ゐ
る
。

「
今
宮
心
中
」
第
四
次
本
（
表
紙
に
は
「
今
宮
」
の
み
の
題
目
が
あ
る
が
、
内
容
は
「
潤
色
」
が
添
付
さ
れ

て
ゐ
る
）
は
奥
付
を
峡
い
で
ゐ
る
。
こ
の
版
全
般
が
さ
う
で
あ
る
か
、
家
蔵
の
巻
の
み
で
あ
る
か
明
か
で
た

「
三
國
誌
」

鼓

善 天

帥

二
次

葉
・
薩
摩
歌

普
光
寺
再
版
奥
付

善
光
寺
再
版
奥
付

同
版
異
装
本

の
所
謂
初
版
と
稲
す
る
巻
が
、
質
は
「
近
松
著
作
全
事
ど
第
二
巻
の

二
九
•
-
•
1
0
 

光

寺

再

同
記

紅 同 雪

同

次

同

時

代塁）
（
享
保

近
松
泄
話
（
認
）

時

代

近：

松

同 近

松

次

ニ
八
．
―
―
•
二
九
同

（

同

）

女

二
次

二
七
•
l
-
•

九

近
松
世
話
（
双
麻
）

隅
田
川
再
版
奥
付

、
一
五
八

.. 



一
五
九

い
が
、
裏
表
紙
が
完
備
し
て
ゐ
て
、
後
に
脱
落
し
た
も
の
と
は
見
え
ぬ
。
巻
末
に
「
辰
年
七
月
」
の
日
付
が

あ
る
報
告
文
が
あ
る
か
ら
、
そ
の
頃
に
出
た
も
の
で
あ
ら
う
。
原
表
紙
の
「
近
松
世
話
浮
瑠
璃
l

（
自
元
緑
ト

三
年
至
賽
永
七
年
）
は
、
二
五
•
四
•
八
に
出
て
ゐ
る
か
、
そ
の
表
紙
と
、

r

今
宮
」
に
轄
用
さ
れ
て
ゐ
る
も
の

と
を
比
較
す
る
と
、
題
字
は
同
筆
同
刻
、
地
色
は
淡
灰
色
で
、
現
本
の
分
は
黄
味
、
流
用
の
分
は
少
し
く
宵

味
を
帯
び
て
ゐ
る
小
差
が
あ
り
、
紋
様
と
題
策
の
枠
が
、
前
者
は
黒
褐
色
、
後
者
は
銀
で
，

と
し
て
、
何
等
か
の
都
合
で
中
止
に
な
つ
て
、
こ
の
不
用
表
紙
が
出
来
た
の
で
あ
ら
う
。

こ
れ
は
全
く
異

つ
て
ゐ
る
。
合
本
は
時
代
、
世
話
共
に
重
版
が
出
た
形
跡
は
無
い
か
ら
、
廿
五
年
七
月
頃
、
再
版
を
出
さ
う

「
川
中
嶋
」
二
次
版
ぱ
、
「
曾
根
崎
、
外
二
」
の
表
紙
を
用
ひ
た
も
の
で
、
地
色
緑
、
紋
様
と
題
策
白
抜
、
題

字
黒
色
の
こ
の
表
紙
は
、
そ
の
「
曾
根
崎
、
外
二L
の
第
四
次
本
（
二
七
•
四
・
ニ
―
)
に
用
ひ
ら
れ
て
ゐ
る

も
の
と
全
く
同
じ
も
の
で
あ
る
。
こ
の
「
川
中
嶋
L

と
同
じ
二
五
・
九
・
ニ
六
付
で
出
た
筈
の
「
曾
根
崎
．
外

二
」
の
第
三
版
（
「
川
中
嶋
」
二
次
本
と
、
1

紅
葉
、
薩
摩
歌
」
二
次
本
に
誤
付
さ
れ
て
ゐ
る
奥
付
に
よ
る
）
は
、

未
見
本
で
あ
る
が
、
必
す
こ
の
緑
色
の
同
一
様
式
の
表
紙
で
あ
ら
う
と
思
は
る
心
柳
ち
こ
の
表
紙
は
、
同

I ， 



が
流
用
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

な
っ
て
ゐ
る
不
思
議
な
版
で
あ
る
。

の
本
文
の
貯
蔵
が
無
く
な
っ
て
ゐ
る
こ
と
を
装
見
し
た
と
い
ふ
如
き
）
に
よ
つ
て
、

り
、
「
今
宮
」
の
み
を
離
し
て
刊
行
（
表
紙
の
題
目
は
輩
目
で
、
賓
質
は
「
潤
色
」
を
添
付
し
て
あ
る
版
、
奥
付

を
鋏
ぐ
）
し
た
、
と
で
も
い
ふ
や
う
な
鯉
緯
が
あ
っ
て
、
中
止
さ
れ
た
合
巻
第
四
版
の
為
め
に
用
意
さ
れ
た

の
が
こ
の
表
紙
な
の
で
あ
ら
う
。
翌
廿
六
年
三
月
、
切
離
さ
れ
た
「
最
明
寺
」
を
輩
行
す
る
の
に
こ
の
表
紙

頓
か
に
模
様
換
と
な

時
に
出
た
そ
の
篇
の
三
版
を
「
川
中
嶋
」
二
次
本
に
用
ゐ
ら
れ
、
更
に
茂
っ
た
分
が
第
四
次
本
に
用
ゐ
ら
れ

た
と
恩
は
る
4

か
ら
で
あ
る
。
「
川
中
嶋
」
二
次
本
は
、
表
紙
も
奥
付
も
共
に
「
曾
根
崎
、
外
二
」
の
も
の
に

「
最
明
寺
」
第
四
版
の
表
紙
は
、
濃
き
黄
色
．
紋
様
と
題
策
白
技
、
貼
紙
の
下
に
は
黒
字
で
「
今
宮
の
心
中
、

最
明
寺
殿
百
人
上
瓶
」
の
題
跳
が
讀
ま
る
＼
。
こ
の
篇
は
祖
版
か
ら
三
版
迄
「
今
宮
」
と
合
巻
で
あ
る
が
、

こ
4

に
使
は
れ
て
ゐ
る
表
紙
は
、
そ
の
執
れ
の
版
の
も
の
で
も
な
い
。
廿
五
年
四
月
、
こ
の
組
合
せ
の
三
版

を
出
し
た
後
、
そ
の
七
月
頃
更
に
第
四
版
を
出
さ
う
と
し
て
何
等
か
の
故
障
（
在
る
積
り
だ
っ
た
「
最
明
寺
」

一
六
〇



る。 「
大
塔
宮
、
浮
枇
額
」
に
は
、
「
最
明
寺
」
四
版
の
奥
付
が
付
い
て
ゐ
る
か
ら
、
廿
六
年
三
月
頃
の
版
で
あ
ら

う
。
用
ゐ
ら
れ
て
ゐ
る
表
紙
は
、
7
今
宮
心
中
」
第
四
次
版
と
同
じ
「
近
松
枇
話
浮
瑠
聘
」
（
元
緑
・
賓
永
）
の
も

の
で
あ
る
。

一
六

「
雪
女
」
第
二
次
本
に
は
「
隅
田
川
」
再
版
の
奥
付
が
誤
付
さ
れ
て
ゐ
る
。
表
紙
は
「
近
松
世
話
浮
瑠
璃
’j

（
自
賓
永
七
年
至
享
保
七
年
）

の
分
が
用
ゐ
ら
れ
て
ゐ
る
。

こ
の
銀
紋
様
、
銀
枠
の
表
紙
は
、
「
今
宮
心
中
」

「
大
塔
宮
、
浮
世
額
」
に
用
ゐ
ら
れ
た
同
じ
「
近
松
世
話
淫
瑠
瑚
」
の
コ
冗
緑
・
賓
永
」
の
分
と
全
く
同
一
様

式
で
あ
る
。
同
じ
時
期
に
同
じ
動
機
で
作
ら
れ
て
、
同
じ
理
由
で
不
用
と
な
っ
た
表
紙
な
の
で
あ
ら
う
。

「
紅
葉
、
薩
摩
歌
」
三
次
本
に
は
晶
咎
松
時
代
浮
瑠
璃
」
の
表
紙
が
使
は
れ
て
ゐ
る
。
卵
黄
色
、
紋
様
と
題

策
の
枠
は
褐
色
で
、
廿
八
、
九
年
に
出
版
さ
れ
た
合
本
二
巻
の
現
本
の
表
紙
に
似
て
ゐ
る
。
現
本
の
表
紙
の

餘
剰
で
あ
る
の
か
、
別
に
用
意
さ
れ
て
不
用
に
な
っ
た
も
の
で
あ
る
か
は
明
か
で
な
い
。

「
善
光
寺
」
再
版
に
は
「
雪
女
」
二
次
本
と
同
じ
「
近
松
世
話
」
（
賓
永
、
享
保
）
の
表
紙
が
流
用
さ
れ
て
ゐ



「
吉
岡
染
、
天
鼓
L

は
、
例
の
初
版
の
異
装
本
で
あ
っ
て
、
表
紙
は
「
紅
葉
、
薩
摩
歌
」
三
次
本
に
用
ゐ
ら

れ
て
ゐ
る
の
と
同
じ
「
近
松
時
代
」
で
あ
る
。

以
上
を
遥
観
す
る
に
、
題
策
貼
付
本
が
出
た
の
は
、
廿
二
年
に
三
種
、
廿
四
年
一
種
、
廿
五
年
―
―
一
種
、
廿

六
年
三
菰
、
廿
七
年
一
種
、
廿
八
年
四
種
、
廿
九
年
一
稲
で
あ
っ
て
、
隧
時
に
こ
の
手
段
は
用
ゐ
ら
れ
、
或

時
期
に
偏
し
て
ゐ
る
の
で
は
な
い
。

貼
付
本
が
出
来
る
動
機
と
し
て
、
想
像
さ
る
4

最
も
主
な
る
場
合
は
、
中
途
迄
用
意
さ
れ
た
巻
（
多
く
の

場
合
は
合
巻
）
の
出
版
が
、
何
等
か
の
都
合
で
中
止
さ
れ
て
、
不
用
の
表
紙
が
出
来
た
の
を
、
他
の
巻
に
流

用
す
る
の
で
あ
る
と
思
は
る

-"o
廿
二
年
末
に
出
た
と
恩
は
る
4

、
十
四
年
日
附
の
三
本
、
7

今
宮
、
最
明
寺
」

は
初
版
か
ら
三
版
迄
こ
の
組
合
せ
で
あ
る
の
で
、
四
版
も
そ
の
積
り
で
、
表
紙
が
用
意
さ
れ
た
の
が
、
不
用

に
な
っ
て
、
「
最
明
寺
」
四
版
の
匹
早
本
に
利
用
さ
れ
た
と
思
は
る
4

如
き
が
そ
の
例
で
あ
る
。

「
川
中
嶋
」
の
項
に
記
し
た
場
合
は
、
想
像
さ
る
4

貼
付
本
猿
生
の
第
一
＿
の
動
機
で
あ
ら
う
。
こ
の
場
合
は
、

恐
ら
く
又
し
て
も
、
何
等
か
の
手
違
ひ
に
よ
っ
て
、
必
要
以
上
に
多
量
の
表
紙
が
出
来
上
つ
て
仕
舞
っ
た
の

一
六



で
、
そ
の
一
部
を
貼
付
本
と
し
て
他
の
巻
に
流
用
し
た
の
で
あ
る
。
「
紅
葉
、
薩
摩
歌
」
と
「
吉
岡
染
、
天
鼓
」

と
に
用
ゐ
ら
れ
て
ゐ
る
「
近
松
時
代
浄
瑠
璃
」
の
表
紙
も
、
こ
の
例
に
麗
す
る
の
で
あ
る
の
か
も
卸
れ
ぬ
。

十
四
年
日
付
の
三
本
は
別
と
し
て
、
他
の
貼
付
本
十
三
種
の
中
、
奥
付
誤
付
本
六
、
奥
付
脱
落
本
一
、
同

版
異
装
本
一
が
あ
っ
て
、
正
し
い
そ
の
巻
の
奥
付
を
持
つ
て
ゐ
る
も
の
は
、
僅
か
に
五
巻
あ
る
の
み
で
あ
る
。

題
策
貼
付
と
い
ふ
異
例
な
取
扱
の
為
め
に
、
餘
計
な
混
雑
が
起
つ
て
、
奥
付
誤
付
そ
の
他
の
錯
誤
を
生
じ
た

の
か
、
も
と
／
＼
貼
付
本
は
、
業
屋
の
繰
廻
し
が
苦
し
い
時
期
に
苦
し
ま
ぎ
れ
に
出
来
た
も
の
と
思
は
る
4

の
で
、
さ
う
し
た
場
合
に
於
け
る
事
務
的
、
精
紳
的
混
髄
朕
態
が
．
同
時
に
奥
付
誤
付
等
の
混
雑
を
伴
う
た

か
、
敦
れ
に
し
て
も
何
等
か
の
連
闘
し
た
原
因
か
ら
稜
生
し
た
も
の
で
、
偶
然
で
は
無
さ
さ
う
に
思
は
る

_,,o

そ
れ
に
し
て
も
、
俵
令
稀
に
不
用
に
な
っ
た
表
紙
が
山
積
さ
れ
て
ゐ
て
も
、
そ
の
事
の
み
が
理
由
で
，
貼

付
本
と
な
る
と
は
眼
ら
ぬ
。
出
版
物
に
は
出
来
る
丈
け
意
匠
を
凝
ら
し
、
手
数
を
か
け
て
、
禰
が
上
に
も
立

派
な
装
禎
を
し
度
い
こ
と
が
、
出
版
者
と
し
て
の
人
情
で
も
あ
り
、
賣
物
に
花
を
飾
る
商
賣
的
な
要
求
で
も

あ
る
。
鯉
演
的
の
不
如
意
か
ら
来
る
已
む
を
得
な
い
結
果
に
外
な
ら
ぬ
貼
付
本
を
作
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と

一
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武
蔵
屋
本
の
猿
兌
元
、
又
は
預
賣
所
等
の
名
目
で
、
奥
付
に
列
ね
ら
れ
た
名
に
ぱ
、
左
記
の
や
う
な
数
次

(
-
）
．
武
蔵
屋
本
の
第
一
本
「
天
智
天
皇
」
初
版

(11
=-・1 0
)
、
第
二
本
「
十
二
段
」
初
版
（
ニ
ニ
・
―

-
）
に
は
、
「
酬
刻
兼
褻
行
者
L

と
し
て
早
矢
仕
民
冶
の
名
が
、
印
刷
者
松
本
秋
齋
と
併
ん
で
ゐ
る
の
み
で
あ

る
。
尤
も
そ
の
後
に
「
齊
捌
害
碑
L

「
市
内
大
賣
掬
」
と
し
て
、
五
六
の
書
蝉
名
か
列
記
さ
れ
て
ゐ
る
。
こ
の

賣
劉
所
名
は
、
後
年
に
な
っ
て
、
名
古
屋
、
京
都
、
大
阪
、
神
戸
等
に
一
旦
つ
て
、
次
第
に
増
加
し
て
ゐ
る
が
、

こ
れ
は
讀
ん
で
字
の
如
く
取
引
員
で
あ
っ
て
、
出
版
に
は
闘
係
な
い
の
で
あ
ら
う
。
唯
第
二
本
奥
付
の
賣
捌

の
菱
逗
が
あ
る
。

―
つ
で
あ
ろ
。

痰

兌

元

は
、
民
治
と
し
て
は
、
泣
い
て
も
泣
き
切
れ
た
い
思
ひ
で
あ
っ
た
の
で
あ
ら
う
。
そ
れ
ほ
ど
貼
付
本
は
、
見

た
目
が
如
何
に
も
貧
弱
で
あ
っ
て
、
武
蔵
屋
本
刊
行
の
、
血
の
出
る
や
う
た
苦
心
を
物
語
ろ
深
刻
な
遺
物
の

一
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害
罪
中
に
、
丸
普
、
中
西
屋
の
名
が
注
目
を
惹
く
。
第
三
本
「
日
本
振
袖
始
，
一
初
版
（
ニ
ニ
・
ニ
―
)
に
は
、

早
矢
仕
、
松
本
の
名
の
次
に
、
褻
賣
所
と
し
て
、
叢
害
閣
、
丸
善
商
社
書
店
（
日
本
橋
通
三
丁
目
）
、
盛
春
堂

公
本
郷
元
富
士
町
）
と
記
し
、
賣
捌
書
畔
の
名
は
無
い
。
以
上
の
如
く
、
第
一
期
の
二
十
二
年
本
の
稜
兌
元

の
記
し
方
は
未
た
一
定
し
て
ゐ
な
い
。

一
六
五

(
1
)
、
二
十
三
年
一
月
「
天
智
天
皇
」
再
版
以
降
、
酬
刻
兼
褻
行
者
早
矢
仕
民
治
、
印
刷
者
松
本
秋
齋
の

式
に
「
焚
兌
元
武
蔵
屋
叢
書
閣
」
と
記
さ
れ
、
こ
の
記
し
方
は
、
翌
廿
四
年
一
月
ま
で
絞
い
て
わ
る
。

（
三
）
、
二
十
四
年
一
月
の
「
國
性
爺
合
戦
」
初
版
か
ら
、
預
兌
元
に
丸
善
書
店
が
加
は
つ
て
、
丸
蒋
、
武

蔽
屋
の
順
に
並
ん
で
ゐ
る
。
こ
の
様
式
は
大
髄
に
於
て
、
廿
六
年
三
月
に
至
っ
て
ゐ
る
。

唯
こ
の
間
に
在
つ
て
、
廿
五
年
一
月
の
「
闘
八
州
」
三
版
に
は
、
東
京
丸
善
の
名
が
無
く
、
叢
書
閣
の
次

に
同
じ
登
兌
元
と
し
て
、
丸
屋
書
店
（
大
阪
心
齋
橋
筋
北
久
賓
寺
町
）
の
名
が
あ
る
。

〈
四
）
、
廿
六
年
四
月
、
「
一
心
五
戒
魂
」
初
版
か
ら
、
預
兌
元
、
丸
苦
、
武
蔵
屋
の
次
に
中
西
屋
（
神
田
匝

表
肋
保
町
二
番
地
）
が
加
は
つ
て
、
廿
九
年
二
月
の
最
後
に
迄
及
ん
で
ゐ
る
。



ら
出
資
闊
係
を
生
じ
た
か
、
何
等
か
の
愛
化
を
生
じ
た
も
の
で
あ
ら
う
c

丸
普
及
び
中
酉
屋
の
名
は
、
祁
期
の
分
か
ら
賣
捌
害
騨
の
連
名
中
に
あ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
丸
苦
が

It

四
年
一
月
か
ら
、
中
西
屋
が
廿
六
年
四
月
か
ら
、
特
に
褻
兌
元
に
場
所
を
移
し
て
ゐ
る
の
は
、

こ
の
時
期
か

賣
棚
書
畔
に
は
「
天
智
天
皇
L

再
版
（
二
三
•
一
）
か
ら
横
濱
丸
酋
書
店
（
辮
天
通
二
丁
目
）
、
「
柱
暦
」
再

版
（
二
三
・
三
）
か
ら
大
阪
丸
善
書
店
（
心
齋
橋
筋
北
久
賽
寺
町
）
の
名
か
加
は
つ
て
最
後
に
及
ん
で
ゐ

る
。
そ
れ
か
ら
叢
害
閣
と
闘
係
が
あ
る
か
な
い
か
不
明
で
あ
る
が
、
多
分
別
箇
の
も
の
だ
ら
う
と
思
は
る

ょ
武
蔵
屋
と
い
ふ
名
が
あ
っ
て
、
第
二
本
た
る
「
＋
二
段
」
初
版
（
ニ
ニ
・
―
-
）
に
現
は
れ
て
、
最
後
迄

綾
い
て
ゐ
る
。
最
初
は
「
神
田
錦
町
」
と
あ
り
、

Ir五
年
一
二
月
頃
の
諸
巻
に
「
神
田
表
神
保
町
」
と
な
り
、

翌
四
月
に
は
「
錦
町
」
に
緯
り
、
五
月
の
分
に
は
「
錦
町
一
丁
目
L

と
あ
る
の
が
、
十
一
月
、
十
二
月
頃

の
敷
巻
に
「
錦
町
三
丁
目
」
と
記
し
、
二
十
四
年
一
月
か
ら
再
び
「
一
丁
目
」
と
な
つ
て
、
最
後
に
至
っ

て
ゐ
る
。
表
神
保
町
及
び
錦
町
三
丁
目
は
誤
記
で
あ
る
か
、
事
賞
移
轄
し
た
も
の
か
明
か
で
な
い
。
名
か

武
蔵
屋
で
あ
っ
て
、
内
容
が
判
ら
ぬ
丈
け
に
、
氣
に
な
る
か
ら
記
し
て
置
く
。

一
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。
、
、
»
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三
村
清
一
一
一
郎
氏
の
「
本
の
話
」
に
「
僅
の
資
本
に
て
同
じ
町
の
活
版
屋
を
頼
み
、
近
松
も
の
4

珍
し
き
も

の
を
、
片
は
し
よ
り
一
部
宛
翻
刻
し
て
出
し
た
り
」
と
書
い
て
あ
る
。

こ
の
記
事
は
、
淀
橋
常
闘
寺
に
於
け

る
魯
庵
氏
の
講
演
を
聴
い
て
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
の
で
、
高
野
辰
之
、
山
口
剛
氏
の
そ
の
講
演
の
記
録
に

は
．
さ
う
し
た
印
刷
所
に
闘
す
る
記
述
は
な
い
か
、
多
分
魯
庵
翁
が
さ
う
云
ば
れ
た
の
で
あ
ら
う
。
し
か
し

乍
ら
、
そ
の
「
同
じ
町
の
活
版
屋
」
と
い
ふ
の
は
大
づ
か
み
な
云
ひ
方
で
あ
っ
て
、
武
蔵
屋
本
の
奥
附
を
見

れ
ば
、
簡
輩
に
わ
か
る
や
う
に
、
そ
の
印
刷
所
は
本
郷
匝
湯
嶋
一
丁
目
十
三
番
地
の
松
本
秋
齋
で
あ
る
こ
と

言
を
侯
た
ぬ
。
こ
の
湯
嶋
一
丁
目
十
三
番
地
は
、
武
蔵
屋
の
紳
田
宮
本
町
五
番
地
と
同
じ
並
び
で
、
神
田
明

神
の
入
口
を
挿
ん
で
、

で
あ
っ
た
。

一
丁
も
な
い
場
所
に
あ
る
の
で
、
大
雑
端
に
は
ー
同
じ
町
l

と
い
つ
て
も
い
ぷ
砺
所

こ
の
松
本
秋
齋
と
冷
ふ
の
は
、
ど
ん
な
印
刷
屋
で
あ
っ
た
か
、
知
る
由
も
な
い
が
、

印

刷

所

い
づ
れ
武
蔵
屋
に
相



二
三
•
三

ニ
四
•
一

ニ
四
・
ニ

ニ
四
•
五

ニ
四
•
一
―

ニ
四
•
六

同

同

初

版

同

生
玉
心
中

油

地

獄

領
城
買
二
筋
道

同

雪

女

初

版

井

駒

ム口‘、、

京
橋
弓
町
二
四

心
中
二
つ
腹
帯

末

廣

十

二

段

闘

恒

次

郎

神

田

表

紳

保

町

好

色

一

代

男

嶋

連

太

郎

（

秀

英

社

）

京
橋
西
紺
屋
町
二
六

出
世
景
清

初
版

柱

暦

再

版

同 廣

瀬

安

同 日
本
橋
兜
町

應
し
た
貧
弱
な
活
版
屋
で
あ
っ
た
の
で
あ
ら
う
。
廿
二
年
の
第
一
本
「
天
智
天
皇
L

初
版
か
ら
、
廿
九
年
の

最
終
巻
「
天
鼓
•
吉
岡
染
」
初
版
．
「
出
世
景
清

L

六
版
、
「
雪
女
し
三
次
本
ま
で
、
殆
ど
こ
の
印
刷
屋
で
一
貫

し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
が
、
僅
に
途
中
で
左
記
の
数
巻
丈
が
、
別
な
印
刷
所
に
な
つ
て
ゐ
る
。
（
参
考
の
為
め
、

院
本
以
外
の
も
の
も
、
目
に
つ
い
た
た
け
記
し
て
置
く
）
。

七
（
製
紙
分
社
）

一
六
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あ
ら
う
か
。

古
本
屋
に
於
け
る
武
蔵
屋
本

廿
三
年
の
四
月
以
降
、
及
び
廿
四
年
を
通
じ
て
、

一
六
九

こ
の
期
間
は
、
各
篇
の
初
版
、
重
版
が
績
出
し
て
ゐ
る

時
期
で
あ
る
が
、
上
記
の
敷
巻
を
挿
ん
で
、
そ
の
前
後
に
出
て
ゐ
る
も
の
は
、
皆
松
本
秋
齋
で
あ
っ
て
、
そ

の
間
を
縫
う
て
、
飛
び
／
＼
に
違
っ
た
印
刷
所
が
利
用
さ
れ
て
ゐ
る
の
は
、
ど
う
し
た
事
情
で
あ
っ
た
の
で

と
り

k
＼
の
色
彩
の
愛
化
に
よ
っ
て
、
武
蔵
直
本
を
美
装
し
た
向
イ
鳳
凰
丸
紋
散
ら
し
の
表
紙
は
、
松
本

秋
齋
の
印
刷
し
た
も
の
か
、
他
の
印
刷
屋
の
手
に
成
る
も
の
か
明
か
で
な
い
。
表
紙
の
題
荼
に
書
か
れ
た
表

題
は
終
始
同
筆
で
、
感
じ
の
い
4
筆
蹟
で
あ
る
が
、
そ
の
筆
者
も
何
人
で
あ
る
か
を
知
ら
ぬ
。

こ
ょ
敷
年
、
古
本
屋
の
店
さ
き
で
、
武
蔵
屋
本
を
見
る
こ
と
が
、

ほ
と
ん
ど
無
く
た
っ
た
。
神
保
町
あ
た

り
の
、
軒
並
の
古
平
屋
が
，
文
藝
、
経
惰
、
機
械
、
電
氣
、
化
熙
に
至
る
迄
、
最
も
普
及
的
な
本
を
、

通
り
は
並
べ
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
こ
と
、
早
い
こ
と
を
争
う
て
、
新
刊
書
を
置
く
や
う
に
な
っ
た
こ 一

と



う
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
も
の
と
見
ゆ
る
。
是
非
も
な
い
成
行
で
あ
る
。

と
等
の
傾
向
か
ら
、
ど
の
店
も
ど
の
店
も
、
同
じ
ゃ
う
た
通
り
一
遍
の
本
が
、
同
じ
ゃ
う
に
並
べ
ら
れ
て
、

一
軒
々
々
の
、
特
色
と
か
、
個
性
と
か
云
ふ
も
の
が
無
く
な
っ
た
。
あ
る
本
は
ど
の
店
に
も
あ
り
、
無
い
本

は
何
虚
に
も
な
い
。
澤
山
の
部
門
の
本
を
普
遍
的
に
並
べ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
い
ふ
こ
と
は
、
店
さ
き
の
棚
の
容

積
に
限
り
が
あ
ろ
か
ら
期
ぜ
ゎ
し
て
、
話
し
合
っ
た
や
う
な
、
劃
一
的
な
並
べ
方
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
の

で
あ
る
。
東
京
堂
、
三
省
堂
で
は
金
を
出
し
て
も
狸
ら
れ
な
い
、
掘
出
し
も
の
と
云
つ
て
も
、

一
部
何
百
、

何
千
金
に
値
す
る
稀
本
を
、
何
餞
均
一
の
瓦
羅
苦
多
本
の
山
か
ら
拾
ひ
出
さ
う
と
い
ふ
さ
も
し
い
了
簡
で
は

な
い
。
多
年
探
求
し
て
已
ま
な
か
っ
た
本
を
、
ゆ
く
り
た
く
も
棚
の
一
隅
に
登
見
し
て
、
心
の
と
き
め
き
を

覺
え
さ
す
意
味
で
の
掘
出
し
物
を
、
稀
に
は
さ
し
て
く
れ
る
古
本
屋
の
機
能
は
無
く
な
つ
て
仕
舞
っ
た
。
少

し
の
手
垢
の
よ
ご
れ
を
我
慢
す
れ
ば
、
二
割
、
三
割
方
廉
い
本
を
供
給
し
て
く
れ
る
と
い
ふ
こ
と
が
、
現
代

の
古
本
屋
の
役
目
で
あ
る
。
斯
う
し
た
種
類
の
本
な
ら
あ
の
店
と
い
ふ
看
板
が
あ
っ
た
方
が
よ
さ
さ
う
に
思

ふ
け
れ
ど
も
、
商
喪
に
技
け
目
の
無
い
商
賓
人
が
、
沿
々
と
し
て
さ
う
し
た
傾
向
に
奔
ろ
虞
を
見
る
と
、
さ

一
七
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一
七

私
が
初
め
て
武
蔵
屋
本
を
見
た
の
は
、
昭
和
二
年
の
頃
、
銀
座
の
夜
店
で
、
十
四
五
巻
の
バ
ラ
本
と
、
表

紙
も
、
奥
付
も
除
き
去
っ
た
三
巻
の
合
本
、
廿
敷
篇
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
紳
田
の
巖
松
堂
で
七
八
巻
、
本

郷
の
木
内
で
三
四
巻
を
入
手
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
別
に
特
殊
な
興
味
が
あ
っ
た
の
で
も
な
く
、
欲

し
く
て
堪
ら
な
か
っ
た
謁
で
も
な
か
っ
た
。
後
年
こ
の
叢
書
に
意
義
を
装
見
し
て
、
鵜
の
目
、
麿
の
目
、
貪

る
や
う
に
求
め
て
已
ま
ぬ
熱
意
が
、
そ
の
常
時
に
あ
っ
た
ら
、
容
易
に
、
豊
富
な
資
料
を
獲
ら
れ
た
ら
う
と

惜
し
ま
れ
て
た
ら
ぬ
。

所
在
の
古
書
展
覧
郁
賣
會
で
は
，

こ
の
頃
で
も
、
時
々
獲
物
に
あ
り
つ
く
こ
と
が
あ
る
。
滅
多
に
あ
る
繹

一
と
山
に
な
っ
て
ゐ

る
こ
と
が
多
く
の
場
合
で
あ
る
の
で
、
そ
れ
を
見
出
し
た
時
は
、
親
の
敵
に
巡
り
會
つ
た
思
が
す
る
。
上
野

の
松
坂
屋
の
古
書
展
で
得
た
一
と
山
は
、
出
品
人
の
名
を
見
る
と
、
神
田
の
悠
久
堂
で
あ
っ
た
。
悠
久
堂
は

私
が
二
日
に
一
度
、
三
日
に
一
度
位
は
這
入
る
店
で
あ
る
。
規
模
に
於
て
紳
保
町
有
敷
の
店
で
は
あ
る
が
、

御
多
分
に
漏
れ
ぬ
現
代
式
、
新
本
本
位
店
で
あ
つ
て
、
斯
ん
な
か
び
臭
い
稲
類
の
本
に
は
、
凡
そ
縁
の
遠
い

で
は
な
い
が
、
あ
る
時
は
、

一
巻
．
二
巻
の
バ
ラ
本
で
た
く
、
二
十
巻
、
三
十
巻
と
｀



と
山
の
中
か
ら
、

店
で
あ
る
の
で
、
彼
の
店
に
し
て
、
こ
ん
な
本
が
あ
る
か
と
意
外
な
思
を
し
た
。
こ
れ
に
類
す
る
例
は
、
他

に
も
何
度
か
網
駿
し
た
。
古
本
屋
の
店
頭
が
、
大
衆
的
需
要
本
に
占
領
さ
れ
て
、
そ
の
面
積
か
ら
謳
逐
さ
れ

た
、
斯
う
し
た
種
類
の
落
伍
本
は
、
あ
る
に
は
あ
っ
て
も
、
物
置
か
、
二
階
の
隅
の
方
へ
押
し
込
め
ら
れ
、

積
上
げ
ら
る
4

逼
命
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
古
本
屋
が
獲
行
す
る
目
録
を
見
て
、
そ
の
店
を
訪
ね
る
と
、
求

む
る
本
は
店
頭
の
棚
か
ら
で
な
く
、
奥
の
方
か
ら
取
り
出
さ
れ
て
来
る
の
を
常
と
す
る
。
近
年
頓
に
盛
ん
に

な
っ
た
古
書
展
の
流
行
は
、
店
頭
の
園
本
化
、
新
本
化
の
傾
向
に
附
随
し
て
起
っ
た
必
然
的
な
現
象
で
あ
っ

て
、
物
置
に
謳
逐
さ
れ
た
特
殊
な
本
に
、
時
偶
ま
日
の
目
を
見
す
る
為
め
の
機
闘
と
し
て
登
逹
し
た
も
の
で

あ
る
。
目
録
の
装
行
が
盛
に
な
っ
た
の
も
、
同
じ
動
機
か
ら
来
た
古
本
屋
の
自
衛
策
で
あ
る
が
、
私
の
鯉
瞼

し
た
範
園
内
で
は
、
目
録
で
武
蔵
屋
本
を
装
見
し
た
網
瞼
は
少
い
。

あ
る
日
、
私
は
本
郷
匿
の
場
末
の
、
お
婆
さ
ん
が
一
人
し
よ
ん
ぼ
り
店
番
を
し
て
ゐ
る
、
薄
汚
い
小
さ
い

古
本
屋
で
、
そ
の
入
口
の
虞
に
｀
暑
い
秋
の
日
を
浴
び
て
、
埃
ま
み
れ
に
な
っ
て
積
み
上
げ
ら
れ
て
ゐ
る
一

一
巻
の
武
蔵
屋
本
を
掘
り
出
し
た
。
そ
の
一
巻
こ
そ
は
、
そ
の
時
私
が
未
だ
持
つ
て
ゐ
な

一七



か
っ
た
こ
の
叢
書
の
最
終
巻
「
天
鼓
、
吉
岡
染
」
で
あ
っ
た
の
で
、
印
象
が
深
い
。
（
全
盛
期
に
出
た
本
は
ま

だ
し
も
市
場
に
在
庫
が
多
く
、
廿
八
九
年
の
末
期
に
出
た
も
の
は
勘
い
。
こ
れ
は
嘗
時
の
出
版
部
敷
に
比
例

す
る
必
然
的
た
結
果
で
あ
る
。
）
ま
た
或
時
は
目
白
匿
の
、
同
じ
ゃ
う
た
貧
し
い
店
で
、
明
治
十
四
年
の
日
付

の
あ
る
、
例
の
改
装
本
の
一
巻
を
見
出
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
表
通
り
の
、
現
代
式
古
本
屋
の
店
頭
か
ら
落

伍
し
た
本
は
、
夫
れ
に
相
應
し
い
、
場
末
の
落
伍
し
た
古
本
屋
の
店
先
に
、
時
た
ま
見
出
さ
る
4

の
で
、
こ

れ
も
必
す
し
も
偶
然
で
な
い
と
い
へ
る
。

白
木
屋
の
古
書
展
で
、
大
阪
の
カ
ズ
ォ
書
店
の
出
品
の
前
に
立
つ
て
、
そ
の
主
人
と
久
濶
を
叙
し
乍
ら
、

ふ
と
そ
の
出
品
中
に
一
群
の
武
蔵
屋
本
を
見
出
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
そ
の
時
主
人
に
頼
ん
で
置
い
た
ら
、

そ
の
後
の
一
年
牛
に
、
七
回
に
亘
つ
て
、
百
四
十
敷
巻
を
送
つ
て
く
れ
た
。
カ
ズ
オ
本
に
限
ら
ぬ
こ
と
で
あ

る
が
、
十
巻
廿
巻
と
纏
つ
て
入
手
す
る
も
の
は
、
蒐
集
が
進
行
す
る
に
つ
れ
て
、
藷
蔵
と
重
複
す
る
も
の
が

多
数
で
あ
る
こ
と
を
已
む
を
得
な
い
が
、
同
時
に
何
巻
か
の
新
奇
な
篇
、
又
は
版
数
の
異
っ
た
も
の
を
寄
典

し
て
、
蒐
集
者
を
喜
ば
し
む
る
の
で
あ
っ
た
。
武
蔵
屋
本
の
探
求
を
頼
ん
で
置
い
た
本
屋
は
、

一七―――
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が
多
い
の
で
、
そ
の
一
と
束
の
巻
敷
が
多
け
れ
ば
、

一
巻
裳
り
が
廉
い
の
が
嘗
り
前
で
あ
る
。

い
。
ノ
ー
ト
に
あ
る
分
を
拾
つ
て
見
る
と

も
角
、

に
限
ら
ぬ
の
で
あ
る
が
、
曾
つ
て
そ
れ
を
報
ら
せ
て
く
れ
た
者
が
な
い
の
に
、

こ
の
大
阪
の
本
屋
に
限
つ
て

七
同
迄
も
供
給
し
て
く
れ
た
の
は
、
ど
う
し
た
繹
で
あ
ら
う
か
。
主
人
が
商
賣
に
熱
心
で
、
私
の
一
言
を
よ

＜
耳
に
止
め
た
か
ら
で
あ
る
か
、
藉
識
の
間
柄
で
あ
る
の
で
、
私
の
興
味
に
同
紺
を
持
つ
て
蒐
集
を
援
け
て

く
れ
た
結
果
で
あ
る
か
、
ま
さ
か
、
武
蔵
屋
本
は
東
京
に
勘
く
し
て
、
大
阪
に
多
い
と
も
想
は
れ
な
い
。
と

一
般
の
書
罪
の
手
で
斯
＜
綾
け
様
に
供
給
さ
れ
た
事
宜
は
、
こ
の
本
は
市
場
の
何
虞
か
に
、
在
る
こ

と
は
あ
る
が
、
需
要
が
な
い
か
ら
、
商
褒
人
の
注
意
を
惹
く
こ
と
が
た
＜
．
下
積
に
な
つ
て
仕
舞
つ
て
、
吾

人
の
眼
に
映
す
る
概
會
が
無
い
と
い
ふ
こ
と
を
物
語
る
も
の
で
あ
ら
う
。
褻
行
裳
時
、
相
嘗
の
賣
行
を
見
た

も
の
で
あ
る
と
い
ふ
貼
か
ら
見
て
も
、
或
る
韮
は
何
虞
か
に
逍
つ
て
居
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
筈
で
あ
る
。

か
や
う
に
武
蔵
屋
本
は
、
市
場
に
ざ
ら
に
あ
る
も
の
で
は
な
い
が
、

あ
れ
ば
値
段
ほ
不
廉
い
も
の
で
は
な

一
巻
富
り
が
、
六
錢
八
厘
．
七
錢
四
厘
、
五
錢
、
三
錢
八
厘
、

四
錢
一
厘
、
三
錢
九
厘
と
い
っ
た
や
う
な
敷
字
が
見
出
さ
る
＼
。
概
ね
一
と
束
い
く
ら
に
た
つ
て
ゐ
る
こ
と

一
七
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今
日
の
古
本
屋
に
於
け
る
武
蔵
屋
本
の
市
債
は
，

一
七
五

一
巻
嘗
り
五
錢
か
ら
十
錢
と
い
ふ
虞
で
あ
る
と
云
へ
る
。

カ
ズ
オ
本
は
、
最
初
の
白
木
屋
展
の
分
が
、

い。

一
巻
嘗
り
六
錢
ば
か
り
．
第
二
次
本
が
十
錢
、
第
三
、
四
次

本
郷
の
木
内
は
五
巻
、
＋
巻
と
纏
ま
つ
て
ゐ
て
も
、

は
五
十
錢
、
六
十
錢
、
安
く
て
も
三
十
錢
を
下
ら
す
、
高
い
の
で
有
名
た
木
内
式
で
あ
る
こ
と
を
免
か
れ
な

本
が
十
五
錢
書
第
五
次
以
下
廿
錢
と
遜
増
し
て
ゐ
る
。
こ
れ
は
此
方
か
ら
懸
賞
で
、
蒐
集
を
激
励
し
た
形
が

あ
る
の
で
、

ぬ。

こ
れ
位
の
足
許
を
見
ら
る
4

こ
と
は
已
む
を
得
な
い
の
で
あ
っ
て
．

古
本
、
殊
に
斯
う
し
た
特
殊
た
古
本
に
、
統
一
さ
れ
た
一
定
の
相
場
が
あ
る
繹
は
な
い
が
、
概
観
す
る
と
、

褻
行
賞
時
の
定
債
は
、
終
始
一
部
七
錢
で
一
貫
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
が
、
今
日
で
も
、
大
髄
定
債
通
り
で
あ

る
と
思
へ
ば
、
大
差
は
た
い
。

市
債
の
標
準
に
は
な
ら

一
巻
つ
4

に
札
が
つ
い
て
ゐ
る
の
が
普
通
で
、
高
き



武
蔵
屋
本
刊
行
の
研
究
と
し
て
は
、
十
四
年
本
の
在
否
、
大
和
文
範
、
近
松
著
作
全
書
と
早
矢
仕
民
治
と

の
闘
係
等
，
重
要
な
項
目
で
あ
っ
て
、
未
た
閲
明
さ
れ
ぬ
も
の
が
あ
り
、
到
底
満
足
す
べ
く
も
な
い
が
、
今

は
そ
の
研
究
を
他
日
に
期
す
る
外
は
な
い
。
薦
集
し
得
た
重
版
、
異
版
の
百
廿
餘
巻
を
い
ぢ
く
つ
て
、
未
だ

一
先
づ
稿
を
了
る
も
の
で
あ
る
。

展
々
記
し
た
や
う
に
、
武
蔵
屋
本
の
刊
行
の
径
路
は
迂
餘
曲
折
を
栢
め
て
、
そ
の
版
歴
は
頗
る
複
雑
な
も

の
で
あ
る
の
で
、
上
記
の
書
目
表
は
不
完
全
な
も
の
で
あ
る
こ
と
は
勿
論
で
あ
る
。
し
か
し
乍
ら
、
武
蔵
屋

本
が
殆
ど
泄
人
に
忘
れ
ら
れ
た
結
果
、
醒
刻
さ
れ
た
篇
目
で
す
ら
、
之
を
文
献
に
よ
っ
て
知
る
由
も
な
い
現

朕
よ
り
云
へ
ば
、
こ
の
不
完
全
た
書
目
も
唯
一
の
記
録
と
し
て
、
有
意
義
な
も
の
で
あ
る
と
信
す
る
。
こ
の

稿
の
重
心
は
、
苦
心
の
蒐
集
の
結
果
に
成
っ
た
こ
の
書
目
だ
け
で
も
、
偉
へ
度
い
廊
に
あ
る
。

記
す
べ
き
こ
と
が
無
い
で
は
な
い
が
、

稿

を

終

り

て

一
七
六



゜
（
讀
書
惑
興

は

や

し

ゅ

う

て

ぎ

蛯
原
八
郎
氏
の
「
早
矢
仕
有
的
偲
」
は
、
近
頃
私
の
面
白
く
讀
ん
た
も
の
の
―
つ
で
あ
る
が
、
吾
等
讀
書

人
に
と
つ
て
最
も
興
味
あ
る
丸
善
害
店
に
つ
い
て
、
語
っ
て
詳
ら
か
な
ら
ぬ
憾
み
が
な
い
で
は
無
い
。
私
は

後
に
武
蔵
屋
本
と
い
ふ
明
治
早
期
の
近
松
の
醜
剥
本
に
つ
い
て
少
し
ば
か
り
調
べ
た
こ
と
が
あ
る
が
、

叢
書
を
刊
行
し
た
武
蔵
屋
叉
の
名
叢
書
閣
と
い
ふ
の
は
、
も
と
丸
善
の
支
店
か
ら
獨
立
し
た
も
の
で
あ
り
、

そ
の
親
螢
者
早
矢
仕
民
治
は
、
丸
善
の
創
立
者
有
的
の
義
理
の
甥
に
嘗
つ
て
、

の
店
員
と
し
て
．
有
的
の
薫
陶
を
受
け
た
因
縁
が
あ
る
の
で
、
丸
善
に
獨
る
4

こ
と
な
し
に
武
蔵
屋
を
云
ふ

こ
と
は
出
来
な
い
。
私
が
丸
善
に
つ
い
て
知
つ
て
ゐ
る
虚
は
、

物
に
過
ぎ
な
い
断
片
で
は
あ
る
が
、
「
有
的
偉
」
を
讀
ん
で
思
ひ
浮
べ
る
二
三
の
話
柄
を
害
い
て
見
度
い
。

丸

屋

善

七

失

踪

届

一
七
七

昭
和
十
一
年
四
月
禁
所
載
）

こ
の

十
五
歳
の
小
僧
か
ら
、
丸
将

さ
う
し
た
緑
故
か
ら
囃
っ
た
、
一
本
は
ば
副
産



風
に
訓
練
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

た
。
民
浩
等
の
小
僧
連
は
、

横
濱
で
創
め
ら
れ
た
有
的
の
事
業
が
、
だ
ん
／
＼
摸
が
つ
て
来
る
と
、
郷
里
か
ら
早
矢
仕
の
一
族
が
、

人
又
一
人
出
て
来
て
有
的
を
援
け
た
。
民
治
も
そ
の
中
の
一
人
で
、
美
濃
の
國
か
ら
出
て
来
て
、
裳
時
横
濱

の
堺
町
二
丁
目
に
あ
っ
た
丸
屋
善
八
書
店
に
入
っ
た
の
が
、
明
治
五
年
で
あ
っ
た
。
明
治
元
年
新
濱
町
¢
有

的
の
自
宅
で
創
め
ら
れ
て
、
後
こ
4

に
移
っ
た
こ
の
店
は
、
そ
の
頃
は
隣
が
丸
屋
菓
店
で
、
そ
の
隣
り
が
諮

々
含
と
い
ふ
診
察
所
に
な
っ
て
ゐ
た
。
創
業
後
四
五
年
を
船
た
そ
の
頃
の
書
店
は
、
未
だ
幼
稚
な
も
の
で
、

洋
書
の
書
名
が
讀
め
る
店
員
は
何
人
も
居
な
か
っ
た
。
壁
に
ぶ
ら
下
つ
て
ゐ
る
一
枚
板
が
あ
っ
て
、
例
へ
ば

ウ
ェ
ラ
ン
ド
修
身
書
大
、
ウ
ェ
ラ
ン
ド
網
演
害
小
な
ど
と
、
酬
謁
し
た
書
名
の
下
に
、
定
債
が
書
い
て
あ
っ

一
生
懸
命
そ
れ
を
暗
記
し
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
書
物
に
書
い
て
あ
る
題
琥
は

横
文
字
で
あ
る
の
で
、
こ
れ
は
そ
ん
な
に
容
易
く
諌
め
る
も
の
で
は
無
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
ウ
エ
ラ
ン
ド
修

身
書
は
三
行
に
書
い
て
あ
る
、
提
演
書
は
四
行
だ
、
と
い
ふ
風
に
覺
え
込
ん
だ
も
の
で
、
夕
方
に
な
る
と
ー

金
澤
廉
吉
と
い
っ
た
や
う
た
先
輩
店
員
が
、
誰
は
甲
書
を
出
し
て
来
い
、
誰
は
乙
書
を
持
つ
て
来
い
と
云
ふ

一
七
八



゜

一
七
九

そ
の
頃
、
松
本
孝
助
と
い
ふ
洋
服
姿
の
ハ
イ
カ
ラ
紳
士
が
、
有
的
を
訪
ね
て
、
展
々
店
へ
や
つ
て
来
た
。

こ
れ
は
、
東
京
の
活
版
屋
で
、
英
和
通
信
と
か
、
和
英
字
書
と
か
、
小
形
の
本
を
褻
行
し
て
、
販
賣
を
丸
善

に
委
託
し
て
ゐ
た
の
で
あ
っ
た
。
或
時
民
治
が
そ
の
松
本
か
ら
の
送
本
の
荷
造
を
解
い
て
ゐ
る
と
、
包
紙
の

、

盲

ヽ

＂

中
に
ロ
ー
マ
字
を
害
い
た
も
の
が
あ
っ
た
。
披
い
て
見
る
と
、
そ
れ
は
ロ
ー
マ
字
綴
の
い
ろ
は
に
俵
名
を
振

っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
珍
ら
し
い
い
4

も
の
か
手
に
入
っ
た
と
．
哀
打
ち
を
し
た
り
し
て
、
民
治
は

大
事
に
蔵
つ
て
置
い
た
。
こ
れ
を
知
っ
た
の
か
消
水
膀
之
と
い
ふ
朋
輩
で
、
見
せ
ろ
、
見
せ
ぬ
か
ら
喧
嘩
に

な
り
、
膀
之
が
無
理
に
取
り
上
げ
て
仕
舞
っ
た
。
そ
れ
を
遣
つ
て
堪
る
も
の
か
と
民
治
が
武
者
ぶ
り
つ
い
て

奪
ひ
返
さ
う
と
す
る
。
上
に
な
り
、
下
に
な
り
、
取
っ
組
合
ひ
を
し
て
ゐ
る
虞
へ
、
有
的
が
出
て
来
て
、
ニ

人
は
大
眼
玉
を
喰
っ
た
℃
結
局
、
印
刷
物
は
民
治
の
手
に
返
っ
た
が
、
見
せ
て
や
ら
ぬ
の
は
民
治
も
宜
し
く

な
い
と
い
ふ
こ
と
に
た
つ
て
、

こ
4

で
店
内
で
初
め
て
ロ
ー
マ
字
を
學
ぶ
こ
と
が
出
来
た
。

。



明
治
元
年
十
一
月
の
横
濱
の
丸
屋
善
八
、
四
年
一
月
の
大
阪
の
丸
屋
菩
蔵
、
同
年
二
月
の
現
在
の
場
所
の
、

東
京
日
本
橋
の
丸
屋
菩
七
、
そ
れ
か
ら
五
年
秋
の
京
都
の
丸
屋
菩
吉
、
こ
れ
等
の
店
名
は
、

宵
在
人
が
あ
っ
た
繹
で
な
く
、
皐
な
る
架
空
の
店
名
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
創
立
者
有
的
の
意
が
、
裳

時
の
日
本
に
、
そ
ん
な
制
度
は
愚
か
、
未
だ
概
念
す
ら
も
無
か
っ
た
法
人
組
織
を
企
圏
す
る
に
在
り
、
或
は

他
日
そ
の
制
度
が
出
来
る
の
に
先
廻
り
を
し
た
の
で
あ
っ
た
が
、
帝
日
時
と
し
て
ぱ
、
自
然
人
ら
し
い
名
で
無

け
れ
ば
＂
届
害
が
通
ら
な
か
っ
た
虚
か
ら
、
普
八
、
善
七
等
の
名
が
捏
ち
上
げ
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ

は
丸
善
の
名
が
現
存
し
て
ゐ
る
丈
に
面
白
い
話
題
で
あ
っ
て
、
法
律
や
親
清
學
で
、
法
人
を
講
義
す
る
の
に
、

ぃ
ょ
数
材
で
あ
る
と
思
ふ
。

こ
れ
等
の
店
名
に
用
ひ
ら
れ
た
善
字
の
出
所
は
、
ー
有
的
偲
」
に
も
あ
る
や
う
に
、

き
．
激
励
し
て
く
れ
た
恩
人
高
折
苦
六
氏
を
記
念
す
る
意
味
か
ら
来
て
ゐ
る
に
違
ひ
な
い
が
、
こ
の
普
六
氏

の
兄
弟
に
、
菩
四
郎
、
普
五
郎
、
著
九
郎
等
が
あ
つ
て
，
丸
善
詣
店
の
名
に
、
こ
れ
等
の
四
、
五
、
六
、
九

゜

有
的
が
郷
を
出
る
と

一
八
〇

さ
う
し
た
名
の



一八

の
数
字
を
避
け
て
あ
る
の
が
、
偶
然
と
は
思
は
れ
す
、
こ
の
出
所
説
を
裏
書
き
し
て
ゐ
る
。

初
め
横
濱
の
丸
屋
苦
八
店
に
は
、
有
的
の
嗣
子
で
現
存
せ
ら
れ
る
早
矢
仕
四
郎
翁
が
引
宛
て
ら
れ
た
の
で

あ
る
が
、
翁
は
初
め
か
ら
の
四
郎
で
、
曾
て
現
質
に
菩
八
と
呼
ば
れ
た
こ
と
は
無
い
。
後
に
初
め
て
戸
籍
法

が
出
来
た
時
、
翁
は
う
つ
か
り
、
四
郎
の
ま
4

で
戸
籍
が
出
来
て
仕
舞
っ
た
。
あ
と
で
普
八
で
届
出
づ
べ
き

だ
と
氣
が
つ
い
た
時
は
、
已
に
迦
か
っ
た
の
で
｀
偶
々
里
子
に
や
ら
れ
て
ゐ
た
か
何
か
で
、
戸
籍
か
ら
帰
れ

て
ゐ
た
弟
の
六
郎
氏
に
普
八
を
名
乗
ら
せ
る
こ
と
に
し
た
。
店
と
し
て
の
丸
屋
善
八
の
届
出
の
時
期
と
、
六

郎
氏
の
年
齢
と
が
一
致
し
な
い
こ
と
た
ど
は
、

い
4

加
減
で
通
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
六
郎
氏
は
現
に
丸
屋

そ
の
あ
と
が
丸
屋
善
七
失
踪
届
と
い
ふ
こ
と
に
た
る
。
普
七
と
云
ふ
名
の
あ
と
始
末
に
困
つ
て
、
窮
餘
の

一
策
と
し
て
考
へ
ら
れ
た
の
が
、
失
踪
居
を
出
し
て
、
自
然
消
滅
す
る
や
う
に
す
ろ
事
で
あ
っ
た
。
こ
れ
で

普
八
の
名
で
名
古
屋
に
在
る
。

0 

゜



゜

興
信
所
あ
た
り
で
大
混
乱
を
起
し
ま
す
と
、
四
郎
翁
が
笑
つ
て
ゐ
た
。

善
七
は
消
え
て
姶
末
が
つ
い
た
と
思
つ
て
ゐ
た
ら
、
未
だ
い
け
な
か
っ
た
。
丸
屋
の
姓
が
消
え
ぬ
と
云
ふ
の

で
あ
る
。
そ
こ
で
弟
の
七
郎
を
養
子
と
し
て
届
出
て
、
丸
屋
七
郎
と
し
た
。
こ
の
丸
屋
七
郎
氏
も
生
存
し
て

ゐ
る
。
丸
屋
と
丸
家
と
は
．
営
時
か
ら
だ
ら
し
な
く
混
用
さ
れ
て
ゐ
た
や
う
で
、
丸
屋
菩
七
の
出
版
物
に
、

丸
家
と
記
し
た
も
の
が
勘
く
な
い
。
今
日
で
は
戸
籍
で
確
定
し
た
姓
に
、
上
記
の
や
う
に
丸
家
善
八
あ
り
、

丸
屋
七
郎
あ
り
で
、
早
矢
仕
一
家
に
縁
談
で
も
あ
る
と
、
丸
家
姓
と
、
丸
屋
姓
と
が
ご
っ
ち
ゃ
に
た
つ
て
、

明
治
十
四
年
九
月
、
神
田
表
紳
保
町
に
中
西
屋
書
店
が
設
け
ら
れ
た
。
丸
苦
チ
＝
ー
ン
ス
ト
ア
の
―
つ
で
、

寅
は
丸
善
の
神
田
支
店
で
あ
る
。
こ
れ
は
前
年
頃
丸
善
の
洋
書
部
か
ら
汚
損
本
や
何
か
を
、
奥
帳
場
へ
引
移

し
た
も
の
が
あ
っ
た
の
を
、
賣
却
す
る
の
が
開
店
の
目
的
の
一
半
で
、
そ
の
頃
ぽ
つ
／
＼
丸
善
に
洋
害
を
買

つ
て
哭
れ
と
持
込
ん
で
来
る
者
が
あ
る
の
で
、

こ
れ
は
古
本
の
商
賣
が
成
立
つ
と
、
目
星
が
つ
い
た
の
が
、

他
の
一
半
の
動
機
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
洋
書
専
門
の
古
本
屋
で
あ
っ
て
、
丸
善
の
名
で
古
本
商
賣
で
も
あ

一
八



頓
首

る
ま
い
と
云
ふ
虐
か
ら
、

こ
の
別
働
隊
が
出
来
た
わ
け
で
あ
る
。
闘
根
只
誠
氏
に
頼
ん
で
、
つ
け
て
貰
っ
た

本
を
扱
は
ぬ
で
は
無
か
っ
た
。
最
初
は
和
泉
屋
勘
右
衛
門
と
い
ふ
、
そ
の
頃
潰
れ
た
本
屋
の
主
人
を
引
つ
張

つ
て
来
て
、
こ
の
店
を
や
ら
せ
た
。

そ
の
次
に
、
明
治
十
六
年
四
月
．
京
橋
南
偉
馬
町
に
叢
書
閣
を
開
い
た
。
こ
の
方
は
、
中
西
屋
の
洋
害
に

封
し
て
、
矢
張
り
丸
善
の
名
で
は
困
る
和
害
の
古
本
賣
買
を
や
る
の
か
、
主
な
動
機
で
あ
っ
た
や
う
で
あ
る

が
、
出
版
も
や
り
、
従
来
日
本
橋
店
で
や
つ
て
ゐ
た
書
籍
の
委
託
販
賣
部
を
、
獨
立
し
て
、
撰
張
す
る
意
味

盆
々
御
清
榮
奉
恐
賀
候
陳
者
別
冊
規
則
書
ノ
如
キ
一
店
ヲ
設
ヶ
各
家
御
蔵
板
害
類
賣
弘
ヲ
専
業
―
一
致
候
間

御
尊
家
御
蔵
板
ノ
書
類
ヲ
見
本
ト
シ
テ
御
預
ケ
被
下
候
ハ
ゞ
大
幸
ノ
至
リ
ニ
奉
存
候
此
段
伏
テ
奉
懇
願
候

も
あ
っ
た
。
嘗
時
各
出
版
業
者
へ
配
布
し
た
書
面
が
あ
る
。

一
八
三

゜

と
云
ふ
掃
葉
軒
と
い
ふ
別
琥
は
、

ロ
ー
ズ
物
を
一
掃
す
る
と
い
ふ
意
味
で
あ
ら
う
。
し
か
し
こ
の
店
で
も
新



明
治
十
八
年
二
月
、
早
矢
仕
民
治
を
叢
書
閣
支
配
人
と
し
た
。
民
治
は
十
二
年
六
月
横
演
の
善
八
店
か
ら
、

束
京
の
善
七
店
に
轄
じ
、

一
時
は
中
西
屋
を
兼
務
し
た
り
し
て
、
此
時
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

叢
書
閣
入
が
、
後
に
こ
の
店
を
獨
立
し
て
、
武
蔵
屋
の
別
名
に
よ
っ
て
，
所
謂
武
蔵
屋
本
を
綾
刊
し
、
或
は
、

「
五
人
女
」
と
「
一
代
男
」
の
二
種
に
止
ま
っ
た
が
、
西
鶴
醜
刻
の
ト
ッ
プ
を
切
る
な
ど
、
今
日
の
文
運
の

内
田
魯
庵
氏
な
ど
に
よ
る
と
、
民
治
は
「
そ
の
後
丸
善
を
よ
し
て
湯
嶋
天
神
下
に
本
屋
を
出
し
：
た
こ
と

゜

先
謳
を
勤
む
る
、
大
き
な
足
跡
を
遣
す
に
至
っ
た
機
縁
を
作
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

゜

太
田
武
之
助
は
、
開
店
賞
時
の
支
配
人
で
、
負
推
人
と
あ
る
の
は
、
丸
善
が
委
託
品
に
到
す
る
責
任
を
取

る
謂
で
あ
る
こ
と
云
ふ
迄
も
た
い
。

負
撞
人

丸

屋

扱

人

こ
の
民
活
の

善

七

太

田

武

之

助

一
八
四



に
な
っ
て
居
り
、
三
村
清
三
郎
氏
の
「
本
の
話
」
に
も
「
丸
善
を
出
で
て
神
田
宮
本
町
に
武
蔵
屋
と
い
へ
る

古
本
屋
を
開
き
」
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
詳
し
く
云
へ
ば
、
有
的
の
仕
事
が
手
を
攘
げ
過
ぎ
て
、
始
末
に
お
ヘ

な
く
な
っ
た
の
と
＂
明
治
十
七
年
の
丸
屋
銀
行
の
破
綻
の
打
撃
た
ど
に
よ
っ
て
、
盤
理
の
必
要
に
迫
ら
れ
た

の
で
、
叢
書
閣
は
民
治
の
仕
事
に
し
ろ
と
云
ふ
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
明
治
十
九
年
七
月
、
民
治
は
住

居
を
。
そ
れ
迄
現
住
し
て
ゐ
た
南
偉
馬
町
の
叢
書
閣
の
一
室
か
ら
．
後
の
武
蔵
屋
本
の
獲
行
所
と
な
っ
た
紳

田
宮
本
町
五
番
地
に
移
し
て
居
り
、
二
十
一
年
の
四
月
に
は
＂
叢
書
閣
が
そ
の
宮
本
町
に
移
轄
し
て
ゐ
る
。

叢
害
閣
が
丸
善
か
ら
獨
立
し
た
の
は
、
多
分
こ
の
時
で
あ
っ
た
の
で
あ
ら
う
。

丸
善
を
語
る
つ
も
り
で
、
つ
い
武
蔵
屋
の
話
に
な
つ
て
仕
舞
っ
た
。
し
か
し
乍
ら
武
蔵
屋
に
就
い
て
語
る

べ
き
こ
と
は
多
い
。
乱
は
筆
を
改
め
て
そ
れ
を
書
く
こ
と
を
期
す
る
。

゜
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五



あ
る
。

何
は
措
い
て
も
、
最
初
に
武
蔵
屋
本
の
書
目
を
掲
げ
て
置
き
度
い
。
近
頃
で
は
古
本
屋
の
店
頭
に
こ
の
本

の
片
影
を
見
る
こ
と
も
稀
に
な
っ
た
し
、
ど
こ
の
圏
害
館
で
も
、
二
三
の
断
片
が
あ
れ
ば
珍
し
い
位
で
、
揃

っ
た
も
の
な
ど
は
思
ひ
も
よ
ら
ぬ
。
近
松
學
勃
興
の
機
運
を
作
っ
た
斯
の
意
義
深
き
叢
書
が
、
澄
滅
す
る
日

も
遠
く
は
な
い
と
、
心
細
く
思
は
る
4

の
で
今
に
し
て
、
せ
め
て
篇
目
だ
け
で
も
記
録
し
て
置
き
度
い
の
で

武
蔵
屋
本
の
重
版
は
、
箪
本
が
合
巻
に
な
っ
た
り
、
合
巻
が
箪
本
に
な
っ
た
り
、
合
巻
の
組
合
せ
が
展
4

愛
遜
し
た
り
、
可
な
り
無
軌
道
な
徳
路
を
取
っ
て
ゐ
る
の
で
、
そ
の
全
貌
を
描
く
こ
と
は
簡
箪
で
な
い
か
ら
、

絃
に
は
籾
版
の
み
を
拾
つ
て
、
直
系
的
な
書
目
を
作
っ
て
見
る
。
再
版
を
掲
げ
て
、
括
弧
の
中
に
初
版
日
付

゜

武

蔵

屋

本
の
ー

）
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も
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十
三
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闘
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繋
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野
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女

楠

本
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誌
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再
版
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堀
川
波
の
鼓
•
心
中
萬
年
草
•
泄
横
曾
我

傾
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香
（
再
版
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一
八
八



心

五

戒

魂

百
合
若
大
臣
野
守
鑑
•
卯
月
の
潤
色

信
州
川
中
嶋
合
戦

天

神

記

卯
月
の
紅
葉
・
薩
摩
歌

生
玉
心
中
・
女
殺
油
地
獄

心
中
匁
は
氷
の
朔
日
・
五
十
年
忌
歌
念
佛

鎗
櫂
三
重
帷
子
・
壽
の
門
松

冥
途
の
飛
脚
・
タ
霧
阿
波
鳴
渡

長
町
女
腹
切
・
淀
鯉
出
世
瀧
徳

傾
城
酒
呑
童
子

遊
君
三
世
相
・
碁
盤
太
平
記

二
六
•
四
•
一
四

二
五
•
七
・
＿
九

二
五
•
六
•
八

ニ
四
•
1
0
・ニ―

ニ
四
•
1
0
•三
一

ニ
四
．
―
一
・
ニ
九

二
五
•
一
•
一
八

二
五
•
一
・
ニ
九

二
五
•
三
•
九

二
五
•
四
．
―
二

二
五
•
一
―
•
四

ニ
四
•
九
•
1
0
 

一
八
九

（同 （同 （同 （同 （同 （同 （同 （同 （同 （同 （同 （同

一
七
）

-

1

ハ）
一
四
）

一
三
）

―
二
）

―
-
）
 

1
0
)
 

九） 八） 七） 六） 五）



八
百
屋
お
七
（
海
音
）
•
三
世
二
河
白
道
（
不
明
）

心
中
二
つ
腹
帯
・
末
廣
十
二
段
（
海
昔
）

國
性
爺
後
日
合
戦

善
光
寺
御
堂
供
養

唐
船
噺
今
國
性
爺
・
右
大
牌
鎌
倉
質
記

津

國

女

夫

池

天
鼓
・
傾
城
吉
岡
染

近
松
物
は
以
上
三
十
七
巻
．
五
十
六
篇
で
あ
っ
て
、
そ
の
全
部
は
後
に
「
近
松
世
話
浮
瑠
璃
L

―
―
巻
と
「
近
松

時
代
浮
瑠
聘
」
四
巻
と
に
逼
め
ら
れ
て
ゐ
る
。

近
松
以
外
の
院
本
で
は
、

大

塔

宮

嘩

鎧

（
第
三
版
に
は
、
紀
海
昔
の
「
金
屋
金
五
郎
浮
名
額
」
が
添
付
さ
れ
て
ゐ
る
）

ニ
四
・
ニ
・
一
三

二
三
．
―
ー
・
ニ
六

二
九
•
一
•
1
0
 

ニ
八
•
1
0
・
ニ
六

ニ
八
•Ill• 

二
七
•
四
・
一
七

二
六
・
九
・

（同 （同 （同 （同 （同 一
九

0
二
二
）

二
―
)

二
0
)

一
九
）

一
八
）



「
曾
根
崎
外
二
篇
」
か
ら
近
松
叢
書
と
銘
打
っ
た
の
は
、
こ
の
時
別
働
隊
「
新
編
大
和
文
範
L

を
綾
刊
し
て
、

近
松
以
外
の
院
本
を
網
羅
し
や
う
と
す
る
大
計
壷
が
成
っ
た
の
で
、
そ
れ
と
併
行
す
る
用
意
で
あ
り
、
「
堀
Jll

外
二
篇
」
か
ら
、
番
琥
は
そ
の
ま
4

を
踏
襲
し
て
戯
曲
叢
書
と
改
稲
し
た
の
は
、
「
文
範
」

で
夭
折
し
た
の
で
、

一
九

る
。
叢
書
番
琥
第
廿
冊
は
、
誤
つ
て
「
患
寒
晒
・
加
茂
侍
」
と
「
唐
船
噺
•
鎌
倉
賓
記
」
と
に
重
複
し
た
。

書
目
に
再
版
を
掲
げ
た
六
篇
は
、
そ
れ
が
武
蔵
屋
本
と
し
て
の
事
寅
上
の
初
版
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

゜

近
松
以
外
の
院
本
は
、

再
び
こ
の
叢
書
に
挿
む
よ
り
仕
方
が
無
く
な
っ
た
為
め
で
あ

゜

の
四
巻
、
七
篇
（
又
は
八
篇
）
が
あ
る
。

二
七
•
六
．

井
筒
屋
源
六
懲
寒
晒
(
-
風
）
・
男
色
加
茂
侍
（
錦
文
流
）

二
五
・
九
・
一
―

（同

が
第
一
編
の
み

二
0
)

（
戯
曲
叢
書
一
五
）



冊
か
ら
の
通
し
頁
で
あ
る
。

゜

「
三
國
誌
」
「
重
井
筒
」
「
謳
山
姥
」
の
三
篇
は
、
丸
屋
善
七
出
版
の
「
近
松
著
作
全
書
」
第
二
冊
(
-
五
•
四
・
ニ

九
）
の
残
本
を
、
後
日
に
な
っ
て
叢
害
閣
（
武
蔵
屋
）
の
手
で
分
冊
、
改
装
し
た
版
が
あ
っ
て
、
各
篇
の
再
版

以
下
は
、
こ
の
版
を
祖
版
と
し
て
踏
襲
す
る
形
態
を
採
つ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
分
冊
本
の
奥
附
は
三
巻
と
も

元
版
と
同
じ
十
五
年
五
月
附
に
な
つ
て
ゐ
る
の
で
、
甚
だ
紛
は
し
い
が
、
私
は
そ
の
分
冊
、
改
装
が
行
は
れ

た
時
期
を
、
廿
＝
一
年
末
で
あ
る
と
思
っ
て
ゐ
る
。
長
く
な
る
か
ら
斯
く
推
理
す
る
理
由
は
省
略
す
る
が
、
少

く
と
も
明
治
十
五
年
に
、
叢
害
閣
も
、
況
や
そ
れ
が
神
田
宮
本
町
五
番
地
に
在
っ
た
筈
も
な
い
の
で
あ
る
。

分
本
の
日
附
が
元
版
の
ま
4

に
な
っ
て
ゐ
る
の
は
、
元
版
の
奥
附
が
本
文
の
裏
面
に
印
刷
さ
れ
て
ゐ
て
、

分
本
「
謳
山
姥
」
の
奥
附
は
、
元
版
の
奥
附
そ
の
も
の
で
あ
る
の
で
、
新
に
用
意
さ
れ
た
他
の
二
巻
の
奥
附

も
、
そ
れ
に
準
ふ
よ
り
仕
方
が
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
「
娠
山
姥
」
の
最
終
四
ニ
―
頁
は
「
著
作
全
害
」
第
一

「
百
日
曾
我
」
「
柱
暦
」
「
反
魂
香
」
の
各
再
版
以
下
に
記
さ
れ
て
ゐ
る
そ
れ
ん
＼
の
初
版
日
附
は
、
残
念
乍
ら

一
九



私
に
は
始
末
に
お
へ
ぬ
。
こ
の
三
篇
は
、
「
近
松
著
作
全
書
」
第
一
冊
（
一
四
・
―
-
•

1
0
)
と
同
一
内
容
で
、

武
蔵
屋
本
は
そ
れ
を
初
版
と
し
た
と
考
へ
度
い
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
と
一
致
し
て
ゐ
る
「
柱
暦
」
の
日
附
は

い
4

と
し
て
、
「
反
魂
香
」
の
一
四
•
四
・
一
四
と
、
「
百
日
曾
我
」
の
一
四
•
一

O
•
―
四
と
は
、

こ
の
解
繹
を
許

さ
ぬ
。
文
字
適
り
に
解
す
る
と
、
丸
屋
善
七
店
は
、
次
ぎ
／
＼
に
三
篇
を
単
行
し
て
、
そ
の
第
三
本
「
柱
暦
」

と
同
日
に
、
三
篇
を
合
綴
し
た
「
著
作
全
書
」
第
一
冊
を
出
版
し
た
と
い
ふ
こ
と
に
な
る
が
、
そ
れ
は
在
り

さ
う
も
な
い
こ
と
で
あ
る
。
「
全
書
l

は
「
百
日
曾
我
」
「
柱
暦
」
「
反
魂
香
L

の
排
列
で
、
通
し
頁
が
付
い
て
ゐ

る
が
、
所
謂
初
版
の
日
附
に
よ
る
順
位
は
こ
れ
と
一
致
せ
ぬ
し
、
「
反
魂
香
」
の
初
、
再
版
の
日
附
が
、

の
差
も
な
く
十
年
の
隔
り
で
あ
っ
た
り
、
「
反
魂
香
」
と
「
百
日
曾
我
L

と
の
初
版
日
附
が
、
正
し
く
六
ヶ
月

の
差
で
あ
っ
た
り
す
る
こ
と
も
、
ど
う
や
ら
作
為
の
跡
が
あ
る
。
所
謂
初
版
日
附
は
出
鱈
目
で
あ
ら
う
か
。

し
か
し
乍
ら
、
兎
も
角
明
記
さ
れ
て
ゐ
る
日
附
を
、
確
證
た
し
に
、
怪
し
い
と
ば
か
り
葬
り
去
る
こ
と
は
出

来
ぬ
。
若
し
果
し
て
さ
う
し
た
日
附
の
版
が
賓
在
す
る
た
ら
ば
．
「
反
魂
香
L

の
一
四
・
四
・
一
四
は
後
に
記
す

「
や
ま
と
文
範
」
第
一
集
を
抜
く
こ
と
十
一
日
で
、
院
本
醒
刻
の
第
一
着
を
占
む
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
頗

一九―――

一
日
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院
本
の
酬
刻
は
、
古
典
の
他
の
部
門
と
同
じ
ゃ
う
に
明
治
十
四
年
に
創
ま
っ
た
「
や
ま
と
文
範
」
は
、
第

一
集
が
こ
の
年
の
四
月
廿
五
日
に
出
て
、
翌
十
五
年
に
第
二
、
三
集
が
、
十
六
年
に
、
そ
れ
迄
の
三
巻
が
各

一
巻
一
篇
に
改
め
た
追
刊
二
巻
が
出
て
巳
ん
だ
e

編
著
者
兼
登
行
者
は
小
野
田
孝

吾
で
、
賣
捌
書
葬
の
筆
頭
に
丸
屋
善
七
の
名
が
あ
る
。
「
時
代
批
話
劇
種
本
L

は
歌
舞
伎
新
報
社
の
刊
行
す
る

虞
で
、
こ
の
年
の
七
月
廿
一
日
の
「
曾
我
會
稽
山
」
を
皮
切
り
に
、
翌
十
五
年
末
迄
に
廿
六
巻
廿
篇
の
院
本

を
醜
刻
し
た
。
こ
の
年
と
翌
年
と
に
出
た
丸
普
の
「
近
松
著
作
全
害
」
二
巻
｀
六
篇
に
就
て
は
前
に
記
し
た

如
く
で
あ
る
。
そ
の
他
．
萬
字
堂
の
「
浮
瑠
聘
大
全
こ
一
巻
（
十
五
年
）
、
我
自
刊
我
書
の
近
松
三
篇
一
巻
．

（
刊
期
不
明
、
「
近
松
語
彙
」
は
十
六
年
刊
と
し
て
ゐ
る
、
）
春
陽
堂
の
「
朝
顔
日
記
」
以
下
五
巻
．
五
篇
(
+

七
年
）
等
が
相
次
い
で
出
て
ゐ
る
が
、
院
本
酬
刻
史
は
絃
に
至
っ
て
ぱ
っ
た
り
止
つ
て
、
そ
の
あ
と
に
五
年

餘
り
の
空
白
頁
を
遺
し
、
く
つ
き
り
と
そ
の
第
一
期
を
劃
し
て
ゐ
る
。
こ
れ
は
時
期
尚
早
で
あ
っ
た
為
め
｀

巻
六
篇
を
載
せ
た
の
を
、

る
問
題
で
あ
る
。
博
雅
の
数
へ
を
侯
ち
度
い
。゚

一
九
四



っ
た
。

第
二
期
の
主
人
公
と
し
て
登
場
し
た
の
が
武
蔵
屋
本
で
あ
る
。
上
記
の
書
目
で
判
か
る
や
う
に
、

書
刊
行
の
経
過
は
、
二
十
二
年
十
月
の
「
天
智
天
皇
」
に
創
ま
り
、
廿
三
年
か
ら

If
五
年
に
至
る
三
ケ
年
が

最
高
潮
で
、
廿
六
年
以
後
衰
兆
を
示
し
、
廿
九
年
一
月
の
「
天
鼓
•
吉
岡
染
」
を
名
残
と
し
て
姿
を
消
し
去

こ
の
第
二
期
は
武
蔵
屋
本
の
獨
撞
場
で
あ
る
が
、
面
白
い
現
象
は
こ
の
期
間
に
於
け
る
十
種
に
も
及
ぶ
模

倣
本
の
綾
出
で
あ
る
。
執
れ
も
武
蔵
屋
本
そ
つ
く
り
の
四
六
判
、
恨
綴
ぢ
、
三
五
十
頁
を
一
巻
と
す
る
小
冊

子
型
で
、
中
に
は

7

文
學
資
料
」
こ
―
-
々
文
房
）
、
「
文
學
材
料
」
（
文
學
書
院
、
後
に
饒
鐘
閣
）
、
「
名
作
舟
六
佳

の
古
典
酬
刻
に
も
、

゜

一
般
に
云
へ
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

一
九
五

螢
業
成
績
が
恩
は
し
く
た
か
っ
た
結
果
で
あ
る
こ
と
勿
直
で
．
「
近
松
著
作
全
書
」
の
如
き
書
名
か
ら
云
つ

て
も
つ
と
大
規
模
な
計
壷
で
あ
っ
た
の
が
二
巻
の
み
で
夭
折
し
た
も
の
と
見
る
べ
き
で
あ
ら
う
。
十
四
年

に
始
ま
つ
て
、
数
年
に
し
て
一
旦
中
絶
し
、
廿
二
三
年
に
な
っ
て
再
開
さ
れ
た
と
い
ふ
傾
向
は
、
院
本
以
外

こ
の
叢



撰
」
（
金
櫻
堂
）
の
如
き
．
或
程
度
良
心
的
な
も
の
も
あ
る
が
、
ま
た
中
に
は
、
武
蔵
屋
本
を
そ
の
儘
印
刷
し

た
イ
ン
チ
キ
版
数
種
を
敷
へ
、
甚
し
き
に
至
っ
て
は
、
武
蔵
屋
本
に
一
貫
し
た
、
向
イ
鳳
凰
丸
散
ら
し
の
表

紙
ま
で
を
、
そ
つ
く
り
剌
窟
し
た
ひ
ど
い
も
の
迄
あ
る
。
模
倣
本
の
績
出
は
｀
常
時
に
お
け
る
武
蔵
屋
本
の

人
氣
を
測
定
す
る
資
料
と
し
て
、
頗
る
有
意
義
で
あ
る
。

第
二
期
の
武
蔵
屋
本
時
代
が
去
る
と
、
第
三
期
の
帝
國
文
庫
時
代
か
来
た
。
こ
の
時
武
蔵
屋
本
は
ぶ
只
れ

る
こ
と
は
賣
れ
た
が
、
費
用
も
か
4

っ
た
の
で
、
結
局
は
損
失
に
畢
っ
た
」
と
内
田
魯
庵
翁
が
云
つ
て
ゐ
る

や
う
に
、
力
已
に
盛
き
て
、

〇
さ
な
き
た
に
衰
亡
の
運
命
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
が
、
帝
文
の
出
現
は
、
そ
の
類

勢
に
拍
車
を
か
け
、
挽
同
、
再
起
の
機
會
を
奪
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
し
て
も
大
局
の
推
移
は
偶
然
で

は
な
い
が
、
廿
九
年
一
月
に
武
蔵
屋
本
が
退
却
し
て
、
そ
の
一
一
月
に
帝
文
中
の
浮
瑠
璃
集
の
第
一
本
「
忠
臣

蔵
浮
瑠
璃
集
」
が
出
て
居
り
、
新
布
5

時
代
が
毛
抜
合
せ
に
綾
い
て
ゐ
る
の
は
、

゜

一
奇
で
な
い
と
し
な
い
。

一
九
六



一
九
七

魯
庵
翁
に
依
れ
ば
、
往
年
の
「
や
ま
と
文
範
」
や
「
近
松
著
作
全
書
」
の
刊
行
は
、
営
時
丸
善
の
一
店
員

で
あ
っ
た
早
矢
仕
民
治
の
個
人
的
趣
味
に
出
る
も
の
で
、
そ
の
挫
折
を
遺
憾
と
し
た
民
治
が
、
後
年
叢
害
閣

（
武
蔵
屋
は
院
本
酬
刻
専
用
の
別
琥
で
あ
っ
た
と
い
ふ
）
を
獨
立
経
螢
す
る
に
及
ん
で
、
宿
望
を
遂
げ
た
の

が
郎
ち
武
蔵
屋
本
で
あ
る
と
云
ふ
こ
と
に
た
つ
て
ぬ
る
。
「
共
に
（
文
範
と
全
書
）
そ
れ
が
今
の
丸
善
書
店
が
登

行
し
た
と
顕
い
た
ら
、
恐
ら
く
奇
異
に
感
す
る
者
が
多
か
ら
う
。
今
洋
書
の
取
次
販
賣
と
、
工
業
書
の
登
刊

と
を
看
板
と
し
て
ゐ
る
丸
普
が
と
は
何
人
も
思
ふ
筈
だ
が
、
裳
時
こ
の
書
店
に
早
矢
仕
民
治
と
い
ふ
義
太
夫

狂
が
あ
っ
て
、

こ
の
人
が
勤
め
て
登
行
せ
し
め
た
も
の
で
あ
っ
た
」
。
（
近
松
二
百
年
忌
に
於
け
る
講
演
の
一

節
、
高
野
辰
之
氏
の
筆
記
に
よ
る
）
と
翁
は
云
つ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
丸
善
に
も
、
武
蔵
屋
本
出
版

に
も
、
密
接
な
闘
係
が
あ
っ
た
魯
庵
翁
の
所
詮
で
あ
る
し
、
又
民
治
自
ら
記
し
て
「
我
等
近
松
翁
浮
瑠
硝
の

印
行
に
志
し
て
よ
り
十
年
に
過
ぐ
し
（
二
五
•
四
・
八
付
、
武
蔵
屋
本
の
合
本
「
近
松
世
話
浮
瑠
硝
」
序
文
）
と

云
つ
て
ゐ
る
の
と
年
代
が
一
致
す
る
虞
か
ら
云
つ
て
も
、
定
詮
と
し
て
よ
さ
さ
う
で
あ
る
。

然
し
乍
ら
、
文
範
、
全
書
の
明
治
十
四
年
に
は
、
民
治
は
廿
四
歳
で
あ
る
。
古
刻
以
外
に
何
の
資
料
も
た



。

か
っ
た
嘗
時
に
在
つ
て
、
底
本
の
探
求
、
判
讀
、
醒
字
等
の
準
備
に
は
敷
年
を
要
し
た
で
あ
ら
う
か
ら
、
初

め
て
計
甕
が
樹
て
ら
れ
た
の
は
、
そ
の
廿
歳
そ
こ
／
＼
の
時
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
何
等
學
問
的
た
素
養
の

な
い
廿
歳
の
若
者
に
よ
つ
て
、
斯
の
割
期
的
な
仕
事
が
創
意
さ
れ
た
と
す
る
こ
と
は
ど
う
で
あ
ら
う
か
。
前

二
害
の
民
治
獨
創
設
は
、
武
蔵
屋
本
の
意
義
を
設
く
上
に
筋
が
通
つ
て
、
餘
り
に
も
好
都
合
で
あ
る
丈
に
、

多
少
の
不
安
が
あ
る
。
そ
こ
で
魯
庵
説
を
最
大
限
度
に
割
引
く
と
、
文
範
、
全
書
刊
行
の
営
時
、
傍
観
者
と

し
て
興
味
を
持
ち
、
強
い
刺
戟
を
う
け
た
民
治
は
、
そ
の
中
愚
に
失
望
し
．
已
み
難
い
執
着
を
持
っ
た
、
そ

の
執
着
が
、
後
年
武
蔵
屋
本
出
版
の
動
機
と
な
っ
た
と
云
ふ
こ
と
に
な
る
。
こ
の
程
度
は
動
か
ぬ
虚
で
、
事

質
は
そ
の
中
間
に
あ
る
の
で
あ
ら
う
。

黒
色
の
布
表
紙
に
、
題
策
を
貼
り
付
け
て
、
「
近
松
浮
瑠
璃
」
と
手
記
し
た
見
窄
ら
し
い
一
巻
が
＼
早
相
田

の
演
劇
博
物
館
に
蔵
さ
れ
て
ゐ
る
。
内
容
は
「
曾
根
崎
心
中
L

以
下
十
九
篇
の
武
蔵
屋
本
を
合
綴
し
た
も
の

で
あ
る
が
、
扉
に
坪
内
雄
蔵
寄
贈
と
記
さ
れ
て
、
明
か
に
逍
逝
博
士
の
手
澤
本
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
文

一
九
八



中
に
は
諸
虚
に
朱
筆
又
は
鉛
筆
の
書
入
が
あ
っ
て
、
俵
名
書
に
漢
字
を
傍
記
し
、
妥
嘗
で
な
い
醒
字
を
修
正

し
、
科
白
に
鍵
を
付
し
、
句
讀
を
う
ち
、
傍
線
を
引
き
、
或
は
短
い
感
想
や
、
批
評
を
記
入
し
て
あ
る
。
「
言

々
流
動
」
「
．．．．．． 
し
得
て
妙
L

等
の
字
句
が
至
る
臨
に
見
出
さ
る
＼
。
中
に
も
害
入
の
多
い
の
は
r
鎗
櫂
三
重
帷

子
」
の
一
篇
で
、
「
不
自
然
」
「
突
然
去
る
L

「
露
骨
L

「
分
ら
ぬ
充
分
」
「
筆
の
オ
が
利
き
す
ぎ
る
」
等
の
文
字
が
讀

ま
る
＼
。
試
み
に
こ
の
椅
が
鍍
先
に
取
扱
は
れ
て
ゐ
る
近
松
研
究
會
に
於
け
る
博
士
の
所
説
を
讀
む
と
、
「
こ

．．． 

の
作
に
不
自
然
の
嫌
あ
る
は
否
み
難
し
L

「
年
齢
の
一
週
り
も
ち
が
ふ
男
女
の
密
通
と
い
ふ
こ
と
は
誰
が
目
に

．．． 

も
見
ら
る
4

不
自
然
に
て
」
「
哀
れ
な
れ
ど
も
不
自
然
な
り
」
等
の
不
自
然
論
が
繰
返
へ
さ
れ
て
、
そ
の
不
自

然
の
三
字
に
圏
間
が
打
つ
て
あ
り
、
そ
れ
か
ら
川
船
の
條
り
で
船
頭
の
言
葉
が
態
と
ら
し
く
て
、
近
松
が
千

生
の
技
側
に
も
似
な
い
と
て
「
こ
4

ら
は
筆
任
せ
の
走
り
書
含
な
る
べ
し
」
と
あ
る
等
、

吻
合
す
る
も
の
か
あ
っ
て
、
研
究
會
に
於
け
る
博
士
の
テ
キ
ス
ト
が
こ
の
一
巻
で
あ
っ
た
こ
と
は
疑
ふ
餘
地

が
無
い
。
惜
し
む
に
も
餘
り
あ
る
こ
と
は
、

一
九
九

こ
の
巻
の
害
入
と

こ
の
本
は
改
装
の
際
、
心
な
き
取
扱
者
に
よ
つ
て
頭
部
が
裁
断

さ
れ
て
、
特
に
多
い
上
方
の
空
間
を
利
用
し
た
書
入
か
、
殆
ど
讀
み
難
く
た
つ
て
ゐ
る
こ
L
」
で
あ
る
。
し
か
し



乍
ら
、
近
松
研
究
の
前
芽
で
あ
る
ば
か
り
で
た
く
、
日
本
文
學
が
科
學
的
に
取
扱
は
れ
た
喋
矢
で
あ
る
と
さ

ヘ
云
は
る
4

こ
の
研
究
會
で
、
逍
造
博
士
に
用
ゐ
ら
れ
た
と
い
ふ
こ
と
は
、
武
蔵
屋
本
の
輝
か
し
き
功
績
で

あ
っ
て
、
疵
物
で
は
あ
る
が
、
こ
の
一
巻
が
祉
に
逍
つ
て
ゐ
る
だ
け
で
、
民
治
瞑
し
て
い
A

わ
け
で
あ
ス
。




